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だから僕は、Ｈができない。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　おーぷにんぐ









「誰だれとも契けい約やくしていない特異者が見つかったですって」

　リサラ・レストールは、ガラス張りの一いつ脚きやくテーブルに音もなくティーカップを置いた。それから顔をゆっくりと上げると、正面に座っている小こ柄がらな少女を見つめて言い放つ。

「冗じよう談だんでしょう」

「あら、これって人間界のルイボス茶ですわね。ふふ、美お味いしいわ」

　何ど処こ吹ふく風で、少女はお茶を口にする。

「キュール、私は真ま面じ目めに話をしているつもりなんだけど」

　リサラが鋭するどく見み据すえるが、当の本人は悪びれることなく微ほほ笑えむ。

「あら、ごめんなさい。あんまり美味しいお茶だったんですもの、つい」

　キュールと呼ばれた小柄な少女は、咲さき誇ほこる花のように微笑んだ。死神界の名門中の名門であるレストール家の縁えん戚せきで、これまた名門のゼリア家のお嬢じよう様さまらしく、手の込んだ刺し繍しゆうがあしらわれたドレスを嫌いやみなく着こなし、まるでお人形のように可か愛わいらしい。

　レストール家の跡あと取とりであるリサラにとって、キュールは年下の従い姉と妹こだが、それ以上に可愛い妹のような存在だ。おかげでリサラの視線もすぐに緩ゆるんで苦笑に変わってしまう。

「でもね、レストール中ちゆう枢すうが把は握あくしていない特異者なんて、本当とは思えないんだけど」

「本当かどうかなんて分かりませんわ。だってキュールは、まだ死神の資格を取っていないんですもの。ただ、お父様達の会話を聞いてしまっただけですわ」

　ウェーブの掛かかった栗くり色いろの前まえ髪がみを指先でいじり、キュールはちょっと拗すねてみせた。

「だから、お姉様の方がキュールより詳くわしいと思いましたの。だってお姉様は、一級死神試験次席卒業なんですもの」

「そんなの関係ないわよ。私だって人間界にはまだ派は遣けんされてないんだし」

「お姉様は仕方ありませんわ。そこらの凡ぼん人じんではなく、レストール家の跡取りに相ふ応さわしい、しっかりとした人間と契約を結ぶ必要がありますもの」

「なるほど。それで相応しい相手として、私に特異者の噂うわさを持ってきたわけね」

　リサラは、軽く苦笑してティーカップに唇くちびるをつけた。

「ありがとうキュール。ゼリアの家とは昔は色々あったけど、貴あ方なたの友情は嬉うれしいわ」

「いやですわ、友情なんて。リサラお姉様のこと、キュールは本当のお姉様みたいに思ってますのよ？」

「ふふ、それは私も同じよキュール」

　その言こと葉ばにキュールが嬉しいと声を弾はずませる。そんな妹のようなキュールを見つつ、リサラは頬ほお杖づえを突ついた。

「ゼリア家か……確かにゼリアの叔お父じ様なら情報を知り得る立場ね。出来るものなら絶対に契約したいところだけど。でもその話、私に来るかどうか」

「あら、レストール家次期当主たるお姉様以外に、どこの誰が担当するんですか」

「キュール、貴方は知らないのでしょうけど、私の立場はそれほど確かなものじゃないわ。次期当主なんて言われたって、まだ確定した話じゃないし。それに反対者も多いのよ」

「そうなんですか……」

　キュールはうつむき、スプーンでゆっくりとルイボス茶をかき回した。リサラからは見えないが、きっとその愛らしい顔に悲しみを浮うかべてしまっているのだろう。

「そう気にしなくていいわよ、キュール。ちょっとやそっとの妨ぼう害がい、このリサラ・レストールが弾はじき返してみせるんだから。だから心配しないで、ねっ」

「リサラお姉様……あっ」

　スプーンを行儀悪くティーカップに入れたまま、キュールが嬉しそうに顔を上げた。

「抜ぬけ駆がけしてしまいましょう、お姉様！」









　一章　つれ込んだら無くなった









　もう梅つ雨ゆも明けておかしくない六月下げ旬じゆん。土ど砂しや降ぶりの中で加か賀が良りよう介すけは、右手に持った携けい帯たい電でん話わをじっと見つめながら歩いていた。

　朝あさヶが谷や駅前で買った夕飯用の牛ぎゆう丼どん（特盛り）は、右手首の下でビニール袋ぶくろごとぶらぶらと揺ゆれていた。ついでに左手に持った傘かさもゆらゆらと揺れている。

　おかげで激しい雨で、良介の身か体らだはちょくちょく濡ぬれていた。そんなことには気にもとめずに、携帯電話の画面を食い入るように見続ける。画面の中では、鎌かまを持った黒い革製ビキニの少女がポップな音楽をバックにニッコリと語りかけていた。

『悩なやんでるんだ。苦しんでるんだね。イリア、貴方のことスゴク、スゴーク心配なの』

　はち切れそうだった。何がって白く柔やわらかそうな乳ち房ぶさがだ。革製のビキニの中で窮きゆう屈くつそうに潰つぶされ、今にも溢あふれてきそうだ。

『だからね。イリアにも貴方の悩みのお手伝い、させて欲しいな』

　その台せ詞りふと共に、初めゆっくり大きくやがてぷるると小刻みに、その乳房は揺れ動いた。

　即そく座ざに良介の指が動き、再生位置を数秒戻もどす。それを数度繰くり返して良介は、「ふぅ～」と至福の息を吐はき、ようやく動画を先へと進めた。

『安心確実充じゆう実じつのサポート、人生の長い友達、死神契約ならメルロー人生保障。私達が必ず貴方の人生を幸福にしてみせますっ。イリアの約束だよ！』

　デレェと鼻の下を伸のばし、良介は満足そうに携帯電話をポケットにしまった。

「何度見てもイリアちゃんのおっぱいは、うん、ホントけしからんぜ」

　高校生離ばなれした驚きよう異いの胸囲を持つブレイク中の巨きよ乳にゆうアイドル、それがイリアだ。その彼女が惜おしげもなく肌はだを晒さらしたＣＭは、全国の青少年達の脳のう髄ずいと煩ぼん悩のうと股こ間かんを直ちよく撃げきしていた。

　当年取って十六歳の高校生で、彼女なんて出来たためしのない良介も当然その一人だった。わざわざ友人にＣＭを携帯で見られる動画にしてもらい、無事今日の昼休みに受け取ってからはヘビーリピートだ。

「しかし、素晴らしいおっぱいだ。いっそイリアちゃんのポスター目当てに、メルローを選ぼうかな。クラスにも死神契約を結んだ連中が出てきたしな」

　死神契約。それは人間が死神に死後、消え行く魂たましいには必要のない霊れい力りよくを提供する契約だ。不勉強な良介はよく知らないが、魂がどうなるかは死神達も知らないらしい。また、死神達にとって霊力は生活の基き盤ばんなので必死なんだとか。

　おかげで死神達は保険会社のような組織を作り、人間との契約に走り回っている。人気グラビアアイドルを使ったＣＭを作るのも、全すべては死神契約を増やすためだ。

　もちろん契約をすれば人間にもメリットがある。それは死ぬその時まで、ずっと死神のサポートが受けられるということだ。

「でもなぁ、特に何かして欲しいってのないし、サポートもイマイチなんだよな。まぁ、八百屋の百ゆ合り枝えさんは感謝してたけどさ」

　百合枝さんの姑しゆうとめさんが、頻ひん繁ぱんに「息むす子この嫁よめが、お昼ご飯を出してくれない！」と依い頼らいするらしい。で、担当の死神はその都つ度ど駆かり出されて、お昼ご飯を食べたことを思い出させてあげるんだとか。地味に大変な仕事である。ちなみに旦だん那なさんはお金持ちになりたいと依頼して、よく当たる宝くじの売り場を紹しよう介かいしてもらったとか……。

　まぁ、そんな感じで死神達は、死神契約を結んだ相手の人生をしっかり、時に適当にサポートしてくれているのだ。

「ま、でもイリアちゃんがサポートしてくれるわけじゃないしな。おっぱい触さわらせてくれるなら考えるけどさ」

　と、駄だ目めな発言をして、良介は濡れた身体をブルリと震ふるわせた。

「はぁ～。雨も酷ひどいし、早く帰って牛丼食って借りたＤＶＤでも見るか」

　ＤＶＤは当然エッチなものだ。両親が海外赴ふ任にんで一人暮らしな良介は、居間で堂々とエッチなＤＶＤを鑑かん賞しよう出来る、それは恵めぐまれた生活を送っている。もっとも学校生活は、成績平へい凡ぼん以下、運動神経平凡、スケベ心平凡以上で校内公認スケベ、もてる要素が欠かけ片らも見あたらない、とてもとても恵まれていない生活ではあった……。

「泣いちゃダメだ俺おれ、ダメだぞ俺」

　そう、ちょっとブルーな気分になった時だった。

　赤い少女がいた。

　ザアザアと降りしきる雨の中で少女は、傘も差さずに道ばたに立ち尽つくしている。ぐっしょりと濡れて身体に絡からみついた長い髪かみは濡れても尚なお、燃えるように赤い。白い衣服がぴったりと張り付いた肢し体たいは、細いウエストと薄うすい乳房を否応なしに良介に見せつける。少女の背は高いものの華きや奢しやと表現してもおかしくない。だが、そう言うにはあまりに躍やく動どう感に溢れた身体だった。

　その躍動感は、間ま違ちがいなくその眉び目もくのせいだ。ややつり上がった目め尻じり、すっと通った鼻筋、口元も引ひき締しまった赤い唇、シャープに閉じた顎あご、眉び目もく秀しゆう麗れいという言葉がぴったりの容姿だが、見る人に麗うるわしさの前に凛りんとした気の強さを感じさせるのだ。だが、何かがおかしい。

（……赤い瞳ひとみ？）

　雨のカーテンでよく判別つかないが、瞳が赤く見える。その瞳には、似つかわしくない虚うつろな輝かがやきが浮うかんでいた。そう思い至って彼女を見直せば、呆ぼう然ぜんとまるで行き場を失って途と方ほうに暮れる子こ猫ねこみたいだ。確かに、こんな土砂降りの中で傘も差さずに独り立ち尽くす酔すい狂きような人間は、普ふ通つういない。何か悪い事が彼女の身にはあったのだろう。

　そして、もう一つ重要な事があった。

　誰だれも、誰一人、ずぶ濡れのまま立ち尽くす彼女に手を差し出さないのだ。顔を背そむけ、うつむき、面めん倒どうごとには巻き込まれたくないと通り過ぎていく。

　良介は、そんな人々を横目に一歩踏ふみ出した。

「ま、確かに面倒になるかもしれないけど、仕方ないし」

　決めているのだ。女の子は宝だ。だからお節せつ介かいでも嫌きらわれても、出来るだけ大切にすると。そして大切にするって言うのは、見返りがあれば嬉しいけど、見返りを期待してやるものじゃない。そんな大切を実じつ践せんすることこそ、モテるコツだと良介は信じている。

「……何か、私に用？」

　少女が、近寄った良介をはっきりと敵視して見上げた。

「ふん、どうせ私の身体か何かが目当てなんでしょ。残念ね、そんな連中は全員叩たたき返してやったわよ。貴方も痛い目にあいたいわけ？」

　近付いて初めて、良介には誰もこの少女に声を掛けない理由が分かった。不信と警けい戒かい感かんを隠かくそうともせず、ギラギラと敵意をまき散らしているのだ。

「ほら、お前も他の賢かしこい連中と同じように、さっさと行きなさいよ」

　その斬きりかかってくるような敵意に一いつ瞬しゆん、ビクッと恐きよう怖ふを覚えながらも良介は、必死に持っていた透とう明めいなビニール傘を少女の頭の上にかざした。

「か、傘」

「私は、さっさと行けと言わなかったかしら」

　傘の柄えを取り、少女が押おし返してくる。

「いやでも、その……決めてるもんでさ」

「決めてるって、何よ。差し出した傘は、必ず渡わたすとでも決めてるわけ？」

「に、似たようなものかなぁ」

「は？」

「女の子は、その大切にするって……いや、ええと、見返りはなくてもいいんだ。見返りを期待してってのは、か、格好悪いだろ？」

「貴あ方なた、もしかしてバカ？」

　その呆然とした響ひびきの言葉で、良介から緊きん張ちようがようやく抜けた。次の瞬間、傘を持つ手を離はなす。と、慌あわてて少女が落ちそうになる柄を握にぎり直した。

「どういうつもりよっ」

「どーもこうもないって。その傘、やるよ」

「貴方はどうするのよ」

「え……いや、うん、俺の家はそんなに遠くないし」

　恐怖から来る緊張が抜けると、改めて美少女だと思える。なんだかドキドキだ。

「どういうつもり？」

「いやだから、傘をだな」

「傘をくれるのは分かったわよ。そうじゃなくて、どうして私にくれるわけ。さっきも言った通り、ナンパならはっ倒たおすけどね」

「ナンパ、うん、まぁ……そんな気もする」

　良介は、ちょっとあごを上げて鼻を掻かき、気がついた。目の前で憎にくまれ口ぐちを叩いている少女が、律りち儀ぎにも良介も濡れないように、腕うでを伸ばして傘を差していることを。おかげで、傘を渡したにもかかわらず良介の身体はあまり雨に濡れていない。

「なに笑ってるのよ？」

「いやこっちの話だ。それより、傘を渡した理由だろ？」

「ええ、そうよ。みんな逃にげ出したわ。なのに何でよ」

「素直に言うとさ、俺だってナンパになれば嬉うれしいさ。だけど目的は、違ちがう」

「違うって何がよ」

　良介の言葉を聞いて、少女は不信も露あらわにした瞳で見返す。

「女の子を大切にするって言っただろ。何な故ぜそんなことするかって、要するに俺、女の子が大好きなんだ。だから大切にするんだよ」

「はぁ？」

「いやだからな、女の子は世界の宝じゃん」

　ぐっと拳こぶしを握りしめ目を閉じる。

「可か愛わいいし、エッチな所はエッチだし、ええと、とにかく男にとって女の子は、おっぱいとかおっぱいとかお尻しりとか、足とか、うなじとか、憧あこがれの夢がつまった宝箱なんだよっ」

　目を開き、良介は見た。なんだかもの凄すごく、残念なものを見るような顔をした少女を。

「ああぁ、しまった───────っ。ついっ、ついつい気合いを入れてしまった、入れすぎたっ。こんな、こんな、俺の生しよう涯がいにきっと二度と来ない、美少女と出会えるビッグチャンスを……くっ、くそぉぉ！」

　真しん剣けんに悔くやし涙なみだを流した良介に、少女が思わず吹ふき出した。

「クスッ、アハハハハハ。変な奴やつね、貴方」

「悪かったな、変人扱あつかいにはもー慣れてるよ」

「ま、いいわ。少しだけ気分も晴れたし、ありがとね。ええと貴方、名前は？」

「お、俺なら、加賀良介だ！」

　慌てて、自分の名前を口にする。

「ふふ、良介ね。傘かさの事も併あわせて、ありがとう」

　何だろう、この生まれて初めての感覚。これがモテるって感覚なのだろうか。もしかして今、人生絶頂期？

「本当はね、みんなに無視されてちょっと傷ついてたわ。そりゃ面倒だろうけど」

　大人になるってことは、面倒ごとには極力関かかわらないことなのだろう。その点、やりたい盛りの良介は、まだ子供なのかもしれない。でも、それでいいとも思う。

「ホント、笑っちゃうくらい今日の私はついてなかったわ……」

　そう言って少女が、辛つらそうに苦しそうに唇くちびるを噛かみしめた。そのまま暫しばらく少女は、考え込むようにうつむいたままだ。ただ一度だけチラリと良介の顔を見上げて、頭を左右に振ふった。そしてまたうつむいて押おし黙だまる。

　雨は、更さらに激しさを増してきている。このままずっとここにいれば、ますます濡ぬれてしまう。その事実に良介は一つの決意をすると、勇気を振り絞しぼり思い切って口を開いた。

「え、ええとだ、その、そのだ。よければ、その本当によければだけど……」

「あら、私を家に連れ込む気？」

　女って生き物はよく分からない。唇を噛んでいた少女がコロリと、悪いた戯ずらっぽい挑ちよう発はつ的な笑みを浮うかべた。しかも、良介の心中をズバリ言い当ててだ。おかげで言葉を失って、ただパクパクと口を動かすことしか出来ない。

「ふふ、いいわよ。もちろんナンパはお断りだけどね」

　クスリと少女は笑って歩き出す。良介の頭の上から傘が外れ、一気に雨が落ちてくる。

「私を家に案内してくれるんでしょ。それとも、やっぱり面倒には関かかわりたくない？」

「既すでに関わってるだろっ」

　慌てて良介は傘の下、つまり少女の横に飛び込んだ。

「それは……まあ、そうね」

「ん？」

「いいえ、なんでも。で、家はどちらかしら？」

「ああ、ついてきてくれ」

　歩き出し、良介は傘に手をやった。何い時つまでも女の子に持たせているわけにはいかない。背も良介の方が高く、少女は腕を不自然に上げている格好だ。

「いいわよ、この程度。小さい事だけど、感謝の気持ちよ、気持ち」

　そう言って少女は譲ゆずらず、結局、家の前まで傘を持ち続けたのだった。

「ここが貴方の家なの？　一いつ軒けん家やなんだ」

　門の前で少女が家を見上げた。ごく普通の二階建ての一軒家で、門を開けて十歩ほどで玄げん関かんの軒のき先さきだ。軒先では、愛犬のカエサルがパタパタと尻しつ尾ぽを振っている。出かけた時は晴れていたので外に出していたのだが、この雨で早く中に入りたいのだろう。

「あら、可愛い犬ね」

　そう少女が言うと、走り寄ってきたカエサルがぽんと左前足でお手をする。

「あは、お利り口こうさんね」

　微ほほ笑えんで少女がカエサルの左前足を右手で握り、

「──っ」

　息を呑のんだ。

「あ、悪い。濡れてただろ」

「え、ううん、平気よ、この程度」

「ふうん……。ま、いいか。入るぞ」

　少し釈しやく然ぜんとしない気持ちを引きずりながら一歩前へ出ると、

「良介、だったわよね」

　少女が真剣な響きで名前を呼んできた。それは、やっぱり女の子が男の家に入ることへの緊張と警戒感だろうか。

「いや、違うぞ。うん、絶対にそのナンパじゃないって。手なんて出さないしっ。あれだよ、あれ、その、何か困ってることがあるなら、その、相談に乗るぜ。力になれることなら、何だってするし」

「私の力になってくれるってことなの？」

　確認するような声だ。

「ああ、何だってするよ。最大限努力する」

「何でも？」

「おう、俺に出来ることなら何でもする」

　ここでキラリと歯を見せて微笑む──微び妙みように引きつった笑みになった気が。そもそも雨の中で、輝く太陽ないしっ。そんな自己反省を知らずに、

「ありがとう、助かったわ。随ずい分ぶんと悩なやんだんだけど、良介がそう言ってくれるなら」

　少女が傘を落として一歩前に出ると、雨に濡れたまま左手で良介の肩かたを抱だいた。

「えっ、ちょ、幾いくら感謝の気持ちでも、は、早いって」

　激しい雨の中で戸と惑まどう良介を、さらに強く抱き寄せる。もしかして、嬉しさのあまり抱きついてきてくれたのだろうか。そのままキスとかしちゃうのだろうか。これが人生の勝ち組になる瞬間ってものなんだろうか。そんな妄もう想そうが良介の頭を駆かけ巡めぐった瞬間、

「ごめんなさい」
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　目を伏ふせた少女が言った。理解の出来ない言葉だ。だが、その意味を問い質ただす暇ひまもなく、熱い衝しよう撃げきが胸に走った。胸の奥おくだろうか、もしかして心臓かもしれない。じわじわとより熱くなってくる。いや、もしかしてこれは痛みだろうか？

　自分の胸を確認してみる。痛くて当然と言えば当然だった。短たん剣けんが深々と胸に刺ささっている。しかも信じられないことに、輝かがやく刀身が胸の中にゆっくりと沈しずんでいく……。

「え、あれ……これって、もしかして刺さってる？」

　立っていられずに、良介はがっくりと膝ひざを折った。身体から、心から、力が抜ぬけ出すように消えていく。何もかもがだるく、意識を保っていられそうにない。

（これが死ぬってことかぁ）

　死を感じた。その瞬間、不思議にふつふつと欲求がわき上がってくる。吸われるように力は抜け出ていくが、抗あらがうように良介の心の奥から生まれ出る想おもい。

「え、まだ動けるの！」

　ぐっと身か体らだに力が入り良介は空を見上げると、胸を押さえて少女を見つめる。

「りょ、良介……」

「最後に良い夢、うぐ、見せてもらって、ぐっ、サンキューな……」

　呻うめく少女に良介は微笑む。それが限界だった。駆け寄ってくるカエサルの足音と、

「良介……ごめん」

　少女の呟つぶやきを聞きながら、良介の意識は完全に失われていった。




　ピクリとも動かない良介を見ながら、赤い髪かみの少女──リサラは呟いた。

「平気よ、ワンちゃん。だから、私を中に入れて貰もらえないかしら」

　カエサルが素直に道を譲る。それどころか、リサラが何とか抱き上げようとし始めた良介の身体を、下から頭で押し上げた。そんなカエサルにリサラは苦く笑った。

「貴あ方なたが人間だったら、この男もこんな目にあわないで済んだんだけどね」




　　　　※　※　※




「ああぁ、気持ち良かった」

　シャワーから出て、リサラは気分良くバスタオルを身にまとった。が、その心の余よ裕ゆうもすぐに焦あせりに侵しん食しよくされていってしまう。

「ああもう、どうして見つからないのよっ」

　ドライヤーで長い赤髪を丁てい寧ねいに乾かわかしながらリサラが、苛いら立だたしげに叫さけぶ。

　キュールが彼女の父親から盗ぬすみ出した情報によれば、まだ未発見の特異者がこの街にいるはずなのだ。

　リサラには十分な自信がある。確かに、才能を開花させる前の特異者を捜さがし出すことは難しい。だが、一級死神の資格を次席で取った自分に見つからないはずがないのだ。

　にもかかわらず、街全体を覆おおった探知術じゆつ式しきにも、範はん囲いをより絞ったしらみつぶしの探査にも反応はなかった。何度も何度も街を歩き回り、全すべての場所を探知したのにだ。

　そして気がついた時にはもう、人間界で存在を保つ霊れい力りよくすら底をつきかけていた。

「そりゃ、良介には悪いことをしたと思うわよ。あんなに親切にしてくれたのに……。でも素直に説明したら誰だれだって逃にげ出すに決まってるし。ああするしか私には方法がなかったのよ」

　鏡に向かって、まるで言い訳のように呟く。

「でもそうね、ちゃんと説明しておくべきね。これからの事もあるし、ちゃんとした関係を築いておかないと不便だわ」

　前髪の流れを調整しつつ、リサラは笑みを浮うかべた。

「まずは力ちから尽つきて寝ねかせた廊ろう下かから、せめてソファか何かの上に運ぶことね。目覚めた場所だけでも印象って違ちがうだろうし。よしっ、凡ぼん人じん……っと、言い方も気をつけないと。才無き身だから、もう少し寝てるだろうし、まずはちゃんとした服を借りてそれから頑がん張ばりましょ！」

　ドライヤーの電源を切ると、リサラはＹシャツを羽織ったのだった。




　　　　※　※　※




（あれ？）

　それが良介の最初の感想だった。我が家の廊下の床ゆかが超ちよう至し近きん距きよ離りに見えるのだ。

　おかしい、自分は死んだはずだ。その証しよう拠こに身体はぴくりとも動いてくれない。

（でも天国の地面が、我が家の床と同じだなんて聞いたことがないぞ。なら……もしかして俺、地じ縛ばく霊れいかっ！）

　胸を刺されて非ひ業ごうの死を遂とげてしまった若き美青年は、無念のあまり自分の家の廊下に縛しばり付けられてしまったのだ。

　しかしなんで廊下に、そう思った瞬しゆん間かん、一つの思い出がよみがえった。

　あれは確か十歳の時だ。閃せん光こうのように知ってしまったことがあった。ずりずりと廊下を腹ばいで前進すると、なんかとっても股こ間かんが気持ちいいと。何度も何度も繰くり返かえしていると、不思議そうに両親に聞かれたっけ、「何してるんだ」と。

　その時、良介少年はにこやかに「か・い・か・ん」と、顔を赤らめて答えたのだった。当然、その将来を真しん剣けんに心配されてしまったものだ。

（ええぇっ、何っ、俺ってばそんな理由で廊下の地縛霊かよっ。だったらむしろテレビ前だろ。あそここそ、俺の青春の発はつ露ろだしっ。借りてきたＤＶＤも見たいし！）

　夜な夜なエッチＤＶＤが再生されるテレビ。それはかなりホラーかもしれない。

　と、廊下奥の脱だつ衣い場から扉とびらの開く音がして、スタスタと軽い足音が聞こえてくる。

（となると……さっきの女の子か！）

　良介を殺した張本人。優しくしてあげたのに、惚ほれるどころか心臓をプスリと一ひと刺さし。幾ら見返りを求めないと言っても、殺されるのは予想外過ぎだ。

（でもまぁ美少女だったんだよ。胸はないけど、いい腰こしつきだったし、顔も極上だった。おかげで、見栄張って最後にお礼まで言っちゃったしなぁ）

　スタスタと軽快な足音と共にどんどん近づいてくる。

（そうだよなぁ。殺されたけどあんな美少女と知り合えたんだしな。そもそも、俺なんかが美少女に何かされるなんて奇き跡せきだよな。でも、何かされるってなんかエッチだな……いや、そこはやはり漢字的響ひびきの『何』ではなく、『ナニ』だろう！）

　馬ば鹿かと言うなかれ。キスの経験もなく死んでしまった高校男子なのだ、良介は。

　そんな馬鹿の先で足音がピタリと止まった。そして、少女の声が降ってくる。

「やっぱりまだ起きてないようね。まぁ、凡人……じゃなくて、才無き身なんだから仕方ないけど」

（やっぱり、俺に何かした女の子だ。って違うっ、それじゃエッチじゃない。『何』じゃダメだっ、ダメなんだよ！　そこは、そうっ──）

「しっかし斜ななめに倒たおれてるから、跨またぐしかないじゃないの。仕方ないわね」

　少女が良介を跨ごうと片足を出したのと、

「ナニだ、ナニ！　ナニして欲しかったんだぁぁ！」

　その魂たましいの奥底からの咆ほう哮こうは同時だった。

「な……に？」

　少女が驚おどろき固まった。その間に良介が、さっきまで全く動かなかった四し肢しに力を漲みなぎらせて跳はね起きる。が、しっかり立ち上がる前にフワリと薄うすい布が良介の頭に被かぶさってきた。

「あれ？」

　布の柔やわらかい感かん触しよくに動きを止めると、目の前に赤い何かがあった。

「あれぇ？」

　左を向くと、白い肌はだがあった。右を向くと、揺ゆれる布の隙すき間まから廊下の壁かべが見えた。前を向くと、赤い何か。よく見ればなんか細い糸のような物が密集しているのが分かる。

　ふと良介の脳のう裏りに思い付くことがあった。それを確認するために視線を少し、ほんの少しだけ落と──

「ひぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　す前に、少女が断だん末まつ魔まの悲鳴を上げた。

「もしかして、ココは桃とう源げん郷きよう……じゃなくて脚の間、いやむしろ股間？」

「いやぁぁぁぁっ！」

　甲かん高だかい声と共に首筋に触ふれる死の気配。思考より先に本能で、良介は上半身を前へ倒して足を払はらった。と、脳天に肘ひじ鉄てつを落とそうとしていた少女が盛大にバランスを崩くずし、

「きゃんっ！」

　良介の肩かた口ぐちに尻しり餅もちをつく。

「ぐぇぇっ」

　突とつ然ぜんの重さに良介が潰つぶれた蛙かえるのような声を上げながら、必死に両手を床について四よつん這ばいの姿勢を取り、リサラの重さを受け止める。

「え、きゃっ、ちょ、ちょっとぉっ!?」

　良介の背中で少女がバランスを崩して暴れ出し、

「わ、ば、バカっ」

　全体重を良介の肩口から頭にのせてくる。さすがに耐たえられず、良介は床に突つっ伏ぷす。

「やっ、ちょ……きゃぁんっ!?」

　ゴインと鈍にぶい音と共に、

「──っ」

　声にならない少女の悲鳴が上がった。

　床に突っ伏した良介の顔の隣となりで、少女の後頭部が見事に落下していた。と、両手で頭を抱かかえて、シクシクと泣き出した。よっぽど痛かったらしいが、掛かける言葉がどうにも思い付かず、良介の口からは素直な感想しか出てこなかった。

「い…………」

「い……な、何よぉっ」

「意外に」

「意外に？」

「意外に重いんですね、お嬢じようさん」

　少女はゴソリと頭を動かして、こちらを向いた。赤い髪、その豪ごう奢しやなカーテンの奥おくで、赤い瞳ひとみが燃えるように揺らめき輝かがやいていて、視線が合った。そして、何な故ぜか一いつ緒しよに笑う。「あははは」と乾いた笑い声でだ。

　その笑い声がピタリと止まり、良介と少女は同時に叫んだ。

「コロス！」

「ヤダっ！」

　背中で少女の身体が跳ねた。嫌いやな予感と共に、良介は慌あわてて横に転がる。

　良介が寝ていた場所に少女の足が落ちた。チッと舌打ちすると、また足を上げる。

　踏ふまれる恐きよう怖ふに、良介はまた転がる。

「狭せまい廊下で無む駄だなあがきよ！」

　が、少女は良介が転がる方向を読み切っていた。転がった先、一回転して仰あお向むけの良介の顔めがけて足を落とす。角質も何もない、白く瑞みず々みずしい足の裏が、良介の眼前に迫せまる。

（あ、踏まれたい）

　変態と言うなかれ。それが足の裏でも女性の肌に直じかに触れてみたい。そう思うのは健全な証拠だと思うのです。まして相手は美少女、接せつ触しよく方法が踏まれるだとしてもいいじゃないですか。むしろご褒ほう美びです。僅わずかな間に、そんな思考が良介の頭を駆かけ巡めぐる。

「なに満足そうな顔してるのよっ、死ねぇぇぇっ！」

「しまったぁぁぁぁっ、妄もう想そうに負けたぁっ」

　そう死を覚かく悟ごした時、良介の目にソレはまた飛び込んできた。少女が上げた太もものすぐ隣に控ひかえめな赤い密集地帯が、だ。

「赤い……毛？」

　ピタリと少女の足が止まる。そそくさと下がり、パタパタとシャツの裾すそを整えてから、顔を真っ赤にしていく。

「って、それ俺のＹシャツじゃんっ」

　少女が身にまとっているのは、Ｙシャツ一枚だった。下半身には何もない。男物のせいでダボダボなＹシャツの裾から、すらりと白い脚が伸のびているだけ。

　胸元も全部ボタンを掛けているにもかかわらず、肌があらわになっている。

「な、な、なんて格好してるんだよ」

「仕方ないでしょっ。洗せん濯たくしてあったのが、この一枚しかなかったんだもんっ。どうしてタンスにＹシャツ一枚しか入ってないのよ！」

　赤い顔のまま、少女が抗こう議ぎの声を上げた。勝手に服を着られているのに、どうして文句言われているんだろう、そんな疑問も浮うかびつつ良介は軽く小首をかしげた。

「うーん、ああぁ、そういやもうストックなかったか。いやぁ、最近雨が続いててさ」

「きょ、今日の下着とかどうするつもりだったの？」

　おそるおそる少女が聞いてきた。

「ファブ○ーズの性能試験？」

「いやぁぁぁぁっ、こ、これはちゃんと洗ってあるんでしょうねっ」

　その疑問に良介は、ちょっと考え込んだ。

「う、嘘うそ」

「いやいや、洗ってあるぞ。ええと、確か衣ころも替がえの前だから……」

「いつから洗濯してないのよ」

「え、だから衣替えの」

「いいっ、聞きたくないっ」

　少女が耳をふさいで頭を振ふった。そして、肺の空気を全部吐はき捨すてるようにため息を吐つく。

「はぁ～、どうりでＹシャツ一枚しか残ってないわけよね」

「うるさいな。勝手に着た奴やつに……着た、脱ぬいで着た？」

　言葉が脳のう裏りに引っかかった。いや、あるわけがないことに良介は気がついてしまった。

「はい、質問です！」

　シュタッと勢いよく手を挙げる。その様子に少女は仕方ないと軽く息を吐いた。

「ま、疑問は色々あるでしょうし。いいわ、答えられる範はん囲いで答えてあげる」

「Ａｒｅ　Ｙｏｕ　Ｎｏ　Ｐａｎｔｉｅｓ　Ｎｏｗ？」

「は？」

「貴あ方なたは今、ノーパンですか？」

　カチンと少女が固まる。そのまま、また顔が赤く赤くなっていく。

「やはりかっ、やはりそうなのかっ。しまったぁぁっ、俺はどうして、もっと下を見なかったんだっ。男達の桃源郷を目前にして、俺は、俺は、俺ってやつぁぁっ！」

　信じられない失態だった。普ふ段だんの良介であれば間ま違ちがいなく見た。いや、見たどころか食らいついた、嗅かいだ、突とつ進しんしていたはずだ！

「くっ、くぅぅっ、俺の煩ぼん悩のうよっ、性欲よっ、いったいどうしちまったんだ！」

　そんな素直すぎる叫さけびを聞きながら、少女の身体が震ふるえだした。

「そぉ────だったっ、コロスっ、死んでもコロス、リサラ・レストールの誇ほこりに懸かけて、ぶちコロス！」

「俺の馬ば鹿かっ、馬鹿馬鹿馬鹿ぁっ、大人への第一歩を──って、うわぁっ!?」

　長なが柄えの鎌かま──まるで死神の鎌だ──が、いつの間にか少女の手に握にぎられていた。しかも切っ先は既すでに、良介の首筋をしっかりと捕とらえている。

「ぎ、ぎぶっ、ギブですギブッ。心臓刺さされる以上に、首はシャレにならないって。死ぬ、首斬きられたら死ぬって！」

　ピクリと鎌が揺れた。

「お願いっ、頭と下半身の切きり離はなしだけは勘かん弁べんっ」

「上半身はどうしたのよっ！」

　思わず少女は突っ込んでしまい、脱だつ力りよくしたように肩を落とした。

「緊きん張ちよう感かんのない男ね……。貴方に罪悪感を持った私がバカみたいじゃないの」

　切っ先が首筋から離れていき、そのまま鎌は光となって消えてしまった。

「き、消えた？」

　良介の言葉を聞き流し、少女は腕うでを組んだ。

「真ま面じ目めに相手するのが馬鹿らしいヤツね。もういいわ、殺されたくなかったら今からコンビニに行きなさい」

「コンビニ？」

「そこで下着を買ってきて。服があったらもっと嬉うれしいけど」

「俺が買ってくるのか？」

「当たり前でしょ。こんな格好で外に行かせる気？」

　確かに裸はだかＹシャツで出歩けば、痴ち女じよとして警察に捕つかまるんじゃなかろうか。しかも外は雨だ。間違いなく透すけてしまい、濡ぬれた裸Ｙシャツ……。

「そ、それはけしからんっ、全くもって凄すごすぎるぜ！」

「な、何、興奮してるのよ」

「いや、そんな素晴らしいものを他人に見せるのは悔くやしい。俺が買い出しに行こう」

「な、何か引っかかるけど……ありがとう」

　少女はちょっと引きつつも、軽く頭を下げた。なんか変なものを見るような視線を意図的に無視しつつ、良介はコンビニの店内を頭に浮かべた。確かに下着はあった気がする。そうなると問題は一つだった。

「一つ聞いていいか？」

「何よ」

「サイズ」

　その答えに、少女の眉まゆがピクンと動いた。

「ちょっ、当然だろっ。別にやましい意味で聞いたんじゃないぞ！」

「………………よ」

「え？」

　声がか細すぎて聞き取れない。今まで思う存分暴れてくれた相手とは全く思えない、かなり弱々しい声だ。

「だから、一番…………」

「まさか一番大きいサイズじゃないよな」

「っっっっっ！」

　少女が背中を向けてしまった。わなわなと肩が震えていて、もしかして怒おこってる？

「見ればわかるでしょっ。一番っ、い、一番小さいサイズよぉぉぉぉっ！」

　その叫びは涙なみだ声ごえみたいで、良介は意外なことに強い罪悪感を覚えてしまったのだった。




　　　　※　※　※




「で、どういうことなんだよ。俺には何が何だかさっぱりなんだけど」

　床ゆかに座って良介は、掃そう除じをさぼっているせいで結構汚よごれが目立つ壁かべを見つめた。

「そうね、どこから話しましょうか」

　ソファに足を組んで座っている少女が言った。その視線の先には、壁を向いている良介の背中がある。この不思議な会話形式の理由はいたって簡単だった。コンビニには下着しかなかったのだ。要するに下着とＹシャツのみで、簡単に見えてしまう。

　そんな誘ゆう惑わく万ばん歳ざいな格好に良介が耐たえられるわけもなく、血走った目で太ももの奥にある桃とう源げん郷きようを探し求めてしまったのだ。結果はクッションと顔面のランデブー。

　で、今のような位置関係となったのだった。

「そもそも、なんで俺ってば生き返ってるわけ？　殺されたはずじゃん」

「失礼ね。殺してなんかいないわよ。気絶しただけよ」

「いやでも、短たん剣けんがぐっと俺の心臓に刺ささってたぞ」

「心臓に刺したんじゃないわよ。貴方の魂たましいに刺したのよ」

「魂だぁ？」

「そうよ。人間界に存在するための霊れい力りよくを拝借するためにね」

「人間界……ってお前、死神なのかっ!?」

「ええ。リサラ・レストール、しかも一級死神よ」

　誇らしげに少女が名乗った。

　がしかし、勉強不足な良介には一級の凄さが、さっぱり分からない。

「あ、そうか。普ふ通つうの人間には、死神の階級なんてあまり知られてなかったわね」

「で、その一級様が俺なんかに何の用だよ」

　死神が特定の人間に用事があるなんて聞いたことがない。人間界とのルール作りやＣＭ契けい約やく等の事務作業で会うことはあるが、良介は一いつ介かいの高校生だ。

（もしかして、俺には何か隠かくされた秘密があるとか？）

　まるでアニメや漫まん画がのヒーローのようにだ。

（死神王の息むす子ことかとか？）

　膨ふくらむ期待。

「貴方に用事なんてないわよ」

　あっという間にしぼむ期待。

「だって貴方は、ただの凡ぼん人じん……才無き、いいえ、エッチな凡人でいいわね」

　そして撃げき墜つい。凡人、深く深く自覚してるだけに、指し摘てきされると涙ぐみそうになる。

「じゃぁお前は俺に何の用事なんだよ！」

「この街に特異者がいるはずなのよ」

「特異者？　なんだよ、それ」

「しまった。特異者って、一いつ般ぱん人には知らせてないんだったわね」

「悪かったな、平々凡々で無む知ち蒙もう昧まいな一般大衆で」

「特異者ってのは、一人で千人、万人の霊力を持つ選ばれた人間のことよ。天才とか英えい雄ゆうとか呼ばれることも多いわね」

　どうやら良介には、全く、完全に、百パーセント、関係のない人種の話らしい。

「でもいいのかよ。秘密なんだろ？」

「いいわよ。どうせ貴方には一生関係ない話だし」

　自分でもそう思ってしまっていたところが、また悔しい。

「それに、貴方には事情を理解して貰もらう必要があるのよ。いい、私はね、その特異者を捜さがし出して専属の死神契約を結びに来たのよ」

「専属って、その特異者ってのに付きっきりになるってことか？」

「ええ、そうよ。特異者の人生を良い方向に導くために、一人の死神があらゆるサポートを行うの」

「へぇ、うらやましいな」

　どうでもよくなってきた良介だ。だって凄くうらやましいのに、良介には全然関係ない世界の話なのだ。真面目に聞く気も失うせるってものだ。

「でも、見つからなかったわ。丸一日、色々手を尽つくして捜したのにね。その上、死神界のキュールとの連れん絡らくも、急に取れなくなっちゃうし」

「ふぅん」

「気の抜ぬけた返事ね」

「え、いや、聞いてるよ、うん」

　実は、見つめている壁の染しみが象さんに見えるなぁとか、良介は考えていたけれど。

「ま、いいわ。それで、人間界に滞たい在ざいするために蓄たくわえてきた霊力も底をつきかけて、途と方ほうに暮れていたのよ」

「え、死神ってこっちにいるのに霊力って使うのか？」

「世界が違ちがうんだから当然でしょ。どんな死神も、人間界で活動するために術じゆつ式しき《存ボドウ在ライス》を使ってるわ。普通は死神契約をした人間から、霊力補給を受けて使用するんだけど、私は臨時に来ただけだから霊力をストック出来るだけストックして来たのよ。でも探知系の術式を使いまくったから、《存ボドウ在ライス》を使い続ける霊力がもうなくなってたのよ」

　理解出来ない単語が多く、良介にはさっぱりだ。

「よ、よく分からないけど、面めん倒どうなんだな意外に」

「仕方ないわ。ここは私達にとって異世界なんだから。ま、それで限界ギリギリって時に、貴あ方なたに会ったのよ」

　そこまで言って、はぁ～とリサラがため息をついた。

「傘かさをくれた時は、凡人でも頼たより甲が斐いのある……」

「へ？」

「あ……何でもないわよっ！」

　何な故ぜか怒ど鳴なられてしまった。そのまま、よく分からない沈ちん黙もくが数秒流れて、

「そうそう。予想より遥はるかに小さいけど、ちゃんと一般人を超こえる反応は掴つかんでるわよ」

「誰だれだよ、その羨うらやましい奴やつ」

「貴方の家の飼い犬よ」

「飼い犬って、カ、カエサルのこと？」

　実はシェパードな愛犬だ。

「ああもうっ、そんな英雄の名前つけるから、勘かん違ちがいしたじゃないの！」

「失礼なっ、あいつはその名の通り凄いんだぞ！」

　良介は振ふり返ると正座して、リサラを見み据すえる。

「な、何よ」

「カエサルはな、三歳にしてご近所犬社会のトップに君くん臨りんする若き英雄なんだぞっ。散歩してると、雄おす犬はみんな尻しつ尾ぽ巻いて道をあけるしな」

「そうなの？」

「しかもだ！　発情期になると、老いも若きも雌めす犬っつー雌犬が、鳴きながらすり寄って来る、抱だかれたい犬ナンバーワンなんだぞ。どうだ凄いだろ、えっへん」

「え、ええと、まぁ、その」

「それに比べて飼い主の俺は、彼女の一人もいないぜっ。てか、尻尾を巻いて道をあけた経験ならいっぱいあるけどなっ」

　ビシリと親指で自分の胸を突ついて、一秒、二秒……。

「畜ちく生しよう、何だよ、この家庭内格差……」

「えっと、その……話を続けてもいいかしら」

　リサラが困った表情を浮うかべていた。

「ああ……」

　あまりの悲しさに心の折れかけた良介には、小さく頷うなずくことしか出来なかった。

「いじけてるし。ま、いいわ。まさか犬、カエサルだっけ？　と契約するわけにもいかないでしょ。私のプライドに懸けて。だから、助けてくれた貴方には悪いと思ったけど……当初の予定通りにしたのよ」

「予定通りって、どういうことだよ。飼い犬以下の凡人に、なんの価値があるって言うのでしょうか、いや、ないはずだ！」

「自分で決めつけてどうすんのよ」

「なんだよ、じゃあこんな俺でもなんか価値があるって言うのかよ」

「ええ、あったわよ」

　当然と、リサラが頷く。

「言ってくれたわよね。私のために何でもするって」

「いや、言ったけど」

　女の子を大切にするのが、俺のモットーだからだ。

「だから、してもらったの」

　リサラが人差し指で良介の心臓を突いた。

「心臓？」

「魂だって言ったでしょ」

「あの短たん剣けんかっ」

　はっきりと覚えている。嬉うれしさのあまり良介を抱だきしめると思ったら、ブッスリと胸に刺してくれた、あの短剣を。

「そう。あの短剣は我がレストール家が誇ほこる《折れた剣グラム》よ。偉い大だいなる戦いくさ神がみより授けられたと伝わる、超ちよう一級の秘宝ね」

「秘宝って割には折れてるんだな」

「そう言う銘めいなんだから仕方ないでしょっ。まぁ嘘うそか誠まことか、今は眠ねむっているから短いだけで、目覚めると元の長剣に戻もどるなんて伝説もあるけど」

「折れてるんじゃなくて、縮んでるのか。で、大きくなる……なんか、アレみたいだな」

　良介は視線を自分の腰こしに落とした。

　釣つられてリサラものぞき込み、慌あわてて上を向いた。あ、ちょっと顔が赤い。

「コホンッ。とにかく、《グラム》には私の所有物としての刻こく印いんがあるの。そんな《グラム》を、貴方の了りよう解かいの下もとに魂に刺した。これがどういう意味か分かる？」

「いやまて、俺は刺される了解なんて」

「何でもするって言ったのは誰よ」

　良介には反論の言葉が見つからなかった。でもだ、刺されるなんて普通は想像出来ない。

「相手が悪すぎたのか、くぅ」

「そりゃ、騙だましたみたいで悪いって思ったけど」

「みたいじゃないだろっ、詐さ欺ぎだろ詐欺！」

「でも、あんな下品なことされたんだから、構わないわね、うん」

　独り、勝手に納得するリサラだった。

「話を続けるわよ。刻印がある《グラム》は私の分身みたいなものなの。つまり、良介の魂の中に私の一部が刺ささっているってわけ。つまり私が貴方に触ふれれば《グラム》に触れることになり、魂から霊れい力りよくを吸い取れるのよ」

「あまり良い気分じゃないな、それ」

「その気持ちは分かるけど、仕方なかったのよ。あの時も、それにこれからも私には霊力が必要だから。もちろん、死神契約を結べば霊力の補給は受けられるけど、私は貴方と契約する気はなかったし」

「凡ぼん人じんだからか？」

「悪いけどその通りよ。一級死神である私が、凡人と結ぶわけにはいかないの。私の意い地じもあるけど、他の死神とのバランスもあるから」

「ちなみに、そのグ、グラなんちゃらは、俺が望めば外れるんだろうな？」

「無理に決まってるじゃない。お互たがいの了解の下に刺されているのよ。当然外すためには、当事者同士の、つまり貴方と私が解除することに同意しなきゃダメよ」

　そこまで言ってニヤリとリサラが意地悪い笑みを浮かべて、わざとらしく頭を下げた。

「加賀良介、快こころよく了解してくれてありがとう」

「もの凄すごく詐欺にあった気分だぞ……」

「あら、何も聞かずに鼻の下伸のばしてる方が悪いのよ」

　良介には、ぐさりと言葉が刺さる音が聞こえた気がした。

「でもよ、俺なんかの霊力でなんでお前は平気なんだよ。だって俺、凡人なんだろ？」

「あら意外。いいところに気がついたわね」

　クスリとリサラが笑った。良介、もの凄くイヤな予感。

「簡単よ、私が優ゆう秀しゆうだから」

「自じ慢まんかよ！」

「ええ、自慢よ。私は霊力コントロールが得意なの。だから普ふ通つうの死神とは比ひ較かくにならない霊力でも、なんとか存在を保つことが出来るわ」

　鼻くそでもほじってやろうかと良介が思った瞬しゆん間かん、背筋も凍こおる視線で睨にらまれた。

「ま、これで疑問は解けたわよね」

「はい、先生！」

　びしっと挙手。学校ではしたことのない勢いで。

「まだあるわけ？」

「俺に悪あく影えい響きようは、本当にないんだろうな」

「やーね、平気よ、平気」

　パタパタとリサラが手を上下に振ふる。

「いやでも、さっき気絶したし」

「あれは契けい約やくのショックみたいなものよ。だから仕方ないのよ、うん」

　自分に言い聞かせるようなとても怪あやしい素そ振ぶりで、良介はじっとリサラの顔を見つめた。

「や、やあね、そんなに見つめないでよっ」

　抗こう議ぎを無視してそのまま見つめ続けると、「うゔゔ」とリサラがうめき出す。

「ホントは何かあるんだろ」

　リサラが押おし黙だまった。目を閉じ、眉み間けんに皺しわを寄せて考え込む。

　十秒ほどしてから目を開け、じっと良介を見つめ、おもむろにリサラは語り出した。

「さっきも言ったけど、《グラム》が魂に刺さっているの」

　真しん剣けんな語り口に、良介はゴクリと唾つばを飲み込み頷いた。

「切っ先は魂の深い所に達しているわ。そこは人の生きる力が蓄えられている場所、最も強い霊力がある場所よ。そこから《グラム》は霊力を吸い取るの。その量は、人間が自然放出している霊力とは比べものにならないわ」

「なるほど、だからお前は身か体らだを保てるわけか」

「ええ。幾いくら天才の私でも自然放出している霊力だけじゃ、《存ボドウ在ライス》を使い続けることはできないから。さっき貴方が気絶したのは、私が暫しばらく《存ボドウ在ライス》を使い続けられる霊力を吸い取ったからよ」

「ええと、生きる力から？」

「そう、貴方にとって生きる原動力となっている想おもいを霊力としてね。そうね、何か思い当たる節ふしはない？　何かこう物足りないというか……おかしな感じ」

　リサラの視線、それはただ真剣なだけではない、今まで一度もなかった良介を心配する視線だった。

「普段感じていることがないとか」

　考えることコンマ一秒。良介はすぐに思い付いた。どうして赤い毛の下、男の桃とう源げん郷きようをのぞこうとしなかったんだろう。そして何より、さっきから自分はどうしてどうして、

（見てるだけで満足してるんだろう。こう、ふっじこちゃ───ん的に飛びかかってもいいはずなのに。いや、それこそ俺だ。目の前に下着Ｙシャツの美少女がいて、何な故ぜに、何故に俺は黙っている？）

　そう思っても、その先に考えが至らない、身体も反応しない。実際に行動に出来なくても、少なくとも妄もう想そうはするはずだ。妄想してハァハァするはずだ。それこそ男の本能なのに！

「やっぱり思い当たる節があるみたいね」

　ふぅとリサラが息を吐はく。

「はい、リサラ先生！」

　手を挙げた良介の頬ほおを、冷ひや汗あせがたらりと流れ落ちていく。

「それって、シャレにならないんじゃないでしょうか」

「エヘ☆」

「エヘ、じゃねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　思わず良介が絶ぜつ叫きようした。

「俺のっ、俺の性欲を、スケベ心を返せぇぇぇぇぇ！」

　その言葉に、リサラの目が点になる。

「目を血走らせたり、さっきから十分スケベだと思うんだけど」

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

「ご、ごめんなさい」

　思わずリサラが謝った。

「って、なんで私が謝らなきゃいけないのよっ」

「うっさい。いいか、これは好こう奇き心しんだ。見たい知りたい記き憶おくしたい。だがな、男には、男にはその先があるんだよ。見た光景を利用してハァハァとか、実際にハァハァとか！」

　何も言わずに、リサラは良介を見つめている。

「どうだ、分かったか！」

　何故だろう、凄く視線が冷たい。

「一つ分かったわ。私、世の中の女の子のために、とても良いことをしたみたい」

「なんだよぉっ、妄想の自由くらいあったっていいじゃないかよぉっ！」

「もっと吸い取ってやろうかしら、コイツ」

　低い低い声でリサラが言った。冗じよう談だんとはとても思えない、恐おそろしい響ひびきと視線だ。

「待てっ、それは勘かん弁べん。これ以上性欲なくなったら、俺は死んでしまう」

「性欲なくなったら死ぬって、どーしょもない男よね」

「うるさいな、個性は人それぞれだろ。そもそも、その個性だってお前のせいで永久に失われちまったじゃないかよ！」

「馬鹿言わないでよね。人間はそんなに柔やわじゃないわ。時間をおけば勝手に生きる力は戻るってば。さっき吸い取ったのだって大した量じゃないし、明あ日したには戻るんじゃない？」

「まじかっ。ホントだな、絶対にだなっ」

「ひ、必死ね。回復出来ない量を吸い取った気はないもの。ちゃんと加減はしてるわよ」

「それって、吸い取りすぎれば……」

「回復不能な深いダメージを負うでしょうね。ずばり、生ける屍しかばねの出来上がり？」

　さらりとリサラは残ざん酷こくな事実を言い放った。

「い、い──や───っ、お願いっ、お願いだからそのグラムとやらを抜ぬいてくれっ」

「私だってこのままな気はないわよ。そもそも貴あ方なたに《グラム》はもったいないしね」

「じゃぁ、今、すぐに、ジャストナウ」

「焦あせらないの。どうして私が、貴方にここまで丁てい寧ねいに説明したと思ってるのよ」

「親切だから？」

「バカでしょ」

　間かん髪はつ入れず、リサラの答えが返ってきた。

「くっ、気付かないようにしてきたことを、さらりと言いやがって」

「良かったわね、自己認識は大切よ」

　冷ややかに良介を見る。その視線になんとか耐たえ、良介はリサラを睨んだ。

「で、結局のところ、何のためだよ」

「特異者を捜さがすためよ。この街に詳くわしい貴方のサポートがあれば、ぐっと見つけやすくなるでしょ？」

「見つかったら、解除ってわけか」

「そーいうこと」

　素直にリサラは頷うなずいた。その様子から嘘うそは吐ついていなさそうだ。だが何かがおかしい。良介自身をどうにかしたいわけでなければ、こんな無理をする必要はないはずだ。なのに意地でも良介を手放そうとしない。

「もしかして、俺に惚ほれた？」

「本当にそう思うわけ？」

「いえ……ごめんなさい」

　心底自信がない良介だった。

「ったく、第一印象をどんどん汚けがさないでよね……もう」

「ん？」

「独り言よ！」

　射い貫ぬくような視線で睨み付けられた良介だった。

「で、でもさ、惚れてるわけじゃないなら、俺なんかに拘こだわらないで死神界に一回帰ればいいじゃないか。凡人捕つかまえて無理させないでさ。その方がお前も楽だろ」

「嫌いやなところに気がつくのね」

　ピクリとリサラの眉まゆが跳はねた。と、軽くため息。

「はぁ、私にも面めん倒どうな事情があるのよ。レストールの死神が、死神契約の一つも取れずに霊れい力りよく失って死神界に帰ってみなさい、赤あかっ恥ぱじじゃ済まないのよ。しかも、今回は無断で来てるし。キュールと連れん絡らく取れれば、何かしら工作は出来るはずだけど……」

　言っていることがさっぱり分からない良介だ。

「いいわよ、そこまで理解しないでも。ただ私には私の事情があって、帰れないのよ。だから、貴方の協力が必要なの。分かった？」

　分かったも何もあったものじゃない。これは、事実上の脅きよう迫はくだ。

「そんなむくれた顔しないでよ。巻き込んだこと、少しは反省してるんだから」

「少しかよ」

「最初はもっと反省してたけどね。どんどん急降下よ。ま、でも……」

　いきなりクスクスとリサラが笑い始めた。

「どうしたんだよ、いきなり」

「意外に、貴方と活動するのも面白そうと思ったのよ。ふふふ、見たことないタイプな上に、このレストール家のリサラによくもまぁズケズケと言ってくれるし」

「いや、そー言われても。ずぶ濡ぬれの子犬だったわ、剣けんで刺さされるわ、死神だわで、遠えん慮りよとか緊きん張ちようとか心の壁かべとか、いきなり壊こわされてんだよ」

「それはお互たがい様さまでしょ、お互い様」

「まーな。あ、そうそう。それに、そのごにょごにょも見ちゃった──」

　言いかけて、本能が言葉を飲み込ませた。そう目の前には、リサラの鬼おにのようにつり上がった目があった。

「いい、次にそのことを口にしたら……命はないものと思いなさいよ」

「りょ、了りよう解かいであります！」

「ふんっ。それで、私に協力してくれるのよね」

　今の鬼のような視線の後に、そう言われても困る良介だったが、

「貴方と活動すること、ちょっとは楽しみにしてるんだからね？」

　クスッと魅み力りよく的な笑顔を見せられてしまった。それが良介を誘さそう餌えさだってことくらい分かる。分かっているのだ。でも、

「くっ、大切にするって俺は、俺は決めてるんだよっ。たとえ見返りに、こんな仕打ちにあってもなっ」

「それが一人の女の子にだけってなら、格好いいんだけど……」

「うっせぇ。協力するんだから、文句を言うなよっ」

「そうね。文句を言えた義理じゃないわね、私は。でも良介、一つだけ言っていい？」

「なんだよ」

「馬鹿よね、良介って」

　明るくそう言われて、崩くずれ落ちてしまった。その通りだと思ってしまったから。そんな良介の後頭部を眺ながめて、リサラは苦笑とも微ほほ笑えみともつかない表情を浮うかべた。

「ま、いいわ。快かい諾だくも貰もらったしね」

　リサラが、裾すそでしっかりコンビニ下着を隠かくしつつ立ち上がり、良介の前に正座する。

「何度か言ったけど、私はリサラ・レストール。リサラでいいわ」

「俺は加賀良介、十六歳だ。両親は海外赴ふ任にん中で、一人暮らしだ」

「そう。私も人間年ねん齢れいだと十六くらいだし、上う手まくやっていけそうね。よろしく」

　そう言って、リサラは右手を差し出してきた。白く細い手首に緊張してしまう。

「どうしたの？　確か人間界でも握あく手しゆはするわよね」

「あ、ああ、よろしく」

　思いっきり緊張しながら、差し出されたリサラの手を握にぎり返す。

「そんなに緊張しないでもいいのに」

「うるさい、慣れてないんだよっ」

「ふうん。随ずい分ぶん自然に傘かさを出してくれるもんだから、女の子に慣れてるんだと思った」

　手を離はなし、リサラが小首を傾かしげる。

「ふっ、色々お節せつ介かいしてきたけど、ご褒ほう美びを貰ったことはありませんっ！　てか、相合い傘だって幼おさな馴な染じみと以外は、あれが初めてだぞ！」

「ちょ、そ、そんな言い方はやめてよっ。なんか、その、照れるじゃない！」

「え、そうかな？」

「そうよっ。私だって初めてなんだし、もうっ」

　唇くちびるを尖とがらせて、横を向いてしまった。なんだかちょっと、意外な反応だった。

「でも、そうね。うん、そうよね、色々迷めい惑わくかけるってのもあるし……」

　横を向いたままリサラが何か考えて、しきりに頷く。

「うん、そうしましょ」

「どうしましょ？」

「無事に特異者を見つけたら、何か一つご褒美をあげるわ。どう？」

「ご褒美？」

「ええ、死神として良介の人生が幸せになるように、何か一つ願いを叶かなえてあげるわ。貴方の行こう為いにお返しをあげなきゃ、リサラ・レストールの名が泣くもの」

「無理しないでいいんだぞ？」

「無理なんてしてないわよ」

「なんでも？」

「もちろん、結けつ婚こんしろとかそんな無茶なのは禁止よ」

「ふふ、俺もそこまで馬鹿じゃないさ。そうだな……」

　考える。いや、思い出す。ゆっくりと良介の頭の中に画像が浮かんできた。これはもしかして、もう生きる力が戻もどってきているのか。欲望が明確に形になっていく。

「な、なんかにやけた顔なんだけど……」

「先ほどの裸はだかＹシャツには感かん銘めいを受けました。是ぜ非ひ、黒いタイツを添そえた姿で──」

　いきなりグーパンチが視界いっぱいに飛び込み、良介は間かん一いつ髪ぱつ両手で受け止めた。

「危ねぇなっ！」

　パンチを納めたリサラが、残念そうに「ちっ」と舌打ちした。

「ちっ、じゃねぇっ。クソっ、本気で願いを叶える気あるんだろうな。いざとなったら逃にげる気だろっ、いいか俺渾こん身しんの願いだったんだぞ、今のはっ」

「そっちがあんまり下品なことを言うからでしょうがっ。このリサラ・レストール、我が家の象徴たる『赤あか髪がみ』に懸かけて、まともな願いなら叶えるわよ！」

「なーにが赤髪だよ。どうせ染めてるだけだろ」

「失礼ねっ、私のこれは地毛よ、地毛っ。一族に久々に生まれた赤髪なんだから」

　その言葉に良介は数秒考え込み、ポンッと手を叩たたいた。

「言われてみれば、あっちも赤い毛だった」

　シーンと沈ちん黙もくが流れた。その間に、リサラの顔が真っ赤になり、真っ青になり、また赤くなっていく。

「黄色ないけど、信号機？」

「いいえ、殺害機です」

「殺害機ってなんだよっ！」

「加賀良介を殺し、世界の女性に平和をもたらす私のことです」

　リサラが立ち上がり、右みぎ腕うでを前に伸のばした。

「良介、さっき次に話題にしたら、命はないものと思ってって言ったわよね」

　リサラの手の上で二匹ひきの蛇へびのように炎ほのおが鎌かま首くびをもたげた。その炎えん蛇じやは身み震ぶるいするように揺ゆらめき動くと、反対に渦うず巻まきながら一気に伸び、赤黒い鎌に変化した。

　そう、それはまるで死神の鎌。

「この子は《グラム》と同じくレストール家の秘宝で私の刻こく印いんが打たれた、古き鎌よ。一級死神合格の記念に貰ったの。名前は《カルヌーンプラデュール》、良い名前でしょ」

「いや、名前なんて知りたくないしっ」

「あら、貴あ方なたの命を狩かる子の名前くらい、地じ獄ごくで自じ慢まんしたいでしょ？」

「地獄って決めつけるなっ、天国かもしれないだろ！」

　じりじりと後ずさりしながら良介は、確信してしまった。リサラの瞳ひとみの冷たい輝かがやき、あれは殺気だ。ひりひりと肌はだで感じる気配もまた、殺気。

　優ゆう雅がにリサラが鎌を振ふり上げ、微笑んだ。

「ふふ、死んだら教えてね。天国と地獄、どっちに逝いったかを」

「死んだら無理だしっ」

　飛び起き、逃げ出す、良介。

　良介のいた場所を切きり裂さく、鎌。

（殺や☆ら☆れ☆る）

「こらっ、逃げるな。男なら潔く、私に殺されなさい。この女の敵ぃっ！」

　悲鳴を上げながら逃げること三十分で、合がつ掌しよう。

　遂ついに捕まった良介は「私は忘れました」と、百回書かされたのだった……。









　二章　ぱーとなーはモテる人









「そんなバカな……」

　朝、良りよう介すけは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。視線の先の下半身はシーンと沈黙し、真っ平ら。

　若さを毎朝主張していた雄お々おしいタワーが、そこにはなかった。

「リサラぁぁぁぁっ！」

　叫さけび、跳はね起き、部屋を飛び出る。目的は鼻歌が聞こえてくる食堂だ。

「戻ってないじゃんかっ！　俺おれの若さの象しよう徴ちようを──って、お前何してるんだ？」

　怒いかりと共に食堂に踏ふみ込んだものの、その光景に良介は呆然と立ち尽つくした。

　食堂にリサラは確かにいた。良介はリサラが空腹に耐たえかねて、てっきり冷蔵庫から朝ご飯でも物色してるのかと思っていたのだが、彼女はキッチンに向かって立っていた。

　しかも、制服にエプロン姿で包丁を握り、野菜を綺き麗れいに切り揃そろえている。

「何って、見て分からないの？」

　振り返ることなく、ただリサラは肩かたをすくめた。

「えっと、その」

　光景が理解できない。昨晩良介を殺そうとした死神と、目の前でトントンとリズム良く包丁の音を立てているエプロン姿の女の子が、同一人物とはとても思えない。

「なにぼさっと立ってるのよ」

　リサラは鍋なべから味み噌そ汁しるをお椀わん二つに注そそぎ、キッチン前の食しよく卓たくに運びながら、不思議そうな視線を良介に投げかける。

　味噌汁の湯気と香かおりが鼻び孔こうをくすぐり、ぐぅ～と思わず朝の空すきっ腹が鳴ってしまう。

「ふふ」

　食卓からキッチンに戻りぎわ、その音を聞いたリサラが小さく笑った。何とも気き恥はずかしくて、良介は思わず顔を背そむけてしまう。そんな素そ振ぶりに、リサラはまた小さく笑う。

「あは、ごめんごめん。馬ば鹿かにしたわけじゃないのよ。ほら、やっぱり自分の作った料理でお腹なかが鳴ってくれるって嬉うれしいから、ついね」
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　確かに、しっかりと細長く千六本に切られた半はん透とう明めいの大根、味噌に微かすかに混じる出だ汁しの香り、全すべてが美お味いしそうだ。

　ただ良介には、どうしてもこのリサラに違い和わ感かんをぬぐえないのだ。

「邪じや魔まだから座ったら？」

　リサラが今度はトマトの赤、キュウリの青、レタスの緑、綺麗に盛りつけられたサラダを置いて、椅い子すを指さした。言われるがままにぎこちなく椅子に座る。

　すると、リサラが電子ジャーを開けて、ふっくらと炊たけたご飯をよそった。電子ジャー、実に半年ぶりの活かつ躍やくだった。

「別に毒なんて入れてないからね」

　リサラが悪いた戯ずらっぽく微笑みながらちょっと前に屈かがみ、背中で結んでいたエプロンの紐ひもをほどいて、椅子の背もたれに掛かけて座った。

　良介は、リサラの顔をじっと見続けた。

「な、何よ」

　ちょっと恥ずかしそうに、リサラが視線をそらす。そんな顔を穴の開くように見つめても、やっぱり昨晩の死神と同一人物だ。

「う、嘘うそだ、嘘だ……」

「嘘って何が？」

　リサラが小首をかしげた。

「これじゃまるで可か愛わいい女の子じゃないかぁぁぁぁっ！」

「どーいう意味よ、それっ！」

　ドンッと食卓に手を突つき、リサラが腰こしを浮うかせる。

「いやだって、制服だし、エプロンだし、料理してるし、失敗してないし、違ちがうだろっ。お前みたいな乱暴粗そ暴ぼう高たか飛び車しや系は、朝あさ寝ね坊ぼうしたり、料理焦こがしたり、なんかそんなだろっ。こんな可愛い女の子みたいなこと、キャラじゃないだろっ、定番じゃないぞ！」

「一度、良介の中の私を教えて欲しいわね。さぞ、可愛くない女の子みたいだけどっ。でもね、私は普ふ通つうに料理は出来るし、朝も早いほうよ、残念ながらね！」

「うう、信じられない、これが俺を殺そうとした死神と同一人物なんて」

「信じようが信じまいがこれが私よ。それより食べるの食べないの？」

「食べます、食べますともっ」

　朝ご飯なんて、良介はここ暫しばらく食べたことがなかった。しかも色々と注文を付けたいものの、一応は美少女の手作りご飯だ。こんな奇き跡せき、食べなければ罰ばちが当たる。

「あれ、おかずは？」

　サラダ、大根の味噌汁、ほかほかご飯はいいとして、おかずが見あたらない。

　するとリサラが、梅干しが入った壺つぼを二人の間に置いた。

「もしかして、これだけ？」

「無茶言わないでよね。冷蔵庫見たけどまともな食材皆かい無むじゃないの。梅干しの壺がもの凄すごく目立ってたわよ。お味噌だって堅かたくなっていたし、野菜室にまともな野菜があって、逆に驚おどろいたくらいよ」

「野菜……ああ、食べないと身か体らだに悪いって、幼おさな馴な染じみに押おしつけられたんだった」

「いい、今日から良介の健康管理は、この私がしっかりと見させてもらうわよ」

　食卓に身を乗り出して、リサラが良介の顔を睨にらみ付けた。良介としても、心配されると悪い気はしないが、

「健康な魂たましいは健康な肉体によ。良介の魂に衰すい弱じやくされると、この私が困るの」

　完全に自分の利益のためだった。

「だよなぁ、それでこそだ。少しほっとしたぞ」

「何か言ったかしら？」

「独り言だ。俺の魂から霊れい力りよく吸い取るために、朝食をね。真しん剣けんだな」

「あら、朝食だけじゃないわよ」

　リサラが包みを取り出して、良介の前に置いた。

「うそ……嘘だろ、もしかして俺の弁当か？」

「ええ、良介のお弁当よ。貴方のおかげで今日から特異者を捜さがせそうだしね。そのお礼に、死神界から持ってきていた素材を全部使い切った特製弁当よ」

　弁当箱を手に取った瞬しゆん間かん、不覚にも良介は震ふるえてしまった。

「どうしたのよ」

「こんなことが、本当に、本当に起こるなんて……」

　学校のお昼に女の子の手作り弁当。それは夢、それは浪ロ漫マン、それは勝利の証あかし。良介は震える手で弁当箱を高くかざし、

「ビバッ、俺の人生ぇぇぇぇっ！」

　雄お叫たけびを上げたのだった。

「いやまぁ、喜んでもらえて嬉しいけれど、何かしらこの罪悪感……」

　リサラは、そんな良介の姿に引きつった笑みを浮かべた。

　それから数分後、良介はふと気がついた。

「あれ、そういやなんで制服着てるんだ？」

　リサラが料理をしている驚きが大きすぎて、疑問に思っていなかった。雨に濡ぬれていた時の服装でも、裸はだかＹシャツでもない、何な故ぜか見慣れた制服を着ていることを。

「なんでって、学校に通うからに決まってるじゃない」

　さも当然といった表情をリサラが浮かべた。

「通うって、その制服は」

「良介が通ってる桃もも園ぞの学園の制服よ」

「桃園学園の生徒だったっけ」

「あのねぇ、どうしてこの一級死神たる私が、人間の学校に通ってなきゃいけないのよ。今日からよ、今日」

「それってつまり、転校してくるってことか？」

　良介は、恐おそる恐るリサラの顔をのぞき込んでみた。

「ええ、良介と同じ桃園学園の二年Ｂ組に転入よ。よろしくね」

「よろしくって、待て、待てよ。そもそも、なんで学校なんかに来るんだよ」

「学校で特異者を捜すためよ。今度は、直接一人一人調べることに決めたのよ。確か桃園って、この街で一番大きな学校なんでしょ」

　その一人一人調べる作業に良介は付き合わされるらしい。げっそりだ。

「て、手続きはどうすんだよ。死神って簡単に転校出来る決まりでもあるのか？」

「正規の手続きで人間界に来ているなら、レストール家の力でそれも可能だけどね。私は抜ぬけ駆がけしてる身よ。死神だってことを隠かくして、普通の人間として転校するしかないわ」

「普通の人間としてって、そんなこと出来るのかよ？」

「簡単よ。良介がみっともなくグースカ寝ねてる間に、関係書類偽ぎ造ぞうして転校手続きは終わらせておいたから」

　箸はしで器用に梅干しを解ほぐしながら、リサラはさらに言う。

「私は一級死神よ。術じゆつ式しきさえ使えれば、書類の偽造なんて簡単よ。この制服だって、パンフを見て塵ちりから作り出したんだし」

「すげーな、おい」

「まぁ、ふふ、そんな大したものでもあるかしら」

　真顔で感心した良介に、リサラは頬ほおをかきながら満まん更ざらでもない笑顔を見せた。意外に単純なのか、上じよう機き嫌げんで梅干しを解していく。

「まぁ、霊力さえあればこの私に出来ないことなんて、そうはないのよ。だから良介も、特異者を見つけた時のご褒ほう美び、よ～く考えなさいよ。あんな変態なのじゃなくてね」

「変態言うなよなっ。って、霊力……？」

　何か、大事なことを忘れている気がした。朝、良介はとても悲しい出来事があったはずだ。怒おこっていたはずだ。

「って、そうだよっ。また誤ご魔ま化かされるところだった！」

「誤魔化すって何をよ？」

「霊力だ霊力。性欲が戻もどってないじゃないか。ジュニアが沈ちん黙もくだぞっ、毎朝元気なヤツなのに！」

「毎朝？」

　リサラが首を右に二十度傾かたむけて、不思議そうな顔を浮かべた。

「なにそれ」

「男の若さと元気の合図だ、朝のな」

　その説明にリサラは、三十秒ほど考え込み、箸を握にぎりしめてガックリと俯うつむいた。

「聞いた私がバカだったわ」

　何故かリサラは疲つかれたように、頭を振ふって口を開く。

「良介の性欲が回復しなかったわけじゃないわ。むしろ予想より早く回復してたのよ」

「回復してたって、でも俺は」

「だから、使ったって言ったじゃない。制服と転校手続きに」

　しれっと答えるリサラだった。

「くそっ、そうだよ、おかしいと思ったんだ。十を数えたあの日から途と切ぎれることなく続いた俺の、俺のキングダムの象しよう徴ちようが、急に沈黙するなんてっ」

「き、きんぐだむ？」

「朝立ちだっ！」

「いやぁ─────っ。はっきり言わないでよ、そんな下品な言葉っ。花も恥じらう女の子なんだけど、私！」

　顔を赤らめてリサラが腰を浮かせて立ち上がり、ふと首を捻ひねった。

「な、なんだよ、今度は」

「よく考えたら、朝に吸い取ったのに元気ね。もう下品なことに執しゆう着ちやくがあるなんて」

「元気じゃない、元気じゃないって言っただろ、俺の朝が不健康だ……」

「それはもう言わないでよね！」

　リサラがもの凄い剣けん幕まくで睨み付けてくる。もっとも顔がちょっと赤いせいで、迫はく力りよくはイマイチだが。

「ったく。でもそうね、調べてみる価値はありそうね。今後の計画的な利用のためにも」

「なんか悪徳って言うか、骨の髄ずいまでしぼり取るみたいな響ひびきだな……」

「失礼ね。計画的に使えば問題ないものよ」

　そう言いながら、リサラがブレスレットを撫なでた。それは、一つだけはめ込まれた赤い宝石が目を引くものの、全体としては女の子が付けるにしてはやや骨太と言える物だ。

「ああ、これね。これは死神にとって必ひつ須すアイテムの一つで、霊力を私達死神が使える形、つまりスピリットマネーに変へん換かんして保存するものよ」

「す、すぴりっと、まねー？」

　聞いたこともない言葉に、良介は思わずたどたどしく単語を繰くり返かえしてしまった。その様子に、リサラは天てん井じようを見上げてため息一つ。

「人間界でもこれは知られてるはずなのに、もうっ。あのね、スピリットマネーは死神界のお金であり全すべてのエネルギーの源よ。死神がスピリットマネーを利用して、術式は発動するの」

「術式ってのは、制服作ったり書類偽造したりか」

「そうよ。他ほかにも《カルヌーンプラデュール》を呼び出したりね」

「《カルヌーンプラデュール》って、俺を殺そうとしたあの鎌かまかっ」

「あの子が本気を出したら今いま頃ごろ生きてるわけないじゃない。ちゃんと手加減したわよ」

「素直に信じられねぇ……」

「何なら実演してあげよっか？」

　その低い声に、良介は思わず縮み上がってしまう。

「まったく、大だい胆たんなんだか臆おく病びようなんだか……変なヤツね」

「変態だからな」

「……やめて、頭が痛くなるから」

　リサラが、うつむき弱々しく頭を振る。

「はぁぁ～。続けるわね……」

　気を取り直したリサラが顔を上げた。

「死神はスピリットマネーを獲かく得とくするために、人間界に来て死神契けい約やくを結ぶのよ。人間が死ぬ時に放出する霊れい力りよくの結けつ晶しよう、ライフジュエルを貰もらうためにね」

「へー」

「やっぱり、これも知らないのね」

　リサラの声は、心底呆あきれた響きだ。

「貴あ方なたの携けい帯たい、落ちた時に見ちゃったんだけど、メルロー人生保障の壁かべ紙がみだったわよね」

「おう」

「義務だから、ＣＭの最後で説明してるはずだけど……」

「イリアちゃんが出ているシーン以外はカットしたからなぁ」

「イリアのファンなの？」

「おう。正確にはあのおっぱいのな！」

「けっ」

　何故か、リサラが吐はき捨すてた。

「ま、いいわ。説明してあげるとね、人間は霊力を常に消費して、同時に回復もするのよ。基本的には生まれた時から、少しの増減はあっても同じ霊力を持ち続けて生きるの」

「使う先から補給されるみたいなもんか」

「そうね。でも全く変わらないわけじゃないわ。幸福な人生を送れば、スピリットマネーにそのまま全部変換出来るの。逆に後こう悔かいの多い人生だと、半分も変換出来ない質の悪い霊力の結晶ライフジュエルになってしまうのよ」

「質が変わるのか」

「そうなるわね。で、このブレスレットよ。これはスピリットマネーを保管するだけじゃなくて、相手の霊力量も調べられるわけ。相手から最大でどの程度のライフジュエルが貰えるかを、測定してくれるのよ」

「なるほど。商売道具ってわけだ」

「そう言うこと。明あ日したからも、これを使って特異者を調べるつもりよ。もっとも契約してない相手の場合、詳くわしくは分からないんだけど、良介は《グラム》で私と繋つながっているから分かると思うの」

「え、それで特異者なんて分かるのか？」

「言ったでしょ、特異者は一いつ般ぱん人の千倍以上の霊力があるって。すぐに分かるはずよ」

　苦笑しながら、リサラは右手を差し出す。

「なんだよ？」

「手、出してよ」

　よく分からないが良介も右手を差し出す。するとリサラが、その手を握ってきた。

「な、なななっ、な、何するんだよっ！」

　あまりの事に良介は、ビクンと身か体らだを跳はねさせてしまった。ついでに顔も少し赤くなってしまう。だって、女の子と手を握り合うなんて行こう為い……。

「か、勘かん違ちがいしないでよっ。単に測定してるだけなんだから！」

「そ、測定？」

「そうよ。現在の良介の霊力量を測定してるのよ。もう、顔を赤くなんてされたら、私が緊きん張ちようするじゃないの」

「いやでも、そう言いながらお前の顔だって──!!」

　握った右手に爪つめが立てられのだった。

「い、痛いです……なんでもありません、赤くありません」

　その言葉に満足したのか爪は離はなれていった。
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　そして一分程して握あく手しゆは終わり、リサラが左腕のブレスレットを覗のぞき込む。

「良介の全体霊力量は約一万五千だったから……」

「一万五千かぁ、なんか凄すごそうだな」

　そんな良介の素直な感想に、リサラが即そく座ざに顔を横に向けた。視線を合わさぬよう、微び妙みような角度のままブレスレットを覗き込む。

「も、もしかして低いのか？」

「え、ま、まぁ、その……」

「どの程度だよっ」

「ふ、普ふ通つうの人間の範はん疇ちゆうよ」

　リサラが顔を背そむけた。

「普通って、どの程度だよ」

　良介が拗すねた顔を向けると、リサラの顔が如によ実じつに引きつった。

「あ、あははは、数字なんて気にしちゃだめよ、うん」

　そのリサラの必死のフォローが、かえって悲しい現実を確信させる。

「どの程度だよ」

「う、ゔう」

　小さく呻うめき、リサラが肩かたを落として息を吐いた。

「分かったわよ。大体、三万前後ってところよ、普通の人間は」

「半分しかないじゃないか、俺の霊力っ」

「別にクズとかカスとかゴミとか、そこまで低くないから。ま、たまには二万以下の人もいるわよ」

　本人はフォローのつもりなのだろうが、良介にはどうしてもそうは思えずにガクリと食卓に突つっ伏ぷした。ゴツンと額が当たってしまい、ちょっと痛い。

「あ、あはははは、とにかく話を進めるわね。そうそう、朝に拝借したのが三千くらいだけど、今の貴方の霊力は……あ、凄い」

「いいよ、もう。今いま更さら褒ほめられても、悲しいだけなんだよ」

　顔を上げる気力もなく、良介は突っ伏したまま力弱く答えた。

「でも、もう千は回復してるのよ？　おかしいわね、人間の回復力って多くて一日千程度って教わったけど……」

「それは何か、回復力だけは人並み以上ってことか俺は」

　一般人の半分程度な自分にも、人並み以上のことがある。その希望に良介は少し顔を上げて、リサラを見上げた。が、リサラは考え込んだ様子のまま、

「たぶん《グラム》のせいじゃないかしら。先生達も、ここまで格の高いアイテムは使ったことないはずだし」

　独り言のように、そう答えた。

「ああ、そう。もういいよ、俺なんてゴミで」

　良介は、またゴンッと額をぶつけて突っ伏した。その音を聞いてリサラが慌あわてて、弁解するように言葉を並べる。

「え、あ、ち、違うのよ。貴方にも、ほらきっと何か取とり柄えがあるわよ、ねっ」

　言葉に中身がない気がする良介だった。

「もういいよ……。結局、いつ頃ごろまでに俺は復活するかだけ教えてくれ」

「そうね、この調子だと夕方には戻もどってそうよ」

「夕方じゃ遅おそいんだよっ！」

　食卓を大きく叩たたいた。その強さに食器が浮うき、ガチャンと音を立てる。

「遅いって、何かあるの？　もしかして、彼女さんとデートの約束とか……」

　リサラが、ゴクリと喉のどを鳴らす。

「彼女なんているわけねぇっ！」

「あ、やっぱりそうよね、良介と付き合う物好きなんて、そうそういるわけないもんね」

「一時間目なんだよ、三年の体育はっ！」

「はい？」

「一年より、二年より、三年生は発育してるんだよっ。校庭を走るんだよ、胸が揺ゆれるんだよっ」

　リサラが無言のまま座り直した。何な故ぜか横向きに。

「あれを見て、見ても俺は、何も感じないのか、ああ、思い出してるのに何も感じてないぞ、俺……うぐっ、ぐすっ、うゔぅぅ」

「はぁ、お味み噌そ汁しるが美お味いしい」

　食卓に突っ伏して震ふるえだした良介を見ないようにして、リサラは味噌汁を啜すする。

「カエサルと契約した方が良かったのかも……」

　汚よごれの目立つ部屋を眺ながめながら、リサラは呟つぶやいたのだった。
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　教室がざわめいていた。

「静かにして下さ───い」

　担任の乱らん橋ばし先生が叫さけぶが誰だれも黙だまらない。もっとも普ふ段だんから威い厳げんのない先生ではある。何しろ三み十そ路じ手前なのに威厳とか迫はく力りよく、ついでに色気も皆かい無むで、一部で乱橋ちゃんと呼ばれている女教師だ。

「うう、しょうがない。リサラさん、自己紹しよう介かいを始めちゃって下さい～」

　結局、何度叫んでも効果はなく、乱橋先生はしょぼんと話を進めた。

　隣となりに立っていたリサラはすました顔で「はい」と答えて、乱橋先生に代わって前に出る。

「皆みなさん、初めまして」

　リサラが話し始めた途と端たん、教室がシーンと静かになる。正直、制服がなければどっちが先生か勘違いしそうな、そんな凛りんとした威厳が漂ただよっているのだ。

（女って、何枚猫ねこ被かぶってるんだろうなぁ）

　昨晩の騒さわぎとのギャップに呆あきれつつ、良介はリサラから校庭に視線を移した。そんな良介の心中なんて歯し牙がにもかけずリサラは、

「今日からこの桃園学園にお世話になることになった、加か賀がリサラです」

　真ま面じ目めに自己紹介をして、優ゆう雅がに頭を下げた。赤あか髪がみがサラサラと光に躍おどって、男子だけでなくて女子までもがホゥっとため息を吐ついてしまう。

「まだ日本には慣れていませんので、色々と教えて下さい。よろしくお願いします」

　少し首を傾かしげて、リサラがニコリと微ほほ笑えむ。一いつ瞬しゆんにして教室は大沸ふつ騰とうだ。男子は突とつ如じよ目の前に降臨した美少女に目を血走らせ、女子はその美しさにキャアキャアと騒ぎ出す。

「うわぁ、すっごい美人だね。モデルさんか何かなのかな、良介くんはどう思う？」

　良介の前の席に座る女子生徒が、興奮した面おも持もちで振ふり返ってきた。

　大おお倉くら美み菜な、絶えずのんびりとしている幼おさな馴な染じみだ。ウェーブの強い天然パーマに丸い顔、ついでに垂れ目で全体として丸っこい印象の少女だが、何より見る者に強い印象を与あたえるのはそのバストだった。大きい、いやデカイ。

　そう美菜は、二年生にして校内でもトップスリーに入る巨きよ乳にゆうの持ち主なのだ。

「はぁ……」

　が、そんな美菜の言葉に良介は、横を向いたままため息しか返さない。

「良介くん？」

「はぁぁぁぁ」

「あのあの、どうかしたの？　あんな綺き麗れいな子がいるのに鼻息も荒あらくないし、どっか調子悪いの？」

「はぁぁぁぁぁぁ」

「買ってあげたお野菜、ちゃんと食べた？　いつも言ってるでしょ、ちゃんとバランス良くご飯食べないと、いつか身体を壊こわしちゃうって。やっぱり私がお夕飯作りに行く？」

　心配そうに美菜が身を乗り出してきた。しっかりブラジャーをしているにもかかわらず、ワイヤーの束そく縛ばくを超こえて、ゆさゆさと乳ち房ぶさが揺れうごく。

　が、良介にはそんなものは目に入らない。

　窓際に座る良介の視線の下では、三年生の女子達が運動着に着き替がえて準備体操をしている。二人一組になって、背中に相方を乗せて、大きく身体を伸のばす。伸びる乳房、裾すそがめくれて見える健康的なおへそ、少し苦しそうに歪ゆがむ顔。

　全すべてが良介の心をトロピカルにする光景のはずだ。なのに今は、

「ふぅ、むなしい……」

　ため息しか良介からは出なかった。だって何も感じないのだ。いやむしろ、ミンナガンバッテルナー的な温かい応おう援えんの気持ちしか出てこない。

「良介くんっ、平気？　し、死んじゃうんじゃないの？」

「死ぬ……か。確かにそうかもな。俺の青春は死を迎むかえたも同じだしな。ふぅ」

　空を見上げて、良介は目を細めた。本格的な夏を予感させる青い青い空が広がっている。世界はこんなにも輝かがやいている。

「なのに俺は、静かに青春の死を迎えている。これが運命って奴やつか……」

「う、うぅ、ちょっと格好いいとか思っちゃった」

「青春か、何もかもが今となっては懐なつかしい。あの輝きが愛いとおしい」

　静かに目を閉じる。全てを諦あきらめるように。

「なに、雰ふん囲い気き出してるのよ」

　コツンと軽く脳天を小こ突づかれた。

　振り返るとリサラが立っていた。良介の脳天を小突いたゲンコツを握にぎったまま、呆れ顔で見下ろしている。

「リサラさん？」

　突然の事態に驚おどろいた美菜が、名前を呼んでぽかんとリサラを見上げた。そんな美菜にリサラは、ゲンコツを握ったまま軽く苦笑する。

「よろしくね、ええと……」

「え、あの、えっと、その」

　女同士だというのに、美菜が顔を赤くして舞まい上がってしまう。

「大倉美菜だ。俺の幼馴染み」

　仕方なく、良介が必要情報をリサラに伝える。

「あ、はい、み、美菜です。昔、良介くんちの隣に住んでました」

　慌てて立ち上がり、美菜が深々とリサラにお辞じ儀ぎする。そんな美菜にリサラは微笑して、右手を差し出した。

「え？」

「よろしくね美菜さん。私はリサラでいいけどね」

「は、はい、よろしくお願いします、リサラさん」

　美菜が慌ててハンカチで手の平を拭ふいて、リサラの手を握った。

「もう、さんは要いらないのに」

「え、あ、でも」

「ふふ、いいわ。美菜さんがその方が楽って言うならね」

　苦笑してリサラが手を離はなし、ブレスレットを覗のぞき込む。

「良介の百倍で霊れい力りよく量百五十万か。かなり凄すごいけど……」

　小さく呟く。

「お前な、何も今……」

「あら、これが私の目的よ？」

「ええと、良介くん？　リサラさん？」

「あはは、ごめんね。こっちの話よ」

　その答えに美菜が「う～」と唇くちびるを尖とがらせるのを見て、リサラが誤ご魔ま化かすように良介を見た。しかも何故かニヤニヤとした視線でだ。

「こんな可愛い子が幼馴染みなのね。意外に恵めぐまれてるじゃない、良介ってば」

「か、可か愛わいいって、えへ、えへへ、あは～～」

　俯うつむいて照れまくっている美菜をよそに、良介は首を捻ひねった。

「コイツには昔っから何度も何度も何度も、散々な目にあわされてるからなぁ」

　照れている美菜を見ても、特に何も感じない。確かに胸は馬ば鹿かみたいに育ったが、どうも異性として認識出来なかった。

　共に両親が忙いそがしいこともあり、小さい頃ころはよく一いつ緒しよに過ごした。おかげで、お漏もらしの世話をしたことは数知れない。服を着替えさせ、パンツを洗い、床ゆかを拭き、泣き止やむまでなだめてあげる。その結果、できの悪い妹にしか思えなくなった良介だった。

「ふうん、贅ぜい沢たくなのね」

「そー言われてもなぁ。てか、なんでココにいるんだよ。自分の席に行けよな」

　うっとうしくなり良介は追いやるように手を振った。

「良介、私の自己紹介を全然聞いてなかったでしょ」

「おう。青春の虚むなしさを噛かみしめてた」

「ったく。私の席はココよ。貴あ方なたの隣」

「隣って、ここは大おお平ひらの席だろ」

　イリアちゃんのＣＭを、携けい帯たい動画に変へん換かんしてくれた優しい友達だ。それ以外にもＤＶＤの貸し借りとか、非常に良好且かつ発展的な関係を良介とは築いている。

「どいて貰もらったのよ。ほら、私ってまだこっちの生活に慣れていないでしょ。だから、貴方が私をサポートしやすいようにね」

「んな、横暴な」

　慌あわてて良介が大平を捜さがすと、彼はもう一番後ろの席に座っていた。そして、じっと良介を睨にらんでいる。その視線は口よりも雄ゆう弁べんに語っていた。

　裏切り者、と。

（違ちがうっ、そーじゃないんだっ。コイツは、そんな良いもんじゃないんだ。外見は美少女でも、中身は最悪なんだっ。俺の、俺の青春を奪うばった憎にくい敵なんだっ）

　が、良介の視線は雄弁ではなかったらしく、大平の視線は変わってくれない。

「うう、俺達の友情がぁ」

　大事な友が一人、良介から離れて行ってしまった……。

「あ、あのあの、いいですか？」

　おずおずと美菜が、リサラに声を掛かけた。

「私に何を聞きたいの？」

　質問した当の本人の美菜は、数秒押おし黙だまってから意を決したように言った。

「ど、どういった関係なんですか？」

　リサラは暫しばらく教室の天てん井じように視線を泳がせた後、

「関係って、もしかしてコレとの関係かしら」

　コツコツとまた良介の脳天を叩たたく。美菜が大きく頷うなずくと同時に教室中が頷く。

「関係ねぇ。どう説明すればいいかしら。ねぇ、良介はどう思う？」

「俺に振るな、俺に」

「あら、つれないのね。一つ屋根の下に住む仲じゃない」

　シーンと、教室が静せい寂じやくに包まれた。呼吸が、いや鼓こ動どうすら聞こえるような静寂だ。

　その中で良介ははっきりと感じていた。視線を、それも殺意のこもった視線をだ。

（大平かっ。いや違う、この殺意はデカいぞ、昨晩のリサラの殺意よりもさらに！）

　全方位から殺意が良介に突つき刺ささる。何な故ぜか、目の前の美菜からも殺意を感じる。

「い、いや、あの、ご、誤解だぞ、誤解だからなっ」

「あら、一緒に住んでるのは事実じゃない。今け朝さも私の朝食を一緒に食べた仲でしょ？」

　ガタッと男子生徒の椅い子すという椅子が動いた。みんな、中ちゆう腰ごしになっている。あれはいつでも飛びかかれる姿勢だ。

「だ───っ、お前はそうやって火に油を注ぐなよ」

　リサラはニヤニヤと笑うだけだ。この女、全てを承知の上で喋しやべっているっ。

　一いつ触しよく即そく発はつ、デフコン１、マジで殺される五秒前。冷たい汗あせが頬ほおを流れ落ち、良介は唾つばを飲み込んだ。今にも破は裂れつしそうな緊きん張ちようが、一秒、二秒、三秒と続き、

「ふふっ、あははははははは」

　いきなりリサラが声を上げて笑った。

「ごめんなさいね、皆みなさん。私の言い方のせいで誤解させてしまったわね」

「リサラさん、誤解って」

　美菜が、ぱちくりと瞬まばたきながらリサラを見上げる。

「あのね、私は良介とは遠い親しん戚せきなのよ。それで、日本に興味があった私の居い候そうろう先さきが良介の家ってわけなの。ま、要するにそれだけよ」

「親戚……私、聞いたことないんですけど」

「遠い親戚だから。そうよね、良介」

　コクコクと何度も何度も必死に頷く。リサラと付き合っててあげくに同どう棲せいしてるなんて思われたら、間違いなく殺される。人の青春を奪い取る最低女と付き合ってるなんて、そんな誤解をされて殺されるのは割に合わなすぎる。

「でも、二人暮らしで一緒に寝ね起おきには変わらないんじゃ……うゔぅ」

　ぼそぼそと何か呟つぶやいた美菜にリサラが怪け訝げんそうな表情を浮うかべる。

「まだ何か？」

「あ、いえ……な、なんでもありません」

　そう答えて、美菜は椅子に座り直して前を向いてしまった。

「う～ん……ま、いいか」

　肩かたをすくめて、リサラは大平から奪った席に座った。

　始業時間から三十分、騒さわぎに一段落がついて、ようやく授業が始まりそうだった。

「えっと、朝のホームルームはこれてお終しまいっ」

　乱橋先生がそう宣言し……何故か顔を青くした。

「いけないっ、忘れてたっ」

　血相を変えて教室を飛び出て行ってしまう。その様子をリサラは妙みようなモノを見るような目で追いつつ、良介に小さく尋たずねた。

「どうしたのあの先生？」

「元々落ち着きのない人ではあるけど……」

　リサラに聞かれても、良介にだって分からない。ただ耳を澄すますと、廊ろう下かからしきりに謝ってる声が聞こえてくる。

「なあ美菜、今日の最初の授業ってなんだっけ？」

「次は死神契けい約やくの説明会かな。確かメルロー人生保障の死神さんが、説明に来るって」

「わざわざ死神本人が来るんだ。珍めずらしいわね」

「そうなのか？」

「ええ、そうよ。っと、良介」

　良介に小声で耳打ちした。

「偽ぎ名めい使ってるからばれないとは思うけど、何かあったら私が死神じゃないってフォローしてよね」

「偽名って、名字変えただけだろ」

　加賀リサラ、本名リサラ・レストール。単純すぎる偽名だ。

「ええ、そうだけど？」

「いや、それで満足ならいいんだけどさ」

「とにかく、フォローお願いよ」

　渋しぶ々しぶ良介は「へいへい」と頷いた。これも全ては、青春の安全とうまくいった時のご褒ほう美びのためだ、仕方ない。

「やっぱり……なんだか仲良さそう」

　そして美菜は、何故かシュンと俯いていた……。

　と、ガラリと教室の扉とびらが開いて乱橋先生が入ってきた。しかも、美人のお姉ちゃんを連れてだ。「おおっ～」と教室に本日二度目のどよめきが上がる。

「ふふっ」

　お姉ちゃんが色っぽく笑った。

　子供っぽい愛くるしい外見の乱橋先生とは正反対で、リサラの持つ綺き麗れいさとも違う、大人の色いろ香かをたっぷり持ったグラマラスな魅み力りよくがある。服装は黒革製のボンテージスタイルで、白いおっぱいがムニュッと黒革からあふれ出している。

　ヒールの高いブーツでカツカツと教きよう壇だんまで歩く姿も、またセクシーだ。

「初めまして皆さん。転校生がいたとかで挨あい拶さつが遅おくれてしまってごめんなさいね。私はメルロー人生保障の死神、パオイ・マルベックです。今日から暫くの間、より良い死神契約を結んでもらうために、死神に関する知識をお伝えします。よろしくお願いします」

　マルベックと名乗った死神は、手慣れた挨拶をすると、早速黒板にチョークで書き込み始めたが……正直、男子達は黒板を見る余よ裕ゆうがない。

　何しろお尻しりの肉がかなりはみ出てしまっているのだ。そのお尻がチョークを動かす度にぷりぷりと揺ゆれて、なんとも挑ちよう発はつ的だった。

「よく学校があの服装を許したよな……」

「ホントに。まったく、メルローの連中ときたら相も変わらず下品よね」

　リサラの呟きには、微かすかに敵意が含ふくまれている。

「なんだリサラ、もしかしてバストが大敗北したんで妬ねたんでるのか？」

「バカ言わないでよ。この私があんな下級死神と張り合うわけないでしょ。しかも下品ときてるんだから」

　良介の突っ込みに微び動どうだにせず、リサラがふんっと鼻で笑う。

「下級？」

　良介はそっと机をリサラに寄せて、小声で聞いた。リサラもまた、机を寄せてきて、小声でひそひそと答えてくる。

「そうよ。一級の私と違って、貴方達みたいな凡ぼん人じんのサポートまでしか出来ない死神よ。彼女達の階級だと、人間界でまともに術じゆつ式しきが使えないのよ」

「お前があの変な鎌かま出したみたいなこと、出来ないわけか」

「そうよ。人間界に《存ボドウ在ライス》を続けることで手て一いつ杯ぱい、他の術式を扱あつかう余裕なんてないわけ」

「じゃあ、死神契約のサポートで何か術を使うってことは……」

「基本、ないわね。よほどの事情があれば、上の階級の死神が引っ張り出されて、代わりに術式を使うみたいだけどね」

　あっさりとリサラが言い切った。

「なんでだよ、こっちは死んだ時にライフジュエルまで提供するんだろ？」

「仕方ないじゃない。術式ってのは結構な霊れい力りよくを使うのよ。凡人の魂たましいから供給される量なんてたかが知れてるから、余程のスピリットマネー溜ため込んでないと無理よ」

「え、でも、リサラは術式使ってるじゃないか」

「それは、私が上位階級で効率よく術式を使えるのと、《グラム》で魂の底から直接吸い上げてるからよ。私だってその供給がなきゃ、大したこと出来やしないわ。でも、そんなことを素直に言ったら、契約してもらえないでしょ。と言って、嘘うそを吐つくことも人間界との契約で禁止されてるわ。だから、メルローの連中は、貴あ方なた達みたいな若い男性を獲かく得とくするために、下品な格好してるのよ」

　幾いく分ぶん軽けい蔑べつの眼まな差ざしで、リサラが教壇のマルベックさんを見上げる。その姿は、性欲をスカスカにされちゃった良介から見ても、過か剰じようすぎるほど扇せん情じよう的だ。

「イリアちゃんのＣＭも、そーいえばメルローだったな」

「ま、巧うまい作戦とは思うけど」

「なんでだ？」

「国によって違うけど、普ふ通つうはそこそこの判断が出来る歳としから死神契約が許されてるの。この国では十六歳から、知ってるでしょ？」

「ま、まあ一応」

「そうすると、十六歳を過ぎたばっかりの人間を、契約ターゲットにするのが一番なのよ。そんなわけだからメルローの連中は十六歳辺りの男の目を引く格好をして、言わば色気で騙だまそうとしてるのよ」

「うわ、ひでぇなそれ」

「あら、良介なんて真っ先に引っかかりそうだけど」

「ふっ、昨日までの俺ならそうだろう。だが、今日の俺は違うぜ。何しろ、何しろ……何も、何も感じないんだからな。あのマルベックって人の姿を見ても、ケバイとか下品とか、そんなことしか感じないからな、くっ、ぐす」

　涙なみだがこぼれそうになっちゃう良介だった。
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「夕方にでもなれば復活するって言ったでしょ。泣かないでよ、もう」

　リサラが困った顔をし、周囲をきょときょとと見回す。

「今、今がいいんだい。分かるかこの気持ち、極上の鰻うな重じゆう見ても、何な故ぜかまずそうって感じちゃうんだぞっ、この苦しさ、悲しさがっ」

「知らないわよ、そんなの。それよりいいの？」

「何がだよ」

「そのマルベック先生が、貴方を見てるわよ」

　その言葉に慌あわてて視線を教壇に移すと、本当に見られていた。

「ええと、加賀良介くんでしたね。これから、大変重要な説明をするので、出来れば彼女さんより説明に集中してもらえる？」

「すいません。あのでも、彼女じゃないんで」

「あら、そうなの。ごめんなさいね」

　肩をすくめてマルベックさんが、黒板に箇か条じよう書がきを始める。

「随ずい分ぶんはっきりと否定したわね」

　リサラが、ちょっと不満そうに呟いた。

「いやだって、そうだし」

「ま、そうだけどね。そうね……あの時のはどうせ幻まぼろしだったんだしね」

　よく分からないことを言いつつ、何故か唇くちびるを尖とがらせるリサラだった。

「はい、皆みなさん。黒板に注目して下さいね」

　マルベックさんが背筋を伸のばす。

「当然ですが、死神は人間界の法律に従います。ですから死神とは呼ばれていますけど、人間に害をなすことはありません。いえむしろ、皆さん人間の幸せのために私達は日夜働いているのです」

　それから、各国政府と条約を結んだ年表やらその歴史的意義なんてものを説明し始めた。その退たい屈くつな講義が十分ほど続き、マルベックさんはまだ説明を全すべて終えてないにもかかわらず、教科書を閉じた。

「今日は開始が遅おそかったですし、色々ありましたから、まだまだ説明不足ですけどこの辺りで終わります。次はもっと詳くわしくお話ししますので、説明会が終わるまでは焦あせって死神契約を結んだりしないように」

　軽く会え釈しやくをして、マルベックさんはヒールの音を響ひびかせて教壇を降りていった。その後を乱橋先生が教育実習生みたいな威い厳げんのなさで慌てて追う。

　と、扉を開けたマルベックさんが振ふり返り、

「もちろん、メルロー人生保障の私との契約でしたら、いつでも待っていますけど」

　マスカラも鮮あざやかにウインクをした。

　その後の噂うわさによると、今日だけで他のクラスを含めて数名の契約者が出たとか……。
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「美菜さん、一つ聞いてもいいかしら」

　昼休みが始まって数分、弁当箱を取り出した美菜にリサラが声を掛かけた。

「は、はい、私で答えられることでしたら、何でも」

「良介って、もしかして有名人なの？」

「え、あ、あはははは」

　美菜が困ったような笑い声を上げて、良介をちらりと見た。

「だって他の子が、よりによって加賀くんとなんてとか色々聞いてくるのよ。他のクラスの人にも聞かれたわ」

「それはその、良介くんにはあだ名があって……ちょっとした有名人かなぁ」

「どういうあだ名？」

「エ……エロ介です」

　申し訳なさそうに、美菜が小声で答えた。

「それはまた、なんとも酷ひどいあだ名ね。何をしたのよ、良介」

「俺はただ大平とかとエッチＤＶＤの貸し借りをしたり、論評したりしてるだけな人じん畜ちく無む害がいな男だぞ」

「えっと、他のクラスの体育もよく見てるよね」

　おずおずと美菜が、訂てい正せいしてきた。妙みように生き真ま面じ目めなヤツだ。

「目に入るんだから仕方ない」

「そ、そうかなぁ」

「ったく、もう少し格好付けて欲しいものね」

　悲しそうにリサラが頭を振った。

「無む駄だな努力をする趣しゆ味みはないんだよ。俺が格好付けたところで、意味ないだろ」

「あら、そうかしら」

「ああ、そうだ。それにだ、俺はちょっと青春に正直なだけだぞ」

「寂さびしい青春に正直って、悲しいんじゃないかしら」

　あまりに心をえぐるリサラの言葉で、思わず涙が出てしまう。もっとも、今の良介にはその青春すらないのだが……。

「いいよもう、弁当食べるから」

　のそのそと良介は、鞄かばんの中から弁当箱を取りだした。人生で初めて女の子に作ってもらったお弁当。それは誇ほこらしく、何より嬉うれしいもののはずなのに、リサラの顔を見ていると、なんかもうゲッソリだった。

「何よ、その顔は。朝はあんなに喜んでたのに」

「散々人の心を切きり裂さいておいて自覚ないもんなぁ、この女」

　良介の呟つぶやきにリサラが微び妙みような顔で視線を泳がせ、最後に「ごめん」と呟いた。

「渋しぶ々しぶ言われてもなぁ」

「し、渋々って……」

「なんだよ、どうかしたのか？」

「いいえ、なんでもないわよ。ええ、渋々よ。渋々ですともっ。なんでこの私が良介なんかに謝らないといけないんだか！」

　リサラの声のトーンがどんどん上がり、最後にはドンッと机を叩たたいた。怒おこっているとしか思えない素そ振ぶりだ。だが良介には、どうにも怒らせたポイントが分からない……。

（な、なんだよ、この気まずい空気は……）

　と困っているところに、押おしの弱い美菜がらしくなく強引に「あのぉ」と、助け船とも言える言葉を挟はさんできてくれた。

「もしかして良介くんのお弁当って、リサラさんの、その、もしかしてですけど、手作りのお弁当なんですか？」

　小さく深呼吸して、リサラが声を落ち着かせた。

「まぁそうなるわね。居い候そうろうしてるし、他ほかにも色々あったしね、ちょっとした恩返しよ」

　殺気にびくりと身か体らだを震ふるわせて良介は、教室を見み渡わたした。一いつ斉せいに男子達が目を背そむけていく。視線を戻もどすと、目の前の美菜と目があった。なんでか潤うるんだ瞳ひとみで良介を睨にらんでいる。

「あの、美菜さん？」

　おずおずと良介が尋たずねてみると、

「知らないもんっ」

　ぷいっと美菜が横を向いてしまった。良介の味方は一人もいないらしい……。

「なんなんだよ、ったく」

　ぼやきながら良介が弁当箱の蓋ふたに手をやった途と端たん、リサラがその手を押さえた。

「良介、一つ伝えておきたいの」

「なんだよ」

「全て良介の回復のためよ。悪意は欠かけ片らもないのよ」

　弁当箱を開ける前の注意とは欠片も思えない言葉だ。

「リサラ、この弁当って……」

「その……まぁ、無理はしないでもいいけど」

　気まずそうにリサラが天てん井じようを見上げる。

（変なヤツだな。朝食見る限り、料理の腕うでは確かだと思うんだけど）

　疑問を感じながら良介は弁当箱の蓋を開けた。

「どんなお弁当なの？」

　美菜が覗のぞき込み、涙目で口と鼻を押さえて顔を背ける。

「あ、あははは、やっぱりそういう反応？」

　リサラの乾かわいた笑い声を聞きながら、良介はそっと蓋を閉めた。

　そんな三人の様子に、周囲の視線が集まりだしていた。

「リサラさんって、もしかして料理が苦手？」

「ほら、美少女の作る料理が毒物って、よくあるパターンじゃん」

　そんな勝手な意見を聞きつつ、良介は呼吸を整えた。

　これが、リサラが自分のために作った弁当である以上、逃にげるわけにはいかない。もしここで「ごめんなさい」とか言って返せば、リサラの料理の腕は毒物と認定されてしまう。

　それが事実ならまだしも、良介は彼女がしっかり料理が出来るのを知っているのだ。

　ならば、男として、加賀良介としては、リサラに傷を付けるわけにはいかなかった。

　そう女の子は、大事な大事な宝物なのだ。

「リサラ……」

「あの、む、無理はしないでいいのよ？」

「素晴らしく美う味まそうな料理だぜ！」

　心配そうな顔をするリサラに顔を向け、良介はややぎこちなく笑みを浮うかべた。そして、再び蓋と言う名の封ふう印いんを解き放つ。

　オーソドックスな四角い弁当箱の中は、全体が茶色でドロッとしていた。お米のあるべき所には、泡あわだった泥どろ水みずを固めたようなゼリー状の何かがあり、所々毛みたいなものが飛び出ている。

「ゴク……」

　つばを飲み込み箸はしを手に取る。でも、どれから食べるべきか全然判断がつかない。

　おかずの一品目は、目玉。ぎょろりとした瞳が、食欲を減退させること請うけ合あい。

　二品目は、キノコ。茶色をベースに、黄色と赤色のぶつぶつした突とつ起き物ぶつが、本能のアラームを鳴り響かせるのは間ま違ちがいなし。

　三品目は、何かの手。苦しげに開いた指が、食べるという生命の原罪を思い起こさせます。

　デザートは苺いちごっぽい何か。茶色でしわしわだけど。

　そして全体から香かおるフレーバー。鼻び孔こうをくすぐるだけで苦しさを覚えます。時折、ボコッとキノコから立ち上る胞ほう子しが間違って目に入れば、涙なみだが止まりません。

「あのね、何も毒物作ろうとしたんじゃないのよ。ただ、今の良介のためにと……」

　言いかけたリサラを、良介が手で遮さえぎる。

「いや、俺のリクエスト通りじゃないか。なんて美お味いしそうなんだ」

　手に汗あせを握にぎりながら、良介は笑みを浮かべた。

　そして、箸で目玉を挟む。

「ギャァァァァァ」

　聞かなかったことにする良介だった。

「りょ、良介くん？　あの、し、死んじゃうよっ」

「は、はっはっはっ、リサラの料理の腕は一級なんだぞー」

　棒読みになりつつもそう言って、良介は目玉を口に放ほうり込んだ。

　一ひと噛かみするごとに、骨を伝わって聞こえてくる断だん末まつ魔まの悲鳴……。

「お、おい……おいしい、な」

　震えながら必死に笑顔を作る。そんな良介に美菜は青くなり、リサラは……ただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　そして二十分後。

「お、美味しかったぜ、リサラ」

　良介は親指を立ててそう笑うと、そのまま机に突つっ伏ぷしたのだった。

「食べきったんだ、良介。こいつの事だから、どうせ私の評判とか気にしてくれちゃったんでしょうけど……ったく、ホントにお節せつ介かいなヤツね」

　驚おどろいていたはずのリサラの表情は、言い終わる頃ころには柔やわらかいものへと変わっていた。

「リサラさん、あの……良介くん、平気なんですか？」

　そう言う美菜の顔は真っ青だ。

「誤解しないでよね、美菜さん。これは、強いて言えば薬やく膳ぜん料理みたいなものなのよ」

「薬膳料理……ですか？」

「ええ。その色々あって、昨日から良介ってば元気がなくなったのよ。だから、私が国から持ってきていた食材で、元気が出る料理を作ったってわけ」

　そう苦笑したリサラに美菜が、ワナワナと震える。

「ど、どうしたのよ」

「昨日から元気がないって……も、もしかして、これって精力剤ざいですかっ!?」

「ええ、まぁそんなものだけど」

「だめっ、だめですっ、まだ早いですよっ。そんな、幾いくら遠いって言っても、その、し、親しん戚せき同士で、し、しちゃうのはいけないと思います！」

　美菜の叫さけびに、教室中の生徒が立ち上がる。

「ちょっ、ちょっとぉぉ、違うっ、違うからぁ。私はまだよ───────！」

　そう絶ぜつ叫きようしたリサラの顔は、髪かみの毛けよりも真っ赤になっていた。

　それから少しの時間が流れて昼休みも三十分を過ぎた頃、ようやく復活した良介が見たのは、どっと疲つかれた顔をしたリサラだった。

「ううぅ、美菜さんのせいで酷い誤解を受けたわ」

「ごめんなさい……。で、でも、みんなも誤解だって分かってくれたんで」

　しかも、美菜が何な故ぜか頭を下げている。

「分かったから、もう謝らないでよ」

「ごめんなさい」

「ああもうっ」

　そんな会話が数回続き、ようやく美菜は納得したのか、自分の弁当を食べ始めた。

「何かあったのか？」

「良介は知らなくていいことよっ！」

　顔を赤らめて怒られてしまった。

「それより良介。何か変わったことはない？」

「変わったこと……そうだな」

「もう効いたの!?」

「胃い袋ぶくろが死にそうです」

「あ、そ」

　がっくりとリサラが項うな垂だれた。が、ものの数秒で顔を上げて、

「ま、回復すればラッキーだったし、仕方ないわね」

　あの毒物以上の弁当を過去の事件として捨て去った。

「さてと良介。さっそく捜さがすわよ」

「捜す？」

「あのねぇ、私がなんのためにココにいると思ってるのよ」

　特異者を捜すためだった。ついでに、さっさと見つけないと良介のスケベ心が常に危機なのだ。

　仕方なく、ゆっくりと立ち上がる。それだけで良介の胃袋はちょっと悲鳴を上げ、ぐらついてしまう。そんな良介の腕を取りしっかり立たせると、

「気をつけてよね。転ばれたら責任感じちゃうじゃない」

　リサラが頬ほおを指先で掻かきながら、ぶっきらぼうに言う。その仕草がまた、なんとも気き恥はずかしくて良介は慌あわてて腕を振ふりほどいた。

「ま、いいけどね」

　振りほどかれた手を見て、リサラは軽く苦笑した。

「捜すって、そのブレスレットを使うのか？」

「そうね。探知系の術じゆつ式しきだと見つからなかったから、直接霊れい力りよくを測って特異者かどうかを判断するしかなさそうだし」

「いちいち、握あく手しゆして回るわけか」

「面めん倒どうだけどね」

「全校生徒と握手って、いつまでかかるんだよ……」

　その途と方ほうもない日数を考えて、良介はがっくりと肩かたを落とした。

「バカ言わないでよ。ある程度の優先順位はあるわよ。そうね、やっぱり異性にもてる人間からかしら」

　モテない良介への当てつけとしか思えないことを、リサラが言い放った。

「なんだよ、その胡う散さん臭くさい基準っ」

「あら、英えい雄ゆうってのは何い時つの時代でも、異性に人気があるものでしょ？」

「そ、それはそうかもしれないけど」

「良介じゃないのは分かってるから、教えてちょうだい。もてると言えば、誰だれよ」

　その問いに良介は数秒考えてから口を開こうとして、

「あの大平とか言ったら、怒おこるからね。良介の同類でしょ」

　にっこりリサラに機先を制されてしまった。仕方なく真ま面じ目めに考え、良介はあっさりと美菜に頭を下げた。

「美菜、頼たのむ」

「は、はい？」

　ようやく食べ終わった弁当箱をしまっていた美菜が、きょとんと良介を見た。

「良介くん、私のこと呼んだ？」

「ああ、呼んだ。学園で一番もてるのって誰だか知ってるか？」

「そーだねぇ。うんと、えっと、ああ、やっぱり玉たま野の先せん輩ぱいじゃないかな」

　即そく断だん即そつ決けつ。名前を聞いた時にはもう、リサラは立ち上がっていた。

「うしっ、まずはその玉野先輩とやらに会いに行きましょう。さ、案内してちょうだい」

　そう言うリサラから顔を背そむけて良介はまた、

「頼む」

　美菜に頭を下げた。そんな良介をリサラが睨にらむ。

「ちょっと何よ、それ。私を案内したくないっての？」

「いいや。俺は男には興味はない。玉野先輩は男だ。故ゆえに俺は顔も覚えてなけりゃ、クラスも知らん、えっへん」

「つ、使えない男ね」

「どうせ凡ぼん人じんですから」

　そんな良介の開き直りに、リサラははぁ～と軽くため息一つ。

「美菜さん、申し訳ないんだけど、その玉野先輩に会わせてもらえない？」

「えっと、玉野先輩にですか。でも、どうして」

「もちろん、早く学園のことを知りたいからよ。人間関係は学校生活の基き礎そでしょ？」

　さも当然といった顔のまま、リサラの口からスラスラと出任せが吐はかれる。

「うーん、確かにリサラさんの言う通りですよね。分かりました、案内しますね」

　そして、その出任せにあっさり騙だまされる素直な美菜だった。




　　　　※　※　※




「僕ぼくを呼び出したのはキミたちかい？」

　三年Ａ組前の廊ろう下かに、イヤな顔一つ見せずに玉野は出てきた。あまり接点のない二年生の良介達に呼び出されたにもかかわらず、不思議そうな顔など微み塵じんも見せていなかったが、リサラの顔を見て微かすかに眉まゆを跳はねさせる。

　玉野光ひかる、校内でも有名な美男子だ。良家のお坊ぼつちゃんながら、ボクシング部でしっかりと成績を残して、実力で部長を務めている。おかげで身長百八十近い身か体らだはスリムで、はだけさせた襟えり元もとから見える胸は筋肉で引ひき締しまっている。その上、手入れされた眉、ワックスでワイルドに整えられたミディアムヘア等々、いかにもモテてます的容姿なのだ。女子に人気がないわけがなく、絶えずトップをキープしている。

　番長なんて存在は桃園学園にはいないが、人気実力でこの学まなび舎やに君臨しているのだ。

「あ、あの」

　話しかけようとした美菜の声を遮さえぎり、玉野が優しげに微ほほ笑えんだ。

「キミは二年の大倉美菜くんだよね。嬉うれしいな、キミみたい巨きよ乳にゆう、あ、いやいや、可か愛わいい子が僕に会いにきてくれるなんて」

「可愛いって、私はそんな」

「可愛いさ。何しろ僕は嘘うそがつけないタチでね」

　臆おく面めんもなく言い切って、玉野が乱れているようには見えない自分の髪の毛を軽く整えた。

「そんな可愛い美菜くんが僕に会いたいってわざわざ来てくれたんだ、慌てて出てきたよ。だからごめんね、ちょっと髪が乱れているかもしれない」
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　玉野の流れるような言葉の前に、美菜は口を挟はさむタイミングを完全に逸いつしてしまっていた。なんとかワタワタと手を動かして、後ろのリサラのことを玉野に教えようと必死だ。

「ああ、ごめんね。その後ろのお嬢じようさんを僕に紹しよう介かいしてくれるんだね」

　玉野が、大おお仰ぎように視線をリサラへと移した。

「おかしいね。キミのような綺き麗れいな子を僕が知らないわけないんだけど」

　リサラは、そんなお世辞に謙けん遜そんなんか欠かけ片らも見せない。

「当然です、先輩。今日この学校に転校して来たんですから」

「なるほどね。そうすると、嬉しいことに我が桃園学園に綺麗な子が一人増えたわけだ」

「加賀リサラです。よろしくお願いしますね」

　美菜と違って褒ほめられても「当然でしょう」と、焦あせりも照れもせずに流してしまう。その様子に玉野はクスリと笑い、こちらも落ち着き払はらって話を続けた。

「それで、今日はわざわざ僕に何の用かな。校内を案内して欲しいなら、幾いくらでも案内するよ。どうかな」

「そこまでお願いするのは、ちょっと」

　苦笑しながらリサラが右手を差し出した。玉野はその手をごく自然に、平然と握にぎり返す。

　そのまま数秒間、リサラは何も言わずに手を握り続ける。これにはさすがの玉野も焦ったのか、言葉を上うわ擦ずらせてしまう。

「な、何かな？」

　その問いにリサラは答えず、じっとブレスレットを見ている。

　その姿が、良介にはなんだか面白くない。美男美女で絵になるからだろうか。

（確かに俺だと絵にならないな、くぅ）

　二人とも黙だまったまま数秒。ようやくリサラが手を離はなした。

「驚おどろかせてしまってごめんなさい。ちょっと緊きん張ちようしてしまって」

　微笑んだまま平然と嘘を吐つき、リサラが玉野に背を向けた。

「もう終わったのかよ」

「ええ、良介と似たようなものだったわ。一万ちょっとってところね」

「俺とねぇ。かなり意外だな、それは」

「期待外れもいいところよ」

　リサラが肩をすくめて苦笑した。

「ちょっと待ってくれないかい？」

　慌てた様子で玉野が、リサラの前に回り込んだ。

「あら先輩、私の用事はもう終わりましたけど」

「やれやれ困ったな。確かに緊張していたようだね。僕からの誘さそいを聞き逃のがすなんてさ」

「お誘いですか？」

　リサラが首をかしげた。本気で覚えてないらしい。

「良介くん、お誘いなんてあったっけ？」

　美菜も忘れてた……。

「校内の案内ってのだろ」

「あ、そっか」

「そういえば、そんなこと言ってたわね」

　二人が同時に頷うなずいた。そんな扱あつかいにも玉野は全くめげる様子はない。

「そうそう、その通りさ。僕が校内を案内してあげるって話だよ。そうだね、放課後に町内の案内もしてあげようか。美お味いしいレストランもあるし、おごってあげるよ」

　それが高校生の言うことだろうか。良介の財布だと、一いつ緒しよにラーメン屋ですら悲鳴を上げそうなのに。

「もちろん、美菜くんと一緒でも僕はいっこうに構わないよ」

「遠えん慮りよします」

　リサラが、ばっさり一言。その言葉に美菜もほっと胸をなで下ろす。

「恥はずかしがることないんだよ。リサラくんのためでもあるしね」

　二人が嫌いやがっているなんて、玉野は微塵も感じていないようだ。

「私のため？」

「そうさ。そこの冴さえない下品男と一緒にいるのは、キミの価値を落としてしまうからね」

　これには良介も、一言抗こう議ぎしないと気が済まない。

「冴えないってのは、言い過ぎだろ！」

「げ、下品は否定しないんだ……」

　美菜の呟つぶやきは無視しておこう。

「キミだって分かってるだろう。価値ある人間には、価値あるパートナーが必要さ」

「価値だと、俺の価値、俺の価値……」

　三人の注視の中、考えること数秒。

「ああっ、やっぱり思い付かないっ。くそっ、無いって分かってても、人に指し摘てきされると、まして顔のいいヤツに指摘されると、もの凄すごく腹が立つ！」

「それって、要はひがみじゃない」

　リサラが良介の主張を冷静にまとめやがってくれた。

「ああそうさ。ひがみさ、ひがみともさ、もてない俺にはひがむかエッチＤＶＤ見るくらいしか出来ねぇんだよぉっ」

「良介くん、えと、その……ど、堂々としてて格好いい、かな」

　美菜の精せい一いつ杯ぱいのフォローが、ちょっと悲しい。そんな良介の様子に、玉野は深く頷き、

「な、分かっただろう。あんな底辺と一緒なんてキミには似つかわしくないよ。そもそも、校内でこいつを相手にする女の子なんて皆かい無むさ。あちこちでお節せつ介かいをやいているようだけど、ま、誰だれがどう見ても下心満まん載さいだからね」

　そう言って、リサラの肩にさも当然といった素そ振ぶりで手を回した。

「僕も女の子達には、下心のある親切には騙されちゃいけないって、常々注意しているしね。まったく、困った下品男だよ。親切とありがた迷めい惑わくも、区別つかないなんてね」

　──バチンッ。

　リサラの平手が、玉野の頬ほおにジャストミート。

「つうっ！」

「慣れ慣れしく触さわらないでよね」

　これまでとは全く違ちがう、冷たい視線に、冷たい声。

「凡ぼん人じんのくせに」

　リサラがピシャリと言った。興味深そうにのぞいていた他の生徒達が、シンと固まる。玉野もまた、言葉を失ったまま微び動どうだにしない。

「自分の分ぶをわきまえることね。貴あ方なたみたいなのが私と対等って、悪い冗じよう談だんでしょ」

　そう言い捨てると、良介と美菜に「行くわよ」と声を掛かけ、あごをツンと上げ背筋を伸のばした姿勢で、スタスタと歩き出してしまう。

　その迫はく力りよくのせいか、凍こごえるような冷たい空気のせいか、三年生達が勝手に左右に割れて、道を作っていく。慌あわててその後を、良介と美菜が追う。だって、ここに置き去りだけは勘かん弁べんして欲しい。三年生達の視線で、ストレス性胃い炎えんになること確実だ。

「今のはちょっと言い過ぎなんじゃないか？」

　良介がチラリと振ふり返ると、玉野は叩たたかれた頬に手をあてて、まだ呆ぼう然ぜんとこちらを見つめている。学園に君臨してきた彼としては、この扱いはよほどのショックだったのだろう。何しろフることはあっても、フられたことはなさそうな男だ。

「言い過ぎって、どこがよっ」

　怒ど気きもあらわに、リサラが良介を睨にらんだ。

「あのな、俺に当たっても仕方ないだろ」

「じゃあ、誰に当たれってのよっ」

「いや、誰にも当たらないって選せん択たく肢しも……」

「いやよ」

　きっぱりと一言だった。

「あのなぁ。そもそも、何をそんなに怒おこってるんだよ。肩かたに手を回されて、そんなに嫌だったのか？」

「あのね、分からないわけ？」

「何が？」

「呆あきれた。いい良介、貴方は私の何？」

「何って、我わが儘まま女のお守もり？」

「死にたい？」

　リサラがゴキゴキと指を鳴らしながら、ニコリと微ほほ笑えんだ。怖こわい、凄く怖い。

「えっと、ここで支し援えんをさせてもらっているというか、そんな感じでしょうか」

「よろしい」

　満足げにリサラが頷く。

「良介は、望む望まないにかかわらず、私のサポート役なわけ。それを冴えないだ、下品だ、カスだバカだ、救えないだ、アホだと言われてみなさい」

　もの凄く、新しい罵ば詈り雑ぞう言ごんが増えている気がする……。

「大体、良介も良介よっ。貴方、見返りなくてもいいんでしょ。はっきりあの下心満載男に言ってやりなさいよ！」

「うん、私もそう思う……」

　美菜まで、非難するように俺を見る。

「え、いやぁ。なんかあそこで言っても、信じて貰もらえなさそうだし、誰かに宣言することじゃないだろ」

「スケベなくせに、このお人好よしは……」

「ス、スケベとお人好しは関係ないんじゃ」

「とにかくっ！　私はね、所有物や周囲をバカにされるのが我が慢まんならないのよっ。まして、あんな外っ面だけの中身スカスカ野や郎ろうにっ。ああもうっ、腹が立つ！」

　歩きながらリサラが床ゆかを蹴けっ飛とばし、

「あの最低男、平手じゃなくてぶん殴なぐれば良かったわ」

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめた。隣となりでは美菜が一緒になって頷いている。

「うーん、わからん」

　なんで二人がそこまで怒るのか、どうにもぴんと来ない良介だった。

　結局、放課後にさらに二人、成績トップの同級生と野球部のエースに会ったものの、お目当ての特異者ではなく、リサラの学校初日はなんの成果もなく終わっていった。

　ちなみに、ようやく良介の霊れい力りよくが回復した後に体育の授業はなかった……。

「ぢくしょう……」









　とある独身死神と独身先生の独白その１




　　～駅前居酒屋《小しよう頭とう領りよう》にて～









「ぷっはぁぁぁ、今日も生ビールが美う味まい！」

「うわぁ、マルベックさん凄い呑のみっぷりですねぇ」

「あったりまえよ、いい乱らん橋ばし先生っ、下したっ端ぱ死神なんて呑まなきゃやってらんねぇっての。私の担当人数って何人だと思う、ねぇ。百二十一人よ、あ、今日、エロガキ増やしたから百二十六人か、ゴクッゴクゴクゴク、ぷはぁ」

「うわぁ、凄いですねぇ。先生なんて四十人で限界なんですよぉ」

「私だってねぇ、そのくらいの人数がいいわよ、ええ。でも、でもしょうがないじゃない、年間契けい約やくのノルマが三十よ三十。毎年死んでライフジュエル頂いただく人数より、ノルマ契約数の方が多いんですけどっ。死神契約した担当数雪だるまなんですけどっ。いつ休めってのよ！　ああもう、早くみんな死なないかしら」

「ノルマなんてあるんですねぇ。大変だなぁ」

「あるのよ、ノルマ。はぁ、実家からは一度死神界に帰ってこいってうるさいし。そんな暇ひま、ないってのよ。人間達のサポートしてる上に、学校での説明まであるし」

「でも偉えらいじゃないですかぁ。他人の幸せのために頑がん張ばってるんだし」

「はぁ？　バカ言わないでよね。人間のサポートなんて、仕事よ仕事。死神界でも、一番高給な仕事なんだからね。何しろ、人間なんて私達にしてみれば、金のなる木だもの」

「金のなる木ですかぁ？」

「そーよ。人間の霊力は私の世界じゃ、エネルギーだけど同時にスピリットマネーって言って要するにお金なのよ。考えてもみなさいよ、放ほうっておいてもボロボロお金が出てくるのよ人間って。そりゃあ必死になって契約結んでサポートするわよ」

「なるほど。でもサポートってぇ、実際にどんな感じなんですか？」

「そう言えば、先生ってばまだ未契約だったわね。そうねぇ、お見合い会のセッティングとか、借金延えん滞たいのために代理で土下座するとかかしら。ああ、一番ひどかったのが、電話口で泣きつかれて、数日泊とまり込みで〆しめ切きり前の原げん稿こうを手伝った時かしら。私の担当内では一番大きな霊力の持ち主で断れなかったのよね。終わったときは、ただの廃はい人じんと化したわよ、あの時は。あ、店員さん、もう一いつ杯ぱい！」

「あー、先生はもつ焼きと黒糖焼しよう酎ちゆうロックお願いします～～。でも死神さんも大変ですねぇ。聞いてると、ほとんど便利屋さんじゃないですか」

「便利屋？　小間使い？　雑用係？　ま、下っ端死神なんてそんなものなんだけどね。あ～あ～、私にも才能があればもっと上級の試験を受けたのに。そうすりゃ、人間界でこんな苦労しないで済むし、良い男も引っかけてバラ色人生だったのに」

「あれ、マルベックさんはもてそうなのにお相手いないんですかぁ？」

「いるわけないじゃないっ。こんな仕事してて、いつ男作れってのよっ。はぁ、そろそろ歳としも歳で、合コンにも誘さそわれなくなってきてるし……」

「うう、先生も欲しいですよぉ……」

「「はぁ～～～」」

　やっと賑にぎわい出した居酒屋の中に、独り身女達が吐つくため息は消えていくのだった……。









　三章　いきおいよく脱ぬぎました









「ふうん、これがスーパーなんだ」

　学校の帰り道。美み菜なと別れてから入った近所のスーパーで、リサラがキラキラと目を輝かがやかせた。安売りスーパー三み河かわ屋や、肉も魚も野菜もお手て頃ごろ価格で取りそろえてある便利なお店だ。もっとも自じ炊すいをしない良りよう介すけは、ペットボトル程度しか買ったことがないが。

「さてと、今日の夕飯は何にしようかな」

「え、コンビニ弁当とかじゃないのか？」

「あのね、お金がもったいないでしょ」

　いきなりリサラから世せ知ち辛がらい答えが返ってきた。

「そうねぇ、今日は豚ぶた肉にくが安いみたいだし……」

　あちこち値段を見ながら頭をひねり出す。身を屈かがめて商品を両手に取り、比べている姿は、おばちゃんと見み紛まがうばかりだ。

「あのさ」

「何よ、うるさいわね」

「ふと思ったんだけど、死神界から来たばっかりで人間界の食事なんて分かるのか？」

「失礼ね。死神界にだって人間界の食材くらいあるわよ。高級食材だけどね」

「へぇ、そうなんだ。こっちには死神界の食材なんてないからなぁ」

「行くとこに行けばあるみたいだけどね。ま、ほとんどの死神は人間界の料理は大好きだから。何しろ、それが楽しみでこっちで仕事をする死神がいるくらいだもの。だから、死神界の食材は流通しないんでしょ。あ、ピーマンが安いわね。うーん、死神界と比べると半額以下とは、さすがは本場ね」

「なぁ、死神はこっちにいるのに苦労するんだろ。食材とかは持ち運び平気なのか？」

「そんな事も知らないわけ？」

　ピーマン片手に呆あきれられてしまった。

「死神や人間は、霊的に強い存在だから世界に弾はじかれるのよ。だから霊力なんて無い無機物や、無いに等しい動物や野菜は平気なの。ま、カエサル辺りは死神界だと《存ボドウ在ライス》の術じゆつ式しきを使う必要があるでしょうね」

「うんうん、あいつは我が家の誇ほこりだ」

「ま、良介なら凡ぼん人じん過ぎて意外に平気かもね」

「くっ、俺おれはカエサル以下の存在感ってわけか……」

「そーゆーこと。あ、こっちのお肉の方が百グラムだと安いわね」

　リサラがさっきカゴに入れた豚肉と見比べて悩なやみ出した。ちなみにカゴは、当然のように良介が持っています。

「明あ日したの朝昼のこと考えると、量が足りないかしら。でもパック二つだと多いし」

　必死に考えだしてしまった。もう良介のことなんて眼中になさそうだ。

「やれやれ、放ほうっておくしかないか」

　買い物係として、リサラの後を黙だまってついて回る覚かく悟ごを決めた良介だった。

　その結果、加か賀が家食しよく卓たくに数ヶ月ぶりに料理と呼べるものが並んでいた。

「どう、美お味いしそうでしょ？」

　自信満々に料理を見せるリサラに、良介はただ素直に頷うなずくことしか出来なかった。

「ピーマンも安かったから、豚肉とピーマンのソテーにしてみたのよ」

　塩こしょうが絶ぜつ妙みようで、ご飯に合うことこの上ない。そもそも加賀家のオンボロ電子ジャーで、どうしてこんなにご飯はん粒つぶが立つほどに美味しく炊たけるんだろうか。

「くそ、美味しい。文句の付けようがない」

「当然でしょう。何しろ私は一級死神なんだから」

　リサラがふふんと鼻を鳴らした。

「一級って料理の腕うでも必要なのか？」

「専属でサポートするんだから当然よ。炊すい事じ洗せん濯たくって家事一通りマスターしてるわ」

　なんだかソレは、メイドなんじゃなかろうか。そんな疑問が湧わく良介だ。

「でも、この程度で喜ぶって、普ふ段だんはどんな物を食べていたのよ」

「牛ぎゆう丼どんヘビーローテ？」

「あのねぇ、同じ物ばっかりだと味覚が変になるじゃない。それに外食ばっかりって、お金がもったいない」

　その言葉にスーパーでも世知辛く悩んでいたのを思い出し、良介は聞いた。

「お金って、リサラの家は貧びん乏ぼうなのか？」

「失礼ね。名門レストール家をなんだと思ってるのよ」

「いや、知らないし」

「そっか、人間界じゃ直接名前を出してないものね。いい、レストールといえば死神界でも最有力の組織の一つよ。今日のメルロー人生保障なんか目じゃないほどのね」

「でも俺、聞いたことないぞ？」

「レストールの名前でやってないもの。メルローみたいなのを束ねてるってわけ。ロンロン人生保障とか、せせらぎ人生保障とかね」

　テレビのＣＭで耳にしたことのある名前だった。ということは、リサラはグループ会社トップのご令れい嬢じように等しいわけだ。

「高たか飛び車しやだ高飛車だと思ってたけど、本物のお嬢様ってわけか」

「高飛車は余計だけど、そうよ。本来なら良介なんて、この私と話をすることも出来ないってわけ。どう、幸せすぎて、この私のために身を粉こにして働く気になったでしょ」

　ホントに高飛車なヤツだ。もっとも料理を作ってくれたりと、悪い面ばかりじゃない気もするが。

「でもさ、そんなお嬢様なら、もう少し贅ぜい沢たくな食事も出来るだろ。タイムセール中の豚肉とかじゃなくて」

「私の財布の中、見る？」

「え？」

「残高、約一万円よ。そして補給の見込みはなし」

　実際に財布を広げて見せてくる。確かに皺しわ一つ無い一万円札が入っているだけ。後は、小銭が四百五十三円あるだけ……。

「すぐに特異者が見つかるって思ってたのよねぇ。だから、あんまり持ってこなかったの。両りよう替がえの手続きしたら、人間界に行くってのがばれる危険性もあったし」

「あ、あのさ、じゃあ今後の生活費は？」

「支し援えん、よろしく☆」

　リサラが、ぺろっと可か愛わいく舌を出した。

「あのなっ、俺がそんなに金持ってるように見えるかっ!?」

「残念ながら見えないわね」

「その通りだ。夏休みとか以外はバイト禁止で、親からの仕送りに頼たよってるんだぞ」

「外食しなければ、なんとかなるわよ。それに」

　ニコリと笑って、リサラが行儀悪く箸はしでテレビを指し示した。

「テレビがなんだよ」

「その下よ、下」

「ＤＶＤデッキ？」

「そ。中身を借りたりしなければ、もっと余よ裕ゆうでるでしょ」

　ＤＶＤデッキで見るものはなんですか。

　借りてきた作品です。それは、本来高校生が見てはいけない大人な娯ご楽らく。

「そんなぁぁぁぁっ！」

「泣いて拝んだってダメよダメっ。てか、そもそも見る気だったわけ。この私が一いつ緒しよに住んでるってのに」

「く、草木も眠ねむる丑うし三みつ時どき、こっそりヘッドホンすれば平気かなぁと」

「ふぅ……」

　納得してくれたのか、リサラが息を吐いて身か体らだから力を抜ぬいた。そして、優しい笑みを浮うかべる。

「後で、良介の部屋を掃そう除じしてあげるわね」

「ちょっ！」

「もちろん良介の精神衛生上よろしくない物は、片かたっ端ぱしから捨ててあ☆げ☆る☆」

「お前は俺のかーさんかよっ！」

　結局、泣いて頼たのんでも、土下座してもリサラの決意を覆くつがえすことは出来ず、食事の後片付けを押おしつけられて、その間に良介の部屋はとても清せい浄じような空間へと変えられてしまったのだった。

　急いで食器洗いを終えて自分の部屋に行った良介が見たものは、まるでトイレ掃除と見間ま違ちがうようなエプロン、ビニール手て袋ぶくろにマスクを着用したリサラの姿だった。そんな重装備で、てきぱきと良介の宝物が入った段ボール箱を玄げん関かんに数箱運び出していく。

「あら、これって来週まで捨てられないのね」

　ゴミ出しルール表を見つつ、リサラが不満そうに呟つぶやいた。と、何を思ったのかカエサルを呼んだ。

　不思議そうに首をかしげるカエサルの頭を撫なでて、見つめる。

「明日、良介に全身洗わせるけど、今はこれで我が慢まんね」

「オン？」

「カエサルを家に入れて、どうすんだよ」

「当然、番犬よ」

「いや、既すでに番犬だし」

　そんな良介の抗こう議ぎに耳を貸さず、

「いいこと、カエサル」

　リサラはお座りしてるカエサルをのぞき込んだ。

「この不浄なるゴミはね、貴あ方なたの情けないご主人様をさらに堕だ落らくさせるものなの。女の子にモテるカエサルになら、これがどれだけくだらないゴミか分かるわよね？」

　カエサルが「オン！」と一声吠ほえた。まさか、リサラの言葉が分かったとか……。

「いいこと、このバカが取り返しに来たら、実力で排はい除じよしなさいよ」

　合点承知とばかりすくっと立ち上がり、尻しつ尾ぽを上げ、

「オンッ！」

　とても良い声で吠えやがった。

「カ、カエサル、まさかお前は俺を裏切るのか？　散歩してやってるのは俺だぞ、俺」

　無反応。

「くっ……いや、俺は信じてる。カエサルと俺の絆きずなを信じてる！」

　じっとカエサルを見つめ、良介はゆっくりと奪うばわれた宝を取り戻もどすために段ボール箱へ一歩足を踏ふみ出し──、

「ガルゥゥゥゥゥッ！」

　カエサルがうなり声を上げる。しかも、毛を逆立てて、犬歯を剥むき出しにし、良介の手を遮さえぎってだ。どくように指示しても聞いちゃくれない。
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「そんなあぁぁっ。もうこの女に飼い慣らされたのかよっ。くそ、お前はカエサルだぞ。女に追いかけさせても、女を追いかける男じゃなかったはずだっ」

　必死に訴うつたえても、ぷいっとそっぽを向かれてしまう。

「ふふ、美しいって罪よね～」

「モ、モテない俺には、エッチＤＶＤ見るだけが救いなのにっ、うわ──んっ、リサラとカエサルのバカぁぁっ」

　今はもう清らかになっちゃった自分の部屋に、良介は泣きながら駆かけ込こみ、そのまま布団に飛び込む。そして、決意した。

「こうなれば、我が家で見ることが出来る女体はただ一つ。ククク、リサラめ、この俺の青春のたぎりを甘あまくみるなよっ」

　深く暗く、青春の情動に素直になりながら。

　それから三十分後、良介の姿は布団ではなく廊ろう下かに見られた。

「カエサル、いいか黙ってろよ。そっちには行かないから」

「オン？」

　玄関のカエサルは、抜ぬき足あし差し足歩く良介に、ただ不思議そうに首を二十度ほど傾かたむけているだけだ。どうやら今回は、ちゃんと言うことを聞いてくれるらしい。

「すぅ、はぁ……すぅ」

　ゆっくりと深呼吸。徐じよ々じよに音が聞こえてくる。扉とびらから微かすかに灯あかりが漏もれている。その扉のノブを良介はそっと慎しん重ちように回し、引き、開けた。ギィと微かに音が上がる。

　身体が強こわばる。動作を止めること三秒ほど、良介はまた扉を開ける作業を再開した。

　目的地からは変わることなく音が響ひびいている。どうやらターゲットにはまだ気がつかれていないようだ。だが、ここから難関だった。

（そっとだ。そして、ほんの少しだ。片目の視界分だけだぞ）

　上半身を倒たおし、四よつん這ばいになる。しなやかに緩ゆるやかに、身を低くして前に進む。

　右手を伸のばし、引き戸の縁ふちに掛かける。

　心臓が高鳴った。耳を澄すまして聴ちよう覚かくで探りを入れる。と、引き戸の向こうからは、

「ふふ～ん♪」

　呑のん気きな鼻歌が聞こえてきた。

（油断しきってやがる）

　チャンスだった。全すべてを捨て去られた恨うらみ、その代だい償しようを支し払はらわせる権利が良介にはあるはずだ。そう、もてない良介が目にすることが出来ていた女体。それはカエサルという番犬付きで、取り上げられていた。今や、良介が見ることが出来る女体は、加賀家ではこの引き戸の先、風ふ呂ろ場ばにしかない。

　胸の大きさにかなりの不満があるが、この際背に腹は代えられない。

（そうとも、これは俺の正当な権利なんだっ！）

　ややもすると弱気になる自分を叱しつ咤た激げき励れいする。女の子のお風呂をのぞく勇気すらなくて、どうしてこの先、灰色の青春を送ることが出来るだろうか。

（いや、ないっ！）

　ゆっくりと、本当にゆっくりと静かに引き戸を開けていく。ちなみにのぞきは犯罪です。

　一ミリ、五ミリ、一センチ……。

　足りない。湯気も相まって、何がなんだか分からない。

　二センチ、二センチ五ミリ、三センチ……。

　ようやく風呂場が見えてきて、

　──ガラリと引き戸が開け放たれ、良介はバランスを崩くずしてしまった。

「いたたたた……」

　身体を起こそうとして、

　──ムギュ。

　後頭部に感じる圧力。

「まさか良介にこんな行動力があるとはね。正直、見直したわ」

　顔は見えないが、リサラの声。風呂場で少し反はん響きようしている。と言うか……、

「見直した？」

　まさかの褒ほめ言こと葉ばだ。

「ええ、見直したわ。より下方修正でねっ」

　グリグリと踏まれてしまう。同時にバサリとバスタオルが翻ひるがえる音。リサラ、バスタオルを巻いてしまったらしい。その間中、遠えん慮りよも容よう赦しやもなくグリグリと……。

「いたっ、いたたたたっ、ちょ、本気で痛いんですけどっ」

「あら、性犯罪者に痛がる権利なんてあると思うの？」

「し、仕方なかったんだってばっ。ほら、男の子って一日一回、女の子の裸はだかを見たいじゃん。見ないと寝ねれないじゃんっ」

「それは、良介が変態だからでしょうがっ」

「だってしょーがないじゃないかっ。捨てられちゃったんだもんっ、全部っ。ＤＶＤも本も、全部っ、全部俺の部屋から綺き麗れいさっぱりっ」

「それで、のぞきってわけ？」

「ああそうさっ。そうともさっ、俺にはリサラの裸を見る権利があるんだっ」

　心の底から叫さけぶ。届け、このリビドー！

「いや、違ちがう。俺はリサラの裸が見たかったんだ！」

「なっ」

　一いつ瞬しゆん、リサラの足から力が抜けた。その隙すきを逃のがさず、良介は足の裏から脱だつ出しゆつし、立ち上がった。目の前には濡ぬれた赤い髪かみをタオルで包み、細い身体をバスタオルで隠かくしたリサラ。ほんのり上気した肌はだが、なんとも言えず可か愛わいい。

「ふぅ……」

　幸せ、満足の吐と息いきが漏れた。

「な、なに良い笑顔してるのよっ」

「男は、いや人間は美しい物、良い物を見れば、笑顔になるってものさ」

「美しいって……え、その」

　何な故ぜかリサラが戸と惑まどう。

「惜おしむらくは、もう少し胸がなぁ」

「──っ！」

「バスタオル越ごしだと、膨ふくらんでるかどうかも分からな──ふぎゃぁぁっ！」

　ミシリと頭ず蓋がい骨こつが悲鳴を上げる。光の速さで、リサラの右手が良介の顔を掴つかんでいた。

「ア、アイアンクローは無理っ、痛いっ、痛いってか、顔が歪ゆがむっ」

「フ、フフフフフ、私が甘かったわ。お風呂に入る前に、これからは必ず吸い取ってあげるわね。良介がこれ以上、罪を犯さないようにっ」

「えっ、吸い取るって、や、やめてぇっ、俺の生いき甲が斐いを奪っちゃイヤ─────ッ」

　ドクンと魂たましいに突つき刺ささったままの《グラム》が脈動するのが分かる。それは無機質ではなく、もっと生命的な感覚。ゆっくりと、じわりじわりと魂が力を失っていくのを感じる。

　抗あらがいたい。そんな気持ちすら、徐々に失うせていき、全てが諦あきらめに沈しずみかけていく。

「このくらいね」

　呟き、リサラが右手を良介の顔面から離はなした。

「う、ううぅ」

　どうにも身か体らだに力が入らず、膝ひざが落ちる。不安定な身体を支えるべく手を伸ばし、

「え？」

　思わず掴んだのは、布。バサリとバスタオルが、中ちゆう腰ごしになった良介の前で落ちていった。慌あわててリサラがタオルを押おさえるが、間に合ったのは下半身のみ。

　目に飛び込んできたのは、

「おっぱい？」

「きゃぁぁぁっ!?」

　女の子みたいにリサラが悲鳴を上げ、胸の所を隠す。

　その必死に大事な所を隠す素そ振ぶりが、堪たまらなくフェチ心をくすぐる。

「う、うぉぉぉぉぉぉぉぉぉ、女の子バンザ─────イ！」

　ドクンと、荒あら々あらしく力が湧わき上がり、ムクムクといきり立っていく。

「な、なんでよっ、嘘うそっ、こんなことって……」

　リサラがふらふらと足を踏み出して、胸を隠しながら、コツンと良介の胸に額を押し当てた。強いシャンプーとリンスの香かおり、何よりお湯を浴びていた女の子の肌の温ぬくもり、鼻血が出てしまう。

「これってもしかして、オーケーサインかっ。俺は今っ、全世界に言いたい。男に生まれて良かったと！」

「やっぱり《グラム》が震ふるえてるわ。嘘、信じられない。霊れい力りよくがあふれ出してる……」

「リサラっ、確かにお前の胸は残念だ。だがしかし、俺はそんな細かい事は受け流せる度量の大きい男さ。さぁ、大人への階段をレッツエンジョイ、ゴーイングッ！」

　カキィン。

「おごぉっ！」

　リサラの膝が、良介のとっても大事な、今まさに準備態勢万全な所にクリーンヒット。良介は崩れ落ち、ピクピクと震えることしか出来なかった。

「信じられない、興奮して霊力が少し回復するってのは聞いたことがあるけど、まさか胸を見ただけで溢あふれるくらいになるなんて。それとも、お、男の子ってみんな、こんななのかしら」

　そんな呟つぶやきも、苦痛にもだえる良介の耳には届かなかった……。




　　　　※　※　※




「ねぇ、何かあったの？」

　朝、通学路で会った美菜が良介に小声で尋たずねてきた。美菜が合流してから五分くらい、リサラは良介と一言も喋しやべっていない。それどころか、実は家からずっとそうなのだ。良介から話しかけても、冷たい視線でジロリと睨にらみ付けてくる。

　間違いなく、昨晩のことで怒おこっている。朝からリサラと交わした会話と言えば、

『お弁当』

『あ、ありがとう』

　鞄かばんに入れ忘れた弁当箱を突き出された時だけだ。昨晩の事件もあり、まさか弁当を作ってくれるなんて思ってもいなかったのだから仕方ない。

（もっとも、中身がちょっと不安だけど……）

「良介くん、どうしたの？　やっぱり、何かあったんだね」

　美菜が、心配そうにのぞき込んできた。

「いや、何かってほどじゃ。まぁその、ちょっとした青春のトラブル？」

「ふうん、あれがちょっとしたトラブルなんだ」

　振ふり返ったリサラの視線が、もの凄すごく冷たい。

「リサラさん？」

「美菜さん、そんな性犯罪者と並んで歩いたら……」

「あ、歩いたら？」

　おずおずと美菜が、聞き返す。

「妊にん娠しんしちゃうわよ。離れた方がいいわ」

「そうなのっ!?」

　びっくりした美菜が良介の顔を見た。

「そんなわけあるかぁぁっ！」

　思わず叫んだ良介に、リサラが冷ややかな視線を投げかける。

「うっさい性犯罪者。美菜さん、妊娠は冗じよう談だんにしても近寄らない方がいいわよ。こんなのと並んで歩くなんて、インパラが飢うえたライオンの前で居い眠ねむりするようなもんだもの」

「え、ええとそれって、食べられちゃうってこと？」

「ええ、そうよ。たぶん、美菜さんが思ってる食べるとは違うんでしょうけど」

「そんなことありませんっ。わ、私だって、えっと……た、食べるって言葉に、その、えっと、え、エッチな意味があることぐらい知ってますっ」

　そう抗こう議ぎする美菜の顔は真っ赤だ。

「そ、それにその、私は……」

　何やら美菜がモニョモニョと言いかけるが、

「とにかくっ。一いつ緒しよに歩きましょ美菜さん、ね」

　リサラが強引に手を取り、自分の隣となりに引き寄せてしまった。そして良介には、しっしっと手を振り、あっち行けの合図だ。

「うう、ヒドイ……」

　時折美菜が心配そうに振り返ってくれたが、リサラの全身から漂ただよう良介排はい除じよオーラに抵てい抗こうするなんて真ま似ねが彼女に出来るわけがなく、良介は拒きよ絶ぜつされたままトボトボと歩いた。

　気まずさのせいかいつもは気にならない登校時間が、随ずい分ぶんと長く感じた。ようやく学園にたどり着いて校門をくぐり、

「おや、早くも冴さえない下品男に愛想を尽つかしたのかい？」

　玉たま野のだった。

　今日もしっかり髪をセットして、爽さわやかな笑みを浮うかべている。片膝を曲げて校門脇わきの塀へいに寄りかかっている姿は、良介がやれば間ま抜ぬけにしか見えないのだろうが、素材が違うと印象が全く違うらしく、登校してくる女の子達がチラチラと見ては、キャアキャアと騒さわいで通り過ぎていく。そんな女の子の反応に満まん更ざらでもない様子で玉野は微ほほ笑えんでいる。

「用がないなら、呼び止めないでくれますか？」

「ふふ、そう邪じや険けんにしなくてもいいだろう、リサラくん」

「邪険にしない理由が私には思い付きませんけど」

　玉野に顔も向けずに、答える。そんなリサラの様子にも、玉野は一切めげる様子がない。その態度にリサラのいらだちが、あからさまに上がっていく。

　可か哀わい想そうな美菜は、二人に挟はさまれてオロオロと青い顔だ。

「確かに、昨日は少し性急すぎたと僕ぼくも反省しているよ」

「あら、反省なんて言葉を知ってるんですね。お猿さるさんよりはお利り口こうなんだ」

　ピシッと玉野の笑顔に亀き裂れつが走った。それでも、ぐっと飲み込んで玉野は笑顔を続ける。

「聞いたよ、リサラくんは誰だれかを捜さがしているようだね」

「勘かん違ちがいじゃないですか」

「いいや、違うよ。昨日の放課後、吉よし田だくんの所に行ったそうじゃないか」

　吉田くん、野球部のエースだ。確かに昨日の放課後、リサラは彼の所に行き、しっかり握あく手しゆして、ブレスレットで調べてきた。結果は、霊力量六万。

「それに、二年の広ひろ瀬せくんにも会ったようだね」

　広瀬くん、二年生の学年トップの秀しゆう才さいだ。当然、リサラは握手した。広瀬くんは五万。

　ちなみに、おまけで大平とも握手した。彼の霊力量は二万。良介より五千ほど高く、その結果に良介は涙なみだしたのだった。

「挨あい拶さつに行く人選がちょっと偏かたよってないかな？」

「そうですか？」

「ああ、そうとも。調べたところ、吉田くん、広瀬くん、そして僕、この三人しか挨拶に来ていないからね」

「学校に慣れるのに忙いそがしくて、なかなか行けないだけですから」

「ふふ、そんな嘘を吐つかなくても分かっているよ、この僕にはね」

　玉野が優しげな笑みを浮かべながら、リサラの前に出た。

「キミはスペシャル、そう特異な人間を捜しているわけだ、この学園の」

「──っ」

　ピクリとリサラの肩かたが動いた。そして、警けい戒かいするように玉野を見つめる。

「自分に相ふ応さわしい男を捜しているんだね。ならば、やっぱりこの僕こそが、リサラくんには相応しい。この容姿、財力、成績、そしてボクシング部部長を務める肉体、どこをとっても一流だ。僕と付き合うことでキミはバラ色の学園生活を送ることが出来る。保証してあげるよ」

　自信満々だ。完全に自己陶とう酔すいが入っている。しかも、昨日の今日で何な故ぜか二人が付き合うことになっていて、リサラは「はぁ～」と軽くため息だ。

「美お味いしく上品なレストランに連れて行ってあげるよ。ああ、海外のビーチもいいね。もちろん、リサラくんの美しさがより栄える服もプレゼントしてあげよう。その隣には、この僕。どうだい、想像するだけで豊かで実りある青春じゃないか」

　リサラが何も答えないのを良いことに、ぺらぺらと玉野が願望とも妄もう想そうとも分からないことを喋り続けていく。

（なんで黙だまってるんだよ。あれか、死神でもやっぱりお金とかに弱いのか？）

　と思った良介の脳のう裏りによみがえる今のリサラの全財産。

　たった一万四百五十三円也なり。レストール家ご令れい嬢じようとして贅ぜい沢たく三ざん昧まいだったであろう彼女にとって、良介の貧びん乏ぼう財布とスーパーのタイムセールに頼たよる生活は、耐たえ難がたいはずだ。

　であれば、玉野の提案に心が動いても……。

「何なら、早さつ速そく今日のお昼ご飯から特別なものを用意してあげようか。なに携けい帯たいで注文すればいいからね。食べたいものを何でもリクエストしていいんだよ」

　何も答えず、リサラが弁当箱を鞄かばんから出した。

「それが、どうかしたのかな？」

「どこのレストランだか知らないけど、このリサラが作った料理に勝まさるものはないってことよ。もちろん、先せん輩ぱいなんかに食べさせてあげる気はないけどねっ」

　リサラの鼻息がもの凄く荒あらい。

「なっ、い、一流シェフの一流料理だよ」

「一流料理だかなんだか知らないけど、私が作れば、タイムセールで百グラム九十円台の豚ぶたロースで作ったソテーだって特級なのよ！」

　堂々と言い切った。ちなみにピーマンもタイムセールです。

「なるほど、この弁当の中身は夕飯の残りか、助かったぁ」

　昨晩のノゾキの報復料理ではなかったらしい。

「ううぅ、リサラさんの手作りお弁当……」

　美菜が、恨うらみがましい視線を良介に投げた。

「なんだ美菜、食べたいのか？　確かにあいつの料理、美味しいけど」

「そうじゃないもんっ」

　何故か拗すねられてしまった。一方、玉野と言えば、

「わ、分からないね。どうしてキミはそんな意い地じを張るんだい？　さっきまでの様子だと、そこの冴えない下品には愛想を尽かしているようだし」

　リサラを説得しようと必死だ。

「ええ、尽かしてるわ」

　間を置かず、きっぱりと答える。その迷いのなさに良介はショボーンだ。

「でもね。先輩みたいな屑くずより、遥はるかにましなのよ、このエロ介の方が」

「なっ！」

「エロ介……エロ、くすん」

　自覚はしているが、面と向かって言われるとさすがにショックだ。

「ふぁ、ファイト、良介くんっ」

　美菜のフォローは、フォローになってないし。

「確かにこのエロ介は、エッチでスケベで性犯罪者だけどね、先輩みたいにそのヤラシイ下心を隠かくして、女の子を金で騙だまそうなんてしないわけ」

「そ、それは、エロ介が財力がないだけだろ」

「そうね。その上、騙すだけの知性も怪あやしいわね」

　ヒドイ言われようだった。

「良介くんっ、私は知ってるからね、算数で一回八十三点取ったの！」

　美菜の言った出来事は、小学三年生の時だった。以来、テストで八十点台を記録したことはない……。

「でもね、エロ介はその両方があったところで、先輩みたいなことはしないって分かるのよ」

　振り返り良介を見たリサラの顔には、苦笑が浮かんでいた。

「なあ、美菜。どーもその、俺には自信ないんだけど。ハンサムでお金があったら、俺はもの凄くフル活用して桃もも色いろパラダイスしそうだぞ」

「ふふふ、美菜もリサラさんと同じ。良介くんは、そんなことしないと思うな」

「そうかなぁ」

　全くもって、良介には自信がなかった。

「そうだよ。きっと同じようにエロ介って呼ばれちゃってると思う」

「美菜にまでエロ介って呼ばれた……」

「あ、ご、ごめんなさいっ」

　悲しい現実に美菜の謝罪も耳に入らず、ほろりと涙が出ちゃう良介だった。

「あ、あんな下品なエロ介に僕が劣おとるって言うのかい？」

「ええ、そうね。良介が下品なら、さしずめ先輩は屑でしょ。女の子を騙して喜んでいる、男の屑よ」

　その言葉に玉野がわなわなと震ふるえた。どうやら、ようやく我が慢まんの限界を超こえたらしい。

「人が下した手てに出ていれば！」

「あら、下手に出てるのは私の方よ」

「なんだってぇっ」

　玉野が怒いかりに震えながら拳こぶしを握にぎりしめる。半はん袖そでから見える腕うでの筋肉に、ぎゅっと力が入っていく。

「先輩っ、それは」

　勝手に動いていた。リサラの肩を掴つかみ引き寄せ、その前に良介は立った。

「どけっ、下品！」

　怒ど気きを孕はらんだ一いつ喝かつ。それだけで足が震える。正直怖こわい。怒おこった玉野の顔が怖くて、視線があちこちに泳いでしまう。

　でも、良介はどいていなかった。

「いやあの、ほら、人も見てるし。先輩ほどの人なら、えっと、そうそう大きな心をもって、一つどーかご勘かん弁べんをっ」

「ふふふ、もみ消すさ。それに、まずは自分の心配をしたらどうだ」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべながら、玉野が良介の襟えり首くびを両手で掴んで持ち上げた。ボクシング部部長は伊だ達てじゃなく、軽々と良介を持ち上げてしまう。

「ひっ」

　もの凄すごく後こう悔かい。どうして自分は尻しつ尾ぽを巻いて逃にげなかったんだろうか、すぐに土下座しなかったんだろうか。とりあえず今からでも遅おそくないかも……。てなわけで、

「あのその、えっと、ごめんなさーいっ。ちょっとその、格好つけちゃいました」

　謝ってみた。

「遅いんだよっ！」

「ぐげぇっ」

　ギリギリと首を締しめ上げられ、妙みような悲鳴が上がってしまった。その響ひびきを聞いたリサラが、「ふふっ」と場ば違ちがいに笑い声を上げた。

「ひ、人が死にそうなのに笑ってんじゃねぇ！」

「笑いにも幾いくつか種類があるんだけど、良介じゃ理解できないわね」

　妙なことを言いながらリサラが、その小さな手をそっと玉野の腕に置く。

「なんだ？」

　玉野が、訝いぶかしげにリサラをにらむ。その視線をリサラは、怯ひるむことなくにらみ返した。

「放しなさい」

「あん？」

「良介を放せと言っているの」

　冷たい視線だった。でもそれは、朝から良介が浴び続けた視線とは根本的に異なる。凍いてつくような、蔑さげすむ視線。見下し切った視線だ。その冷たさに、玉野が呻うめく。

「な、なな」

　襟首を掴まれている良介だから分かった。玉野が微かすかに震えていた。

「放せ」

　声を荒げるわけではなく、静かに。

　玉野が抗あらがえたのは一秒に満たなかったかもしれない。縮こまるように玉野の力が抜ぬけ、良介は解放された。そんな玉野に追い打ちをかけるように、リサラは「どきなさい」とただ告げる。一度屈くつしてしまった玉野に、逆らうことが出来るわけもなかった。

「下らないことに時間を潰つぶしたわね。これじゃ朝は誰だれとも会えないじゃないの」

　玉野のことはもう眼中になく、リサラはぶつぶつ文句を言いながら下げ駄た箱ばこに向かった。

　でも、良介はどうにも気になっていた。

　衆目の中で屈した玉野が、怒りに震えながらリサラの背中を睨にらんでいたことを。




　　　　※　※　※




「死神は、うっぷっ」

　話し出したマルベックさんが、いきなり口元を手で覆おおいながらしゃがみ込んだ。そんな彼女を乱らん橋ばし先生が、慌あわてて助け起こす。

「あのぉ、平気ですか？」

「す、すいません、乱橋先生。ちょっと調子が悪いみたいで」

「あらあら、大変ですねぇ」

「うう、なんで私だけ……」

　マルベックさんの乱橋先生を見る視線は、なんだか恨みがましい。

「ふぅ、はぁ、ごめんなさい。説明を続けますね。一人の死神が担当する人間の数が多すぎるとの質問ですけど、うぷっ、ゼィゼィ……」

　教きよう壇だんの机にしがみつくようにして、マルベックさんが説明を続ける。服装は昨日と同じく扇せん情じよう的な、要は色っぽい格好だ。ただ今日は、少々髪かみがボサボサで、化け粧しようのノリも悪いのか青白く、やつれて見える。自じ慢まんのバストもいささか垂れているようだし……。

「死神が人間界に存在するために霊れい力りよくが必要だからです。うぷっ、に、人間は霊力を常時放出してますが、死神契けい約やくを結ぶとその放出霊力は、自動的に死神に供給されます。ただ、一人分ではとても死神は人間界に存在出来ません。普ふ通つうは十数人の放出霊力が、死神には必要になるわけです。だから、死神一人が担当する人間も多くなるわけですね。別に、手を抜いてるわけじゃありません」

　よれよれになっているマルベックさんは、正直あまり色っぽくない。それが良介には堪たまらなく残念だった。なぜなら、今日はリサラに霊力を抜かれていないのだ。

　つまり、とっても女の子を見るのが楽しい。

　現に一時間目では、一年女子の体育をしっかり堪たん能のうしたし、大平からはイリアちゃんの新しいＣＭ動画を貰もらい授業中に堪能した（先生に怒られた）。

　そんな万全な良介なのに、今日のマルベックさんは見ててつまらない。

「はぁ～」

　ため息の一つも出るってものだ。そんな良介の様子を、リサラが意外そうに見ていた。

「つまらなそうね。休み時間は随ずい分ぶんと楽しみにしてたのに」

「だって、あの姿だぞ。とてもその……」

「その？」

「歳としを感じる」

　ガクリとマルベックさんが崩くずれる。良介の言葉が聞こえたわけではなさそうだが。

「そうねぇ。彼女も人間年ねん齢れいだと三み十そ路じ手前ぐらいのようだし」

「へえ、乱橋ちゃんと同年代か。気が合うのかもな」

「みたいですよぉ。昨晩は一いつ緒しよにご飯を食べたって言ってたし、乱橋先生」

　美菜が振ふり返って苦笑した。乱橋先生の肩かたを借りて、必死にマルベックさんが起き上がろうともがいているので、私語も構わないと思ったようだ。

「確か、そうそう、駅前の《小しよう頭とう領りよう》って所で食べたとか」

「変な名前のお店ね」

「お店って、それ居酒屋じゃねぇか。なるほどね、マルベックさんの惨さん状じようはそのせいか」

「あはは、たぶん」

　頷うなずいた美菜とは異なり、転校生のリサラには理解出来なかったようだ。

「どういうこと？」

「二ふつ日か酔よいだよ。乱橋ちゃんは名うての酒しゆ豪ごうだからな。結けつ婚こん相手が出来ないのも、声を掛けてくる相手をことごとく酔い潰してきたからだって噂うわさがあるくらいだ」

「そうそう、しかもお会計は全部酔い潰れた人に押おしつけるとか」

「酷ひどいわね、それ」

　そんな会話の間に、マルベックさんがようやく机にしがみついた。真ま面じ目めな美菜が、慌てて視線を教壇に戻もどす。

「そういうわけで、死神一人あたりの担当者数は多くなってしまいます。ですが、死神も日々皆みなさんのために誠心誠意サポートに励はげんでいますので、うぷっ、決して対応がおろそかになったりはしません、あ、安心して契約を結んで下さい」

　その言葉を聞いていたリサラが、ふんっと鼻で笑った。

「どうしたんだよ？」

「仕方ないことなんだけどね。あの死神、誤ご魔ま化かしたから」

「誤魔化した？」

「卵が先か鶏にわとりが先かってことよ。あのね……」

　声を潜ひそめる。

「最初、死神が人間界に来る時って、当然まだ誰とも死神契約をしていないわよね」

　まだ人間と出会ってないのだから、当然だ。

「死神は人間界に初めて来る時、死神界から霊力を蓄たくわえてくるわけ。人間界に転移するのに並のライフジュエルが十個くらい。現地で存在するのに一つ分くらいね。それで約半日は活動できるわ。で、自分が所属している組織の協力の下、一気に契約を結んでいくわけ。存在出来る人数集めるまで組織に頼たより切り、要するに最初は持ち出しなのよ」

「リサラが俺にしたみたいに、臨時にってのは無理なのか？」

「当たり前でしょ。あれは私みたいな優ゆう秀しゆうな死神が、力ある媒ばい介かいを使って初めて出来る術じゆつ式しきよ。そこらの死神には逆立ちしたって無理な芸当ね」

「さりげなく自慢してるだろ」

　そんな突つっ込こみは、さらりと無視された。

「で、死神界と人間界を行き来するためには、さらに人数が必要になるわ。その上、存在し続けるために組織に借りた分にノルマだってあるし。だからみんな、必死で契約数を増やすわけ。余よ裕ゆうが出来ないと、死神界に帰省も出来ないからね」

「た、大変そうだな、そのシステム」

「そうよ。人間が思っているより、死神にとってライフジュエルは遥はるかに貴重なのよ。だから、持ち出しただけで返さない死神は、かなり立場がなくなるの」

　最後は自じ嘲ちよう気味にリサラが笑った。

「それって、リサラにとって人ごとじゃないよな？」

「そうよ。抜ぬけ駆がけで勝手に来てるからね。これで特異者を見つけられずに手ぶらで帰ってみなさい、私の面目丸つぶれよ」

「大変だなぁ～」

「そう思うなら、これまで以上に手伝ってもらうわよ。いいわね」

「ま、ご褒ほう美びもあるしな」

「まともな願いであることを祈いのっているわよ。私と良介のためにね」

　と言いながら、リサラの瞳ひとみには諦あきらめの色が浮うかんでいた。もっとも、

　──コイツ、絶対にエッチな注文なんだろうな。その時は、どう半殺しにしてやろうか。

　そんな色も感じたような感じなかったような、そんな良介だった。
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「さてと、今日も楽しく捜さがし出すわよ」

　放課後のチャイムと同時に、リサラがボキボキと拳こぶしをならしながら立ち上がった。一お昨と日といから今日の僅わずかな間に、どんどんリサラの柄がらが悪くなってきている気がする良介だ。

（もっとも、あの雨の中の時以外は暴力的だったか。ってことは、これがコイツの素なのかもな）

　座ったまま見上げていると、リサラが居い心ごこ地ち悪そうに聞いてきた。

「……なに？」

「いや、お嬢じよう様さまには見えないなぁと思って」

「いいじゃない。どーせ知り合いなんて見ちゃいないんだし、好きに振る舞ったって」

「それはつまり、今の方が素ってことか？」

「さぁ分からないわ。だって今までずっとお嬢様やってきたし……そうね、どっちが私の素なのかしら？」

　逆に聞き返されてしまった。当然、質問の答えを良介は持ち合わせていない。

「あれね。良介に毒されたのよ、きっと。人間界で最初にまともな会話をした相手が、こんな下品なヤツだったばっかりに、私の高貴さが消えてしまったのね、シクシク」

「高貴さねぇ、確かに雨の中のリサラはそんな感じもあったけど……。すぐにあの乱暴さだからなぁ。高貴なお嬢様なリサラなんて、想像も出来ないな。だって乱暴だし、うん乱暴だ」

「悪かったわね、乱暴で」

　リサラが拗すねたように、唇くちびるを尖とがらせた。なんだかソレが可か愛わいい仕草で良介は、

「まぁ、今のリサラでいいんじゃないか。楽そうだしな」

　と、ついついフォローを入れてしまっていた。

「ふうん、そう」

　なのにリサラは嬉うれしそうな顔一つ見せずに、そっぽを向いてしまう。面白くないヤツだ。

「くすっ」

　が、側そばできいていた美菜には何な故ぜか面白かったらしい。

「な、なに笑ってるのよ、美菜さんっ」

「ふふ、いいえ。ただ、リサラさんって可愛いなって思って」

　クスクス笑っている。良介には、美菜が思うリサラの可愛さがさっぱり分からない。しかも自信満々に、

「そりゃあ、美少女ですから」

　と言い切る女、それがリサラだ。まぁ、さすがに今回は少し顔が赤いが。

「俺は可愛くねぇと思うぞ……」

「ふんっ、良介にどー思われても私は構わないし」

　リサラが言い切った途と端たん、美菜がまた「クスクス」と笑い出す。

「美菜さんっ、何でニヤニヤ笑っているのかしら」

「ふふ、ご想像にお任せします」

　そんな美菜に、リサラはぶつぶつと文句を言いながら、はぁと肩を落とした。そして、軽く自分の頬ほおを叩たたき、いつも通りの顔で二人を見下ろした。

「ほら、さっさと立って。今日は、三年生のミス桃もも園ぞのに会いに行くんだから」

「あ、俺パス」

「なんですって？」

　もの凄すごい形相で睨にらまれた。

「いや、やる気がない訳じゃないって。ただ今日は学級委員の仕事があるんだよ」

「学級委員？　誰だれが？」

「俺が」

「どこの？　おちこぼれ友の会とか性犯罪者の集いとかの？」

「なんだそれっ。このＢ組の学級委員に決まってるだろっ」

「嘘うそ……なんでっ。良介なんかが人の上に立っているなんて、こ、このクラスってもしかして掃はきだめ？」

　リサラが大おお仰ぎように天てん井じようを仰あおぎながら、とても失礼なことを言い放った。

「ふふ、どうだ。少しは俺を見直したか」

「信じられない、そんなバカなことって。劉りゆう禅ぜんが皇こう帝ていやってるより理り不ふ尽じんよ」

「あのぉ、別に良介くんがみんなから支持されたわけじゃなくて、くじ引きで決まったんですけど」

「美菜っ、いらんこと言うなっ」

「それ、貧びん乏ぼうくじってこと？」

「ええまぁ。だってやりたがる人がいなくて。推すい薦せんはギスギスしそうだしって乱橋先生が、くじ引きに」

　結果、物の見事に誰もやりたがらない貧乏くじを引いた不幸者、それが良介だった。

「なるほどねぇ、才能もなけりゃ運もないのね。さすがは良介」

「うっせぇ。とにかくだ、そんなわけで俺は委員会に行ってくるから、今日は付き合えない。分かったな」

「ま、仕方ないわね。美菜さん、案内をお願いしてもいい？」

「ええ、もちろん」

　ちなみに美菜は、帰宅部で暇ひま人じんだ。

「ま、ミス桃園っていうんだから美人でしょうし、良介がいなくて丁ちよう度ど良かったかもね」

　最後の最後まで憎にくまれ口ぐちを叩きながら、リサラは美菜と教室を出て行った。

　で、そんな憎まれ口から十五分後。

「明あ日しただった……」

　良介はトボトボと廊ろう下かを歩いていた。何故かアルコール臭くさい生徒会会議室にいたのは、乱橋先生と息も絶え絶えなマルベックさんだけ。聞くと、

「酒臭いからって、保健室を追い出されちゃって」

「うぷっ……はぁはぁ、ら、乱、水」

「はいはい、マルさん。冷えたお水ですよ」

　床ゆかに大の字になって、大きな胸を揺ゆらしながら苦しげに呼吸するマルベックさんに、乱橋先生が甲か斐い甲が斐いしくペットボトルを渡わたす。

「乱、ごめんね、私がこんなばっかりに……うっぷっ」

「それは言いっこなしですよ、マルさん」

　しかも、いつの間にか「乱」「マルさん」と呼び合う仲になっていたし……。

「ら、乱……今夜も、付き合ってくれるかい？」

「マルさん、当然じゃないですかっ」

　そんな二人から、会議は明日と聞いたのだ。

「うう、スケジュールすら忘れる俺って」

　ちょっとショックだった。

「今いま更さらリサラの後を追うのも悔くやしいしなぁ。今日はさっさと帰って、カエサルの散歩を長めにしてやるか。そうだ、それがいい。カエサルの機き嫌げんを取っておけば……」

　エッチＤＶＤ段ボールを開ける許可を、出してもらえるかもしれない。

　もちろん、カエサルからだ。飼い犬に許可を求める段階でどうよと言うなかれ。

　カエサルはもてる。良介はもてない。男としてのヒエラルキーは明々白々なのだ、骨の髄ずいまで。そう悲しい確認をしていると、

「あ、良介くんっ」

　美菜が廊下を走ってきた。一いつ生しよう懸けん命めいなんだろうけど、どう見ても遅おそい。それでも体力を使い果たしたのか、良介の所までたどり着くと荒あらい息を吐はいた。

「はぁふぅ、よ、よかったぁ。会議中だったらどうしようって思って」

「何かあったのか？」

「うんっ、リサラさんが……」

「何か問題起こしたのか、あいつ？」

　自分の方が美しいとか言ってミス桃園を怒おこらせたとか。ありそうで怖こわい。

「ち、違ちがうの。玉野先せん輩ぱいが、先輩が先輩達を連れて来て」

「先輩が先輩達って……ボクシング部の連中か？」

　玉野が部長を務めるボクシング部の部員達は、その取り巻きとして有名だった。表だって悪さはしていないが、色々と悪い噂うわさが絶えない連中でもある。

「そうなの、その人達に囲まれて、リサラさんが連れて行かれちゃったの。三年生達もみんな見てない振ふりで……」

「行ってくる」

「行くって、どこに？」

「ボクシング部が溜たまり場ばだろ、確かっ」

「で、でもっ、先生にっ」

「それは美菜に頼たのむ。会議室に乱橋ちゃんがいるから。俺はリサラの所に行く。女の子は宝なんだぞっ。それに乱暴なんて、全世界の男の敵だって教えてやる！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、良介が走り出す。

「ううぅ、格好いいけど複雑かも……」

　美菜は、その背中を晴れない顔で見送った。
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　運動部の部室の割に、すえた汗あせの臭においはしなかった。むしろ香こう水すいが漂ただよってきそうな程だ。

　ロッカーなども綺き麗れいに掃そう除じしてあり、ゴミも散らかってはいない。端はしにはソファや鏡があり、中央にあるリングが無ければ、何かの控ひかえ室しつかと思ってしまいそうだった。

「で、玉野先輩。私を連れてきて何のご用かしら」

　ソファに座った玉野に、リサラは不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせずに言い放った。

「やれやれ、そんなに眉み間けんに皺しわを寄せないで欲しいね。せっかく、僕のプライベートルームに招待したっていうのに」

「あのごつい連中の無ぶ粋すいなエスコートに喜べって言うなら、先輩は女性の扱あつかいに関して一から勉強し直した方がいいんじゃないかしら。それに、私が帰りたくても、素直に帰す気はないんでしょ」

　後ろをちらりと見る。ヘビー級と見み紛まがう大男が一人、出入り口の前にズンッと重量感たっぷりに立っていた。

「これって招待ってよりは、誘ゆう拐かいじゃないかしら」

「ま、少々手て荒あらだったのは認めるけどね」

　玉野が気き障ざったらしく指を鳴らした。すると、小こ柄がらな男がそそくさと冷蔵庫から飲み物を取り出してグラスに注ぐと、リサラとの間にあるテーブルに置いた。

「ああ、この冷蔵庫かい。これは特別に学園に用意させたんだよ」

　リサラが聞いたわけでもないのに、玉野は自じ慢まんげに話し出した。やれ表参道でしか売っていないブランド品だの、先生達にも黙もく認にんさせただの、中にはお酒から何から色々と入っているだの、だ。

「で、このジュースには睡すい眠みん薬やくでも入っているのかしら」

　ジュースを出した男が押おしてきた椅い子すに座り、リサラはグラスを手に取った。オレンジ系の香かおりが漂ただよう飲料だ。

「まさか。そうだね、少しアルコールが入ってるだけさ」

「少しね……」

　軽く口を付け、リサラは苦笑した。飲料の正体はスクリュードライバー、ウォッカにオレンジジュースを使った古典的なカクテルだ。別名、レディーキラー。アルコール度数の高いウォッカを使っているにもかかわらず、その飲みやすい飲み口から女性を酔よわせてムフフとなれるところから付いた名前だ。

（ま、ずいぶんとありふれた古典的手口だけど。高校生にはこれで十分なのかもね）

「どうだい、気に入ってくれたかい？」

「未成年にしては大だい胆たんな歓かん迎げいだと、驚おどろいてるわ」

「僕くらいになればね。高校生の幼い遊びはとうに卒業してるってわけさ」

「あらそ」

　ゴクリと飲み干してリサラは脚あしを組んだ。桃園学園の決して長いとは言えない制服のスカートから、すらりとした白い脚あしが露ろ出しゆつし、周囲の部員達が唾つばを飲み込む。

「で、いい加減、本題を教えてくれないかしら」

「やれやれ、本当に気の強い人だ。なに、簡単なことさ。キミが僕の女として振ふる舞まえばいい。それだけのことだよ」

「あら、高校生のくせにお酒を飲んでるからかしらね。もう脳のう細さい胞ぼうが破は壊かいされて、ボケたわけ？」

「どういう事かな」

「朝、私が断ったと思うけど？」

「ああ、そうだね」

「やっぱり力ずくってわけね」

　リサラが周囲の部員達を見回し、肩かたをすくめた。

「なあに、僕も平和的に解決したいんだよ。僕としても傷つけられたプライドは、回復しなきゃいけない。そのためには、キミが僕の女として振る舞うのが一番ってわけさ」

「ふうん、朝のことを根に持ってるわけね。衆目の中でこっぴどくふられて、傷ついちゃった？」

「ぼっ、僕には僕のプライドとイメージがあるっ」

「ほっんとちっぽけなヤツ」

　ぴしりと玉野の笑みにひびが入った。が、数秒震ふるえてから、再び笑みを作り直す。

「どう思われてもいいさ。あの下品と美菜くん、二人に危害を加えられたくなければ、僕の女として振る舞うんだね」

「ったく。下げ衆すのやることは、どこまでいっても下衆ね。で、私はどうすればいいのかしら。そうね、こうしたら満足かしら」

　表情を消し、リサラがすくっと立ち上がる。

　そしておもむろにスカートに手を回し、あっさりとホックを外した。

　部室中が息を呑のんだ。釘くぎ付づけになる。誰だれも言葉が出せない。玉野本人もだ。

（良介が見てたら、情じよう緒ちよが足りないとか逆に怒りそうだけど。エッチなことにだけは拘こだわるバカなのよねぇ）

　クスリと笑みを浮うかべて、リサラは慌あわてて笑顔を追いやった。

（なんであいつのことを思い浮かべてるのよ）

　再び表情を消し去り、

「こっちも脱ぬぎましょうか」

　清すが々すがしいくらい堂々と、上着を脱いでしまう。

（こんな事なら、作った下着を付けてくれば良かったわね。このリサラともあろう者が、まさかコンビニ下着姿を見せることになるなんて……）




　静かだった。

　ボクシング部部室の裏手に身を屈かがめて近寄ったはいいものの、良介の耳には中から何も聞こえてこないのだ。仕方なく、そっと首を伸のばして中をのぞき込んだ。

　そして次の瞬しゆん間かんには、ガラリと窓を開け放ち飛び込んでいた。

　我が慢まんが、我慢が出来なかったのだ。宝物の扱いも知らない、あの無粋な連中に！

「良介っ!?」

　最初に気がついたのはリサラだった。何しろ飛び込んだ勢いのまま玉野の頭上を越こえて、彼女の目の前に転がり込んだのだ。

　テーブルや椅子にぶつかり、床で擦こすり、ズキズキとあちこち痛む。

　でも、そんな痛みは気にならない。

　良介は、玉野からリサラの下着姿を隠すように立ち上がり、言い放った。

「制服は全部脱がしちゃだめだろうっ！」

「どこまでマニアなのよ！」

　間かん髪はつ入れずリサラが突つっ込こんだ。そんな二人に玉野が目を白黒させ、部員達もまた、唖あ然ぜんとして突っ立っている。

　その間に良介は、地面に落ちていた制服の上着を取り、そっとリサラに返した。

「りょ、良介……」

　意外そうに、そして少し湿しめり気けをもってリサラが良介の名を呼び、上着に袖そでを通す。そんなリサラに微ほほ笑えんでから、

「うんうん、制服を脱がすなら、最低でも上着は残すのがマナーだよな。マニアとかそんなんじゃなく、紳しん士しの約束だ」

　良介は満足そうに頷うなずいた。

「良介……」

　何な故ぜだろう、今度は随ずい分ぶんと乾かわいた感じだ。

　だが今の良介にはそんなことはどうでも良かった。改めてふつふつと怒いかりが湧わくのだ。

「お宝の扱い方も知らないなんてお前らそれでも男かよ。女の子は大切にしなきゃいけないんだぞ！」

　カッと熱くなった頭のまま、良介は言い放つ。

「そりゃコイツは、性格悪いし胸もないけど、スタイルと顔はいいんだぞ。この制服上着に下着姿っ、最高じゃないかっ。そんなお宝を無理矢理なんて、ああもう腹が立つ！」

「うんうん、私も腹が立つわね」

　リサラが深く深く頷く。

「だろう？」

「ええ、もの凄すごく腹が立つわ」

　いきなりリサラに耳をつねり上げられた。

「い、いってぇっ!?」

「だ・れ・が、性格が悪くて胸がない絶世の美少女ですって？」

「イタッ、イタタタタタ、冗じよう談だん、軽い冗談だって。リサラは控えめな胸で性格がキツイ美少女ですっ」

「絶世っ」

「イエス、絶世の美少女っ」

　ようやく離してくれた。

「ま、控えめだのキツイだのは、性格が優しく大らかだから許してあげるわ。で、何をしに来たのよ、結局」

「あのな、何もクソも。囚とらわれの美少女を救うのは、何い時つだってヒーローの仕事だろ？」

　あまり手入れしていない髪かみを片手で掻かき上げ、フッと笑ってみる。自分がちょっと格好いい気がする良介だ。

「ちなみに、現状は把は握あくしてるの？　私としては、周囲をよく見てみることをオススメするけど」

　素直に周囲を、リサラの下着姿を見ようとしたら叩たたかれた、のでそれ以外を見てみる。

　ボクシング部の部員さん達が、十人。ニッコリ、スマイルだ。みんな制服の上からでも分かる、引ひき締しまった身か体らだ。きっと腹筋なんかも割れているに違ちがいない。

　そんな状じよう況きようを確認して、良介は軽く笑みを浮かべた。

「あら意外ね。現状を把握しても余よ裕ゆうあるんだ」

「ええと、どうやらお呼びじゃないようで。いや、ホントごめんなさい」

　深々と斜ななめ四十五度のお辞じ儀ぎをし、

「じゃ、そういうことで、おっ邪じや魔ましました～」

　いそいそとその場を立ち去ってみる良介だった。瞬間、またリサラに耳をつねり上げられてしまった。

「痛いっ、イタタタ、ホントに痛いんだってば」

「あのね、何をしに来たのよ、何を」

「いやだって玉野に連れて行かれたって聞いたから」

「心配してくれたわけ？」

「心配って言うか、腹が立ったんだよ。女の子が宝物だってことを理解しない、このバカ野や郎ろう達に。で、来てみたら下着姿じゃん。しかもマナー違い反はんなもんで、気がついたら飛び込んでたって感じ？」

「ったく、ちょっと嬉うれしかったのがバカみたい」

「え？」

「う・る・さ・い」

　もの凄くドスの利いたリサラの声だ。当然怖こわくて良介は、

「ごめんなさい」

　間髪入れず謝ってしまう。

「ま、でも良介のバカみたいな信念も、ここまで本気なら褒ほめてあげるわよ」

　そう言ってリサラが苦笑し、すぐにニヤリと笑みを変える。

「そうね。もう一つ褒めてあげないとね」

　とても嫌いやな予感がする笑顔だ。肉にく食しよく獣じゆうがご馳ち走そうを前にしたような、今にも舌なめずりしている感じだ。

「あ、あの、リサラさん？」

「《カルヌーンプラデュール》を呼び出すのはいいとして、連中の記き憶おくを操作するまでの霊れい力りよくはなかったのよね。だからどうしようって思ってたんだけど、ふふ、ホントにタイミングよく来てくれたわ」

「待てっ。ちょっと待てっ。冷静にな、ほら二人が力を合わせればどうにか」

「分からない？」

　クスリととっても良い笑顔をリサラが浮かべ、

「この私が連中を半殺しにしたいのよ」

　とても物ぶつ騒そうなことを言う。

「本気で言っているのかい。この玉野と部員達を見て」

　玉野が口を挟はさんできた。今まで茫ぼう然ぜん自じ失しつだったところを見ると、意外に緊きん急きゆう事態に弱いのかもしれない。

「ふふ、安心しなさい。記憶を操作するから後こう悔かいはしないわ。ただ、この私への恐きよう怖ふだけは刻みつけてあげるけどねっ」

　そう言いきると、リサラは良介の心臓の上に手を置く。

「またあふれ出してる……もしかして、私の下着姿で？　この量、これなら《装デイス束ラード》まで出来ちゃうじゃない……」

　が、深刻そうに意味不明なことを言い出す。

「リサラ？」

「こっちの話。じゃ、いくわよ良介っ」

「ヤダってもやるんだろ」

「ふふ、諦あきらめがよくて感心ね」

　ニヤッと唇くちびるを歪ゆがめ、リサラが目を閉じた。

「《グラム》、《折れた剣けんグラム》よ。リサラ・レストールの名において目覚めなさい。この私に、かき抱いだいた魂たましいの力を捧ささげるのよ」

　それは不思議な感覚だ。心臓ではない、ただ良介自身の中心だと感じる箇か所しよ、ソコが脈打つ。ドクンドクンと激しく脈打ち、何かが吸われていく。

　血液よりも大切な何か、それがはっきりと吸い取られていく感覚。

「う、うあ……」

　立っているのもだるくガクンと跪ひざまずいてしまう。そんな良介の頭を、そっと抱だきかかえて、リサラは髪をなでる。

「安心しなさい良介、明あ日したになればまた回復してるから」

　ぼんやりとした視界の中で、リサラは優しく微笑んだ。自分が腰こし掛かけていた椅い子すに良介を丁てい寧ねいに座らせると、リサラは右手を高く掲かかげる。

「《装デイス束ラード》」

　塵じん芥かいがリサラの周囲で渦うずを巻き始める。渦の一つ一つが塊かたまりをなしていき、それらがまた渦を巻く。遂ついには革のように黒光りする破片となり、リサラの身体を覆おおう。

　それは良介や玉野達、つまり人間が想像する死神とはかけ離はなれた姿だった。

　マントなどはなく、ボディラインがはっきりと浮うき出る、薄うすく黒い物を着込んでいる。

　装そう飾しよくは骸がい骨こつではなく、頭部から生えた角つのと捻ねじれた首輪だ。

「《カルヌーンプラデュール》よ、良い子だから目覚めなさい」

　二匹ひきの炎えん蛇じやが、掲げた右手に現れ出いで、身み震ぶるいする。と、左右に伸のびて、鎌かまとなる。

　それだけが、イメージとして持つ死神のものだった。

　リサラが一歩踏ふみ出すと、黒い装束に赤髪が揺ゆれる。それはまるで炎ほのおだ。

「あ、悪あく魔ま？」

　玉野が呟つぶやいた。

「失礼な男ね。この一級死神リサラ・レストールを悪魔呼ばわりだなんて。お忍しのびじゃなければ殺してるところだけど……」

　鎌の柄えを握にぎりしめたリサラが腰を沈しずめて、回転した。

「ひっ!?」

　玉野が頭を抱かかえてしゃがみ込み、バサリと複数の音が響ひびいた。

「ま、見てて楽しいものじゃないけれどね」

　ズボンが落ちていた。

　玉野を除く部員達全員のだ。誰だれ一ひと人り、動くことが出来なかった。

　満足げにリサラが立ち上がり、玉野の首筋に鎌を掛かけても、誰も動けない。いや、何かしようという気さえ起こさせてもらえなかった。

　逆らえば殺される。

　死神は勝手に人を殺せない。そんな常識を知っていて尚なお、殺されると思わせるだけの殺気と迫はく力りよくが、リサラにはあった。
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「このバカはどうしてくれようかしらね。切り落として、女にしてやるのも一興かしら」

「ひっ、ひぃぃっ」

　真っ青になり逃にげだそうとした玉野が、鎌の刃はに首筋が当たり慌あわてて立ち止まる。刃に触ふれた肌はだから、血が数滴てき流れ落ちていく。

「気をつけてね。《カルヌーンプラデュール》は良い子なんだけど、やんちゃで斬きり刻むのが大好きなのが玉に瑕きずなのよね」

　つんつんと玉野の首筋に薄い切り傷を作りながら、リサラはわざとらしくため息を吐つく。

　玉野は血液なんてほとんど流れ出していないのに、貧血で失神しそうだ。

　そんな様子に自分達のボスの死を感じ取り、扉とびらを塞ふさぐように立っていたヘビー級な男が、背後からリサラに飛びかかる。

「うっ、うおぉぉぉぉっ！」

「ふうん、忠誠心に篤あついのもいるのね」

《カルヌーンプラデュール》の刃を玉野の首筋に掛けたまま、リサラが左足を引いて半身になった。その整った顔に男の右拳こぶしが雄お叫たけびと共に叩き込まれる。

「そんな!?」

　リサラの左手一つで拳が受け止められていた。がっちりとたくましい拳を握りしめ、ミシミシと潰つぶしていく。

「お、俺の手がっ、ひぐっ、ぐあぁぁっ」

「と、いけないいけない。潰しちゃうのはやり過ぎよね」

　拳を放すと同時にリサラが左足を上げ、

　──キンッ。

　そんな金属音が錯さつ覚かくで聞こえるくらい見事に、男の股こ間かんに足が直ちよく撃げき。大男はその場で崩くずれ落ちていった……。シクシクと聞こえてくる泣き声が、とても哀あわれを誘さそう。

「さてと、そろそろ思う存分暴れましょうか」

「え、これからが本番？」

　キョトンと玉野がリサラを見上げた。

「玉野先せん輩ぱい、一度や二度、命の危険を感じさせた程度で解消出来るほど、私のイライラは軽くないの。ごめんなさいね」

　いかにも悲しそうにリサラが顔を曇くもらせると、《カルヌーンプラデュール》を頭上で大きく回転させる。うなりを上げて刃を回す姿は、悲しそうな顔をしているくせに、もの凄すごく楽しそう。

「良介、五分くらい待っててね」

（五分もかよっ！）

　良介が、心の中で思わず突つっ込こんだ時にはもう、ボクシング部部室には阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずが始まっていたのだった……。
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「あーすっきりした」

「あー怖かった」

　気分爽そう快かいなリサラと気分戦せん慄りつな良介が部屋から出ると、美菜と乱橋先生が青ざめた顔で立っていた。

「二人とも、青い顔してどうかしました？」

　皆かい目もく見当が付かない、そんな顔のリサラだ。

「あ、あの、その、先生ね、大おお倉くらさんに呼ばれて来たんだけどぉ」

「中から、凄い悲鳴が聞こえてきて」

　乱橋先生と美菜が互たがいの顔を見て、頷うなずきあう。

「先生、怖くて中に入れなかったの」

　鍵かぎを握る乱橋先生の手が、思い出したのかカタカタと震ふるえている。

　その気持ち、良介には痛いほどわかる。わかってしまう。目の前で屈くつ強きような男達が、高笑いを上げるリサラに血祭りに上げられていく様子は、恐怖そのものだった。

　そんな良介の視線に、リサラが不ふ機き嫌げんそうな顔で聞き返した。

「何か文句あるわけ？」

「いえ、ございません女王様」

「何よそれ」

「いや、素直な感想だけど」

「ふうん」

　イマイチ納得がいかない顔で、リサラは渋しぶ々しぶ引き下がった。そして、小声で耳打ちしてくる。

「ま、いいわ。その代わりしっかりフォローしてね」

「俺が？」

「そ。私が被ひ害がい者しやで何の責任もない、可か憐れんな少女ってところを強調してね」

「そんな無茶なっ！」

「じゃ、フォロー、スタート！」

「えっ、ええぇ？」

　いきなり美菜と乱橋先生の前に突き出されても、良介は言葉が出ない。

　そもそもそんな機転が利く男なら、もっともっと美お味いしい青春を送っている。

「加賀くん？」

「良介くん？」

　二人揃そろって不思議そうな顔で見られても困るのだ。だってだって、何を話していいか良介はさっぱり分からない。

　振ふり返ると、リサラがニッコリと微ほほ笑えんでいる。あれは、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せている笑顔じゃない。出来なかったら分かってるんだろうなゴラァ的な笑顔だ。

「くそっ、俺に明日はないのかよ」

「どうかしたの？」

　乱橋先生が唇に指を当てて、首を傾かたむけた。

「何かあったの？」

　美菜はじっと見つめてくるし……。

「あ、あったと言えばあったような……そのあの、ぶ、部室の中で、ですね」

「「うん」」

　良介のしどろもどろな説明に、姉妹みたいに二人が同時に頷いた。

「色々ありまして」

「先輩の悲鳴、怖こわかった……」

　美菜が、ぎゅっと両手を握りしめる。乱橋先生も、また少し震えだす。

「そうそう、ただ事じゃない悲鳴が聞こえたのぉ」

「う……そ、その悲鳴は」

　考える。必死に考える。ここはボクシング部、リサラは性格と胸を除けば美少女。そして悲鳴。さあ、この三つを使ってストーリーを考えるんだ。

「ぼ、ボクシングしてました！」

　アドリブの利かない男、それは加賀良介。後ろでリサラも頭を抱えている……。

「そっか、ここはボクシング部ですものね。なるほどなるほど」

「え？」

　乱橋先生が何な故ぜか合が点てんがいったと頷いた。当然、本人以外は蚊か帳やの外。

「だから、ボクシング部主しゆ催さい、第一回リサラさん争そう奪だつ戦せんがあったのね。血と汗あせが飛び散る青春の一大スペクタクルってわけねぇ」

「リサラの争奪戦？」

　良介の疑問に、乱橋先生は大きく頷く。

「そうそう、ボクシングで勝ち残った者だけが、リサラさんに告白する権利を得られる。青春の意い地じと友情と愛が交差する、美しき戦いの物語っ！」

　勝手に盛り上がった乱橋先生が、感動で目を潤うるませて拳を握りしめた。

「そうなの、良介くん？」

「え、ええと」

　言いよどんだ良介にリサラは、肘ひじ鉄てつを軽く喰くらわせて遮さえぎる。

「そうそう、そうなのよ、美菜さん」

「ふうん。そうなんだ」

　美菜の視線はもの凄く疑念に満ちている。

「でも、高笑いも聞こえたし……死神とか、なんか」

「うっ」

　リサラが軽く後ずさった。

「それに、授業中の二人の内ない緒しよ話ばなしからも、死神とか聞こえた気がするし」

「ううっ」

「私が案内した人と会っても、様子が変だし」

「ぎくり」

　と、わざわざ動どう揺ようをリサラが言葉にした。よっぽど焦あせっているらしい。

「なあリサラ」

「何よ、良介」

「美菜には、言ってもいいと思うぞ。学園に関して詳くわしいし、口も堅かたいし、信用出来るヤツだと俺は思う」

「良介くん……」

　恥はずかしそうに、美菜が身をよじる。その様子をじっと見つめてからリサラは、

「そうね。美菜さんは信用出来るわね。特に良介が絡からんでいれば」

　訳の分からないことを言った。

「リ、リサラさんっ」

　何故か美菜が慌あわてるが、リサラはそんなこと気にもとめずにマイペースだ。

「美菜さん、今夜って時間あるかしら」

「今夜ですか？」

「そう、色々と込み入った事情があるから、私の家で説明したいのよ」

「俺の家だっ」

　慌てて訂てい正せいした良介に、リサラはやれやれと首を振る。

「細かいことを気にする男ね」

「良介くんの家に……良介くんは構わないの？」

「俺は構わないぞ。てか、昔はよく来たじゃないか。遠えん慮りよするなって」

「う、うん」

「ったく、ホントに凡ぼん人じんね」

　リサラにジト目で見られてしまった。何故か分からずキョトンとした良介に、リサラははぁと軽くため息だ。そして肩かたをすくめると、美菜に微笑む。

「そうそう、これからは美菜でいいかしら。もっと親しくなるんだし」

「はい、もちろん私はリサラさんの自由で構いませんっ」

　嬉うれしそうに、美菜が何度も頷いた。

「あのね、私が美菜って呼ぶんだから、美菜はリサラでしょ」

「で、でもその……」

「何なら、おまけで良介のことも呼び捨てでいいのよ？」

　その言葉に、美菜が非難の目でリサラを見つめ、ぼそぼそと言った。

「う、うゔ、リサラは意地悪です」

「ふふ、ごめんなさい」

　どうやら良介の分からないところで、二人はさらに親しくなったらしい。そのまま仲良く談笑しながら、時折良介の悪口も聞こえるが、歩いて行ってしまう。

（女って、さっぱり分からないぞ……）

「良介っ、ぼさっとしてないで付いてくるっ」

「そうですよ、置いていっちゃうから」

　さっぱり分からないが、二人の間には上下関係なんてなくなり、まるで同志か仲間のように息もぴったりだ。

　仕方なく、やれやれと良介は歩き出した。

　ちなみに乱橋先生は、そのまま感動に打ち震えた状態で放置され、マルベックさんが来るまで、あっちの世界に行きっぱなしだったとか。
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「ふうん、こういうことですのね」

　ようやく、痛みを堪こらえて起き上がった玉野の前に少女が立っていた。初めて見る、というよりも、どう見ても高校生には見えない少女だ。お嬢じよう様さま然としたフリフリの服も幼い。もっとも胸はリサラより遥はるかに豊かで、体つきの割には随ずい分ぶんと発達している。

　ただ声も顔も背せ丈たけも、まだまだ女性と言うには早い小こ柄がらな少女だった。

「何ですの、さっきからジロジロと見て、気持ち悪い」

「くっ、好き勝手言いやがって。僕は、何でかすこぶる機き嫌げんが悪いんだぞ」

　強く少女を睨にらみ付ける。傷ついているとはいえ、ボクシングで鍛きたえた男の、それも暴力に巻き込まれた後のすさんだ視線だ。少女を震ふるえ上がらせる迫はく力りよくは申し分ない。

　──はずだった。

「使えそうな男ですわね。小細工を用意して来た甲か斐いが、ふふ、ありましたわ」

　平然と少女は見つめかえして近寄る。

「ちょっと貴あ方なた、その元げん凶きようを思い出して、仕返しをしたくはありません？」

　そう話す少女の手には、いつの間にか見たこともない赤い短たん剣けんが握にぎられていた……。









　とある独身死神と独身先生の独白その２
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「ぷはぁっ、二ふつ日か酔よい明けのビールの美味しさったらもうっ」

「そーですねぇ、マルさん」

「で、さっきは何をしてたわけ。廊ろう下かで涙なみだ流して震えてるなんて、普ふ通つうじゃないわよ」

「いえいえ、若わこ人うど達の愛と青春の戦いを知ってしまったものでぇ」

「若人達ねぇ、私もこっちに来た時は愛人の一人も作ろうと思ったけど」

「愛人って人間のですか？」

「ええ、そうよ」

「死神と人間でもそんな関係になるんですか？」

「ええ、可能よ。子供だって作れちゃうわ。こっちに来て存在している段階で、私達死神の身か体らだは人間界の肉体を得ているから。もっとも、そのせいで霊れい力りよくを常時消費しなきゃいけないんだけどね」

「ならなら、人間が死神界に行っても、平気ってことですか？」

「そうなるわね。過去、何度か例はあったみたいよ。死神がこっちの世界に居着いちゃうとか、死神界に人間を連れて帰っちゃうとかね。大たい抵ていは、不幸な結果に終わったみたいだけど。ぷっはぁっ、店員さん、ナマ中もう一いつ杯ぱい！」

「あの、どうして不幸に？」

「そりゃ当然でしょ。まず寿じゆ命みようが違ちがうわ。死神は力にもよるけど、最低でも人間の数倍はあるしね」

「それはそーですねぇ。どんどん互たがいの歳としが離はなれていくのは、悲しいかもぉ」

「そうそう。だから、組織内で人間界に来ている死神同士の合コンとかもあって、フォローもしてくれるんだけど……畜ちく生しようっ、わたしゃもう売れ残りよっ！」

「どうどう、マルさん」

「はぁはぁ、ううっ……と、とにかく死神が人間を好きになったりするのはタブーなわけ。死神学校で最初に習うことだわ」

「学校？」

「ええ。死神界の住人が全員死神じゃないもの。死神学校で免めん許きよを受けて初めて、正式な死神なわけよ。そこで能力に合わせて、階級が与あたえられるわけ」

「そーなんですかぁ。死神さんも結構、世せ知ち辛がらいんですねぇ」

「うう、その通りなのよ。聞いてよ、乱」

「あ、ちょっと待って下さいね。店員さん、熱あつ燗かん一本下さいなぁ。で、なんですか？」

「あのね、実技があと五点だったのよ。あと五点で、私、私は三級だったの……うう、そうすれば、管理職になれたのに。こんな走り回る仕事しないで、死神界でふんぞり返ってられたのにっ」

「あらあらぁ」

「あの年はね、たまたま平均点が高かったのよっ。バカみたいに点を取る連中がいて、例年なら余よ裕ゆうで三級死神だったのにっ、ひっくっ、ぐすっ、うえぇぇぇんっ、これが飲まずにやってられるかぁぁっ」

「うんうん、今夜もたっぷり飲みましょうねぇ」

「飲むさっ、飲むに決まってるでしょうがぁぁぁぁぁ」

「あ、お姉さん、もつ焼きと馬ば刺さしをお願いしますぅ」

「じゃんじゃん持ってこーいっ、私も熱燗よっ、熱燗持って来いやぁ！」

　かくして今こ宵よいもまた、二日酔いが一人出来上がっていった……。









　四章　スゴイ触ふれてます









　良りよう介すけがカエサルの散歩から帰ると、リサラと美み菜なが料理を食卓に並べていた。

　これまでの事情を説明するために呼んだ美菜が、居い心ごこ地ち悪そうにソワソワとしている。

「もしかして、まだ説明してないのかよ」

　良介が少し責めるような口調で言うと、

「当たり前でしょう、良介も当事者なんだから。貴あ方なたがいない所で、勝手に説明なんてしないわよ」

　リサラが当然とばかりに言い切った。

（一応、俺おれにも気を遣つかってくれてるってことなのかな）

　少々、リサラの優しさは分かりにくくはあるが……。

　良介が席に着くと隣となりにリサラが座った。美菜は、少し納得のいかない顔で、良介の正面の椅い子すに腰こし掛かける。そしてリサラが、漸ようやく美菜に自分の事情を話し始めた。それも勢いよく一気にだ。流れるように喋しやべり、美菜の頭の中に次々と事情を放ほうり込んでいく。

　その結果、美菜はポカーンと固まってしまった。

「美菜、平気か？」

　心配した良介の声に、美菜がギギッと顔を向け、たどたどしく呟つぶやく。

「死神……リサラが死神」

「ええ、私は死神よ」

　しっかりとリサラが頷うなずいた。

「まさかって思ってたけど、本当にそうだなんて」

「状じよう況きようは理解してくれたかしら。私が特異者を捜さがしてるってことと、良介がそのために快く協力してくれてるってこと」

「抜ぬけ駆がけをしてるから、帰れないんですね」

「抜け駆けした上に、手ぶらで帰ったなんて知れてご覧なさい。私のレストール家の後こう継けい者しやとしての立場は、完全にパーだわ」

　リサラが自じ嘲ちよう気味に笑い、突つき出した拳こぶしを上に向けてポンッと開く。

「死神の世界にも色々あるんですね」

「そりゃそうよ。私達だって、死神界で普通に社会を作ってるんだもの」

「そうですね。でもよーく分かりました」

　チラリと美菜が良介を見て、小さく「よしっ」と頷いた。

「なんだ？」

「あ、え、その、えへへ、なんでもない。うん、良介くんには関係ないよ」

　慌あわてて、そして何な故ぜか照れ笑いだ。

「リサラ、これまで以上に私、お手伝いしますね」

「いいの？」

「もちろんですっ。だ、だからその、私、私じゃダメなんですか？」

　唐とう突とつな言葉に、リサラと良介が仲良くポカンと美菜を見た。

「だから、良介くんに刺ささってる《グラム》を、私に……」

「コレじゃなくて、美菜から霊力を吸い取れって言うわけ？」

　リサラが隣の良介を親指で指すと、美菜は「はいっ」としっかり頷く。

「美菜……結構辛つらいんだぞ、これ。スケベ心が皆かい無むになった時の虚むなしさったら、もう」

「美菜の生きる力の源は、スケベ心じゃないと思うけどね」

「うっ、いやでも、ほら生きる力が無くなるのは同じだろうが」

「まぁ確かにそうだけど。でも……」

　リサラが両りよう肘ひじを食卓につき両手を組んで、顎あごをのせた。そして、じっと美菜を見つめる。

「リサラ？」

「確かに、美菜の霊力は良介とは比ひ較かくにならないわ。ううん、普通の人と比べてもかなりの量よ」

　確かに美菜は、運動が苦手ってことをのぞけば優ゆう秀しゆうだ。

　成績だって学年トップではないが、かなり上位に食い込んでいる。

　容姿も、良介のファンは聞いたことはないが、美菜のファンなら聞いたことがある。

「確かに美菜は凄すごいよな。俺はまったく勝てる気がしない。欠かけ片らもしないぞ。うん、これで俺は用済みか……」

　そう頷いてから良介は、食卓の下で寝ねそべっていたカエサルに抱きついた。

「クスン、クスン、カエサル～」

　ああ、カエサルのぬくもりが心地よい。なんだかもう、カエサル以外に心を開きたくない気分。ペシペシとカエサルが、抱きついた良介の頭を叩たたいた。もしかしてこれは、慰なぐさめられているのだろうか。それはそれで、泣けてくる良介だった……。

「ったく、そんな所で拗すねないの」

　リサラが、カエサルと良介の前に立ち、見下ろしてきた。

「いいもん、ボク。スケベだけを大切に生きていくんだもん」

「あのねぇ、もう少ししゃんとしなさいよね」

　呆あきれるというより怒おこるように言うと、リサラは強くパンッと手を叩いた。

「ほらっ、顔を上げるっ！」

　その拍ひよう子しに、良介は素直に顔を上げてしまう。と、リサラの黒いニーソックスが目に入ってくる。そのまま上げると、足の間越ごしに食しよく卓たく、心配そうな顔をしている美菜が見えた。

　が、まだまだ止まらない。

　そのままもう少し、上げすぎないように気をつけて、でも不自然には思われないように、ゆっくりではなく、顔を上へと向ける。そこには当然──。

「そうそう、それでいいのよ」

　満足そうなリサラの声が聞こえてきた。視界には、白い白い布。

「うい」

　意識の全すべてが、その白い布に集中していく。言語中ちゆう枢すうを操るリソースすら、足りなくなるほどに。何かが、心の奥おく底そこでふつふつと湧わき上がっていく。喜びと力がみなぎる。

「そもそもね、良介は自信がなさ過ぎなのよ」

「うい」

「確かに美菜は良介より遥はるかに霊力が高いけど、私はね、ほいほいと乗り換かえたりするのは嫌きらいなわけ、分かる？」

「うい」

「そう、分かるならばいいわ。いいこと、これからも良介が私のパートナーなんだから、このリサラ・レストールに恥はずかしくないように頑がん張ばってくれないと」

「うい」

「…………」

　リサラが、訝いぶかしげに押おし黙だまった。でも、良介は何も考えずに返事をする。

「うい」

「良介、ちょっといいかしら」

「うい」

「エッチ」

「うい」

「スケベ」

「うい」

「な、何を見てるのかしら、良介」

　ぎこちなく、リサラが問う。そして、脳みその全てを白い布のこと、

「パンツ」

　に集中していた良介は、素直に答えてしまう。

　咄とつ嗟さにリサラが足を閉じ、左手でスカートの裾すそを押さえた。まじまじと見えていた、白いパンツが、白い太ももが、少しだけはみ出たお尻しりの肉が、奪うばわれてしまうっ。

「ああぁっ、おパンツ様がぁっ。くっ、つい正直に──って、ふぎゃぁっ!?」

　ガシッとリサラの右手が良介の頭ず蓋がい骨こつを掴つかみ、地面に押しつけた。

「ギブアップっ、ギブッ。美菜っ、助けてっ」

「今のは、私もフォロー出来ません」

　美菜が、あっさりと良介の救きゆう援えん要よう請せいを捨て去った。なんか、怒った顔してるし……。

「そんなぁ」

「ボクシング部であれだけ吸い取ってあげたのに、まさかパンツ一枚で回復するとはね。まさかここまで筋金入りのスケベだとは、さすがに思ってなかったわよっ」

「か、回復ってなんでしょう？」

「アンタは、なんでか知らないけど、エッチな刺し激げきがあると霊れい力りよくが回復するのよ。って、自分で気が付いてなかったわけ？」

「うーん、そー言えばなんか力がみなぎってきてるかも。うん、リサラのパンツを思い出すと、なんかすっごくワクワク出来る。妄もう想そう出来る。白の向こうにうっすらと赤いのが透すけてたのなんて、もー最高ですともさっ！」

「イヤァァァァァァァァァァッ！」

　悲鳴を上げながらリサラが、ギリギリと良介の頭蓋骨を締しめ上げ、さらに吸い取り始める。

「ひあぁぁぁぁぁぁっ！」

　悲鳴を上げようが何をしようが関係なく、スケベ心は容よう赦しやなく吸い取られていった……。

「ほう、カエサルさんや、女って怖こわいのぉ」

　良介はのそのそとカエサルの所まで這はっていくと、頭をなでた。

「オン……」

「よしよし、カエサルさん。お前も女なんかにうつつをぬかしちゃいかんぞ」

「オ……ン」

　もの凄く嫌いやそうな顔のカエサルだった。

「私、着き替がえて来る！　良介の視線がついてるみたいで、イヤッ」

　そして数分後──

「リサラ、どういうことなんですか？」

　美菜が、冷静な表情でリサラに聞いた。

「どういうことって、何が？」

「良介くんから私に乗り換えないってことです。霊力が回復するってことに関係あるんですか？」

「そのことね。人間って減った霊力をゆっくり回復していくの。その過程で嬉うれしいこととか満たされることがあれば、少しは回復が早くなったりはするんだけど……」

「良介くんは違ちがうんですか？」

「ええ。コイツは、よっぽどエッチに対して執しゆう着ちやく心があるのか、ものすっごいスケベなのかは知らないけど、スケベ心が満たされることがあると、一気に霊力が回復しちゃうのよ。最初に気が付いたのは、私のお風ふ呂ろをノゾキに来て、胸を見た時にね。次が、ボクシング部で私が制服の上着に下着って姿になってた時。で、今よ」

　やれやれとリサラが良介を見た。美菜は、呆ぼう然ぜんとした顔で見つめている。

「ノ、ノゾキ……良介くん、そんなことを」

「でも聞いたことないのよねぇ。生きる力が満たされたからって、ここまで極きよく端たんなのは」

　そうリサラが指を一本、額にあてて考え込んだ時だ。

「ウウゥッ、ワンッ！」

　カエサルが吠ほえ、やや遅おくれてピンポーンとチャイムが鳴なり響ひびいた。

「こんな時間に誰だれだ？」

　時間はもう七時近い。

　あげくにスケベ心を吸い取られたせいか、どーもやる気が起きない良介だ。

「居い留る守すでいいか」

「いいわけないでしょうっ」

　間かん髪はつ入れず、リサラが声を上げる。

「あの、私が出ます。荷物かもしれないし」

　美菜がパタパタと玄げん関かんに向かって小走りした。

「やれやれ、俺も行くか。最近、物ぶつ騒そうだし」

「ふうん、美菜のこと心配なんだ」

「ま、幼おさな馴な染じみだしな」

　答えて良介は食堂を出て行った。

「幼馴染みね……」

　その様子を見つつ、リサラは小さく呟つぶやいたのだった。

「良介くん……」

　玄関先、美菜の顔が青い。心なしか、少し足が震ふるえているようにも見える。

「なんだよ、そんな青い顔して」

「だって、あの」

　その視線の先を良介も見て、

「んなっ」

　息を呑のんだ。

「すまないね、こんな時間に押し掛けて」

　門の外に玉たま野のが立っていた。少し足を開いて腰こしに左手を当てる気き障ざったらしい格好でだ。

「申し訳ないけどリサラくんを呼んできてくれないかな、加か賀が良介くん」

「うげっ」

　今まで三流だの下品だのだったのが、何な故ぜかフルネーム＋プラスくん付けに昇しよう格かくだ。

「なんだか玉野先せん輩ぱい、ちょっと違うかも」

　美菜が呟いた。確かに何かが違う。あれだけリサラに叩きつぶされたのに、自信に満ちあふれているのだ。

（いや、単に神経が図太いだけって可能性も……）

「さ、頼たのむよ」

　断られるなんて微み塵じんも思っていない様子で、玉野が言う。

「良介くん、どうしよう」

　昼間の出来事を知っているだけに、良介は素直に頷うなずけない。ただ玉野は、どう見ても一人で、仕返しをしに来たようにも見えない。

「このまま玄関閉めて鍵かぎ掛かけたらダメかな？」

「きっと怒ると思うな……」

　悩なやんだ結果、良介はリサラに声を掛けた。

「ま、リサラが玉野にどうこうされるとも思えないしな」

「でも、凄すごくイヤな顔しそうだよね」

　が、そんな美菜の予想に反して玉野が呼んでいると聞いたリサラは、嫌な顔どころか笑顔を浮うかべた。もちろんそれは肉にく食しよく獣じゆう的獰どう猛もうな笑顔……。

「トドメを刺さされに来たのね。ふっふっふ、丁ちよう度どいいわ。少し面白くなかったところだし」

「面白くなかった？」

「あ、少しよ、本当にほんの少しだけ面白くなかっただけよ」

「いや知らないって。何が面白くなかったかも分からねぇし」

　良介の言葉に「ふんっ」と鼻を鳴らすと、リサラはドンドンと足音も荒あらく不ふ機き嫌げんそうに玄関から出て行った。

「あいつ、どうしたんだ？」

「私には聞かないでね」

　美菜にしては珍めずらしく、きっぱりと言う。

「なんで？」

「答えたくないもん」

「リサラが不機嫌な理由知ってるのか？」

「知らないっ」

　プイッと美菜がそっぽを向いた。

「どっちだよ、それ」

　リサラに続き美菜もよく分からなかった。昔はもっと単純なヤツだったのだけど。

　そんな良介の心中に関係なく、リサラが勢いよく門を開け放つ。

「よく出てきてくれたね、リサラくん」

　玉野が、大おお仰ぎように頭を下げた。その姿にリサラの眉まゆがぴくんと上がる。

「ふんっ、まずは言いたいことを聞いてあげるわ。また馬ば鹿かげたことだったら、覚かく悟ごしてもらうわよ」

「いやいや、覚悟するのはリサラくんの方かもしれないよ」

　頭を上げた玉野が、余よ裕ゆう綽しやく々しやくに笑う。

「何よそれ」

「まずは、僕の手を握にぎってくれないかな」

「貴あ方なたの霊力量ならもう把は握あく済みなんだけど……」

　息を呑む。

「どうして、それを知ってるわけ」

　リサラが眉をひそめて、警けい戒かいしつつ一歩退いた。その姿に、玉野は優ゆう越えつ感を隠かくそうともせずに、忍しのび笑う。

「くくく、特別な人間には、特別なことが起きるんだよ。そうさ、僕はもう知っているよ。キミが死神だってこともね」

「だからっ、どうしてそれを！」

「キミに教える必要はないと思うけどね。それより、さ、僕の手を握るんだ」

　堂々と玉野が右手を差し出す。

「また測れって言うわけ？」

「そうとも。男はちょっとしたきっかけで、大きく化けると言うからね」

「そんなことありえないわよ！」

　ヒステリックにリサラが叫さけぶ。

「そう思うならそれでいいさ。測れば分かることだろ」

　少しの間リサラは考え込んでから、警戒しつつその手を握る。

　そして、玉野の顔をチラリと見た後、横目でブレスレットに目を落とした。

「二千万……嘘うそでしょっ!!」

　大きく声を上げ、リサラが後ずさった。

「ど、どうして？」

「だから言っただろ。不覚にもキミにボコボコにされて、僕は化けたんだよ」

「嘘よっ、そんなことありえないわ！」

「信じる信じないはリサラくん次第さ。別に僕はキミじゃなくてもいいんだからね」

「なっ」

　リサラが言葉に詰つまる。

「ま、いいさ。どうかな、こんな所で立ち話もなんだし、そこの公園で話さないかな？」

「話すって、何をよ」

「もちろん、リサラくんのこれまでの行動の反省と、これからのことさ。ああ、もちろん強制じゃないよ。ただ僕と話し合った方が、リサラくんのためになると思うけどね。ああ、もちろん僕の善意の提案だよ」

　玉野の言葉を聞きながらリサラの顔が徐じよ々じよに俯うつむいていき、肩かたがわなわなと震えだす。そして玉野が喋しやべり終わってから数秒間押おし黙だまりようやく、

「分かったわ」

　とだけ言うと、一歩進んで玉野の脇わきに並んだ。

　その様子に玉野は苦笑しながら肩をすくめる。

「理性が働いて何よりだね」

　そして門から一歩だけ加賀邸ていに入り、良介と美菜を指差す。

「美菜くんに良介くん、これは僕達の問題なんでね。お留守番していてくれるかな」

「やなこった」

「う、うんっ」

　二人の反応を玉野は面白がるように聞き、ニヤリと笑った。

「リサラくんもそう思うだろ？」

「……ええ、そうね。良介、美菜、すぐに戻もどるから待ってて」

　振ふり向きもせずに、リサラは言った。

「そう言うことだ。お邪じや魔ま虫むしは家で大お人となしくしてるんだね」

　勝かち誇ほこりそう言うと、玉野は口笛を吹きながら歩き出した。リサラは、その後を俯きながら付き従う。

　そんな二人を見て良介は、どうすればいいか分からなかった。

　ただ、心がざわつく。

　悔くやしがる理由はないし、地じ団だん駄だ踏ふむ理由もない。

　まして追いかける理由なんてなかった。

　でも、ざわついた。

　このまま黙って見送るだけ、そう思うとどうにもざわつくのだ。

「でもよ、俺なんてしょせん……」

　そう呟いた時だ。ドンッと背中を叩たたかれた。

「良介くんっ」

　美菜だ。彼女に叩かれたのは初めてかもしれない。

「美菜っ、なんだよいきなり！」

「行きましょ」

　きっぱりと美菜が言う。

「きっと昔よく遊んだ公園だよね。すぐ近くの」

「いや、そりゃ場所は分かってるけどよ。無理矢理じゃなくてリサラが行くってなら、俺にはそれにお節せつ介かいする理由ないだろ。あいつが自分で決めちまったらさ」

「良介くんらしくないな、それ」

　むっとした視線で美菜が良介を見つめる。

「そんなの後から考えればいいじゃない。それに、リサラの気持ちをちゃんと考えてあげたの？」

「あいつの？」

「とにかく私は行くって決めたの」

　はっきりと言い切って、美菜が歩き出した。

　良介には、普ふ段だんは頼たよりない美菜の背中が何な故ぜか大きく強く見えてしまう。

　そして、一人取り残されたままなのに、足が動かない。

　良介は行きたいと思う。でも、止まったままだ。

　行くことが怖こわいのか、悔しいのか、とにかく進もうとする気持ちが、へその辺りでどうにも曲がってしまい、素直に身か体らだを動かせない。

　いきなり「オンッ」と吠ほえ声が聞こえてきた。

「カエサルッ!?」

　玄げん関かんからカエサルが勢いよく飛び出してきて、良介の前で振り返る。

「オォンッ！」

　ピンッと尻しつ尾ぽを立てて、良介を睨にらむ。

「あのな、散歩じゃないんだぞ」

「オンッ」

　そんなことは分かりきってる。カエサルがそう言っている気がする。

「オンッ（素直なバカってのも、モテる条件だぜ、相棒）」

　声が聞こえた。それはもしかしたら、聞きたい言葉を勝手に妄もう想そうしてるだけかもしれない。でも、今は偉い大だいなるカエサルの助言だと思いたかった。

「そうだなカエサル。それに、お前の方が俺より遥はるかにモテるもんな」

「オン（任せな。俺に従えば、相棒もモテるようになるぜ）」

「よおしっ、まずは手始めにリサラを惚ほれさせてやるか！」

「オォォンッ！」

　大きく吠えたカエサルが、何故か苦笑しているように見えた。




　　　　※　※　※




「やっぱり来ちゃうんだ」

　良介を煽あおったくせに、いざ追いついてみると美菜は微び妙みような顔を浮かべた。

「なんだよ、美菜が煽ったんだろうが」

「それとこれとは話が別なのっ」

　さっぱり分からない。

「それより、二人はもう公園に行っちゃったよ。急がなきゃ」

「ああ、そうだな」

　ようやく暗くなり電灯がつき始めた道を、二人と一いつ匹ぴきは急いだ。

　公園は、町中にあるにしては大きめだ。砂場にブランコに水飲み場といったオーソドックスな設備以外にも、ちょっとしたグラウンドがあり、周囲は喧けん噪そうから切きり離はなされたように木々に取り囲まれている。

　おかげで少々騒さわいでも文句は出ないし、何より予想より大きく育った木々のせいで、公園の中は外の視線から守られていた。

「リサラが──もがっ!?」

　そう声を上げた美菜の口を慌あわてて塞ふさぎ、良介は電柱の陰かげに身を隠した。カエサルは、しっかり一番最初に隠れている。

　視線の先に確かにリサラと玉野がいた。玉野が先導して、二人とも公園に入っていく。

「声を出すなって。こっそりのぞきに来てるんだから」

「ごめん、そうだったね」

　美菜が頷うなずいた、時だった。

「あら、のぞき見は感心しませんわね」

　いきなり背後から女の子の声が聞こえた。

「──っ？」

　慌てて振り返ろうとして、良介は声を失った。首から下が動かないのだ。

「え、あれ。なんで？」

「オンッ」

　美菜もカエサルも同じだ。振り返ることが出来ず、固まっている。

「くそっ、身体が動かない」

「私もなの、なんで、こんなっ」

「オォンッ」

「ふふ、そんな怯おびえた声を出さないで下さる？　別に殺しちゃおうとか、そんな物ぶつ騒そうなことを考えてるわけじゃありませんから」

　楽しそうに女の子が喋る。

「誰だれだよっ、お前は。てか、これは一体なんなんだよ！」

「あら、凡ぼん人じんさんはおつむの回転も鈍にぶいんですわね。こんな芸当が出来るのって決まってると思いません？」

「もしかして死神なんじゃ？」

　美菜が呟つぶやく。

「ピンポーン、その通りですわ」

　女の子がパチパチと拍はく手しゆをしながら言う。

「なんで死神が俺達の邪魔をすんだよっ」

「逆ですわ。貴あ方なたたちがキュールの邪魔をしているんですの」

「キュールって、貴方の名前ですか？」

　美菜の言葉に女の子がクスリと笑う。

「あら、ごめんなさい。自己紹しよう介かいがまだでしたわね」

　そう言いながら女の子が、楽しそうな足取りで良介達の前に回り込んだ。

　ウェーブの掛かかった栗くり色いろの髪かみをした小こ柄がらな女の子だ。年とし頃ごろは中学生くらいだろうか。フリルの付いたドレスも相まって、可か愛わいいお人形さんを思い起こさせる。

「初めまして加賀良介。私はキュール・ゼリア。リサラお姉様が、随ずい分ぶんとご迷めい惑わくをおかけしているようですわね」

「リサラお姉様って、リサラの親しん戚せきなのか？」

「ええ、従い姉と妹こに当たりますわ」

「じゃあ、リサラの手伝いに来たのか」

「ぷっ、あははははははははは」

　いきなりキュールが笑い始めた。口に手をあてて、甲かん高だかい笑い声を上げる。

「なんだよいきなり。何か変なこと言ったか？」

「あはっ、あははは、だって、くくっ、ホントおかしいんですもの」

「だから、何がだよっ」

　つい声を荒あらげてしまう。そんな良介を、キュールはクスリと笑い飛ばして、乱れた髪を手でゆっくりと直す。腹立たしいまでの余よ裕ゆうっぷりだ。

「さすがはリサラお姉様が選んだパートナーですのね」

　クスクスと笑いながら、良介の顔を上うわ目め遣づかいにのぞき込んでくる。

「ふふ、間ま抜ぬけっぷりまでそっくりですわ。さぞ気があったんじゃないかしら」

「俺だけじゃなくてリサラも間抜けだと？」

「ええ、そうですわ。キュールの嘘うそを疑いもせずに人間界へ行くなんて、間抜けも間抜け、大間抜けですわ」

　ニヤリと嬉うれしそうにキュールが唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。

「特異者の反応なんて単なる噂うわさ話ばなしですのにね」

　微ほほ笑えみながらキュールが、ゆっくりと言った。

　その小こ馬ば鹿かにした仕草に良介は、ふつふつと怒いかりがこみ上げてくる。だがカァッと怒りで頭が熱くなり過ぎて、逆に言葉が出てこない。そんな良介の代わりに美菜が声を上げた。

「どうしてそんなことを言うんですか。リサラの従姉妹なんでしょう！」

　美菜の目が、潤うるんでいる。リサラのことを思って、悲しそうに、辛つらそうに、だ。

「だって、キュールはリサラお姉様が邪じや魔まだったんですもの。ふふ、あんなお間抜けさんには、レストールの家は勿もつ体たいなさ過ぎですわ。だ・か・ら、赤あかっ恥ぱじかいてレストール家の跡あと継つぎから外されるように仕組んでみましたの」

「そんなっ」

「なるほどね、随分とチープな理由だな」

　吐はき捨すてるわけでもなく、淡たん々たんと良介は話す。

「なんですって？」

「キュールだっけ。悪役としては、かなり凡人なんだな」

「なんですって！」

　キュールが目をつり上げる。

　良介を叩こうと一気に手を振ふり上げて、軽く息を吐き動きを止めた。

「ふぅ、凡人の挑ちよう発はつに乗るなんて、キュールもまだまだですわね。でも、その度胸に免めんじて、とっても良いものを見せて差し上げますわね。ふふ、うふふふ、何も出来ないまま悔くやしがって下さいね」

　上げた手を下ろし、ワンセグテレビのような物をキュールが取り出す。

「これは、キュールが拝借してきたアイテムの一つで、《リジル》の周囲を映し出すことが出来ますの」

「なんだよ、りじるって」

「《竜りゆう殺しの剣けんリジル》。あの間抜け男に突つき刺さした、そう貴方の魂たましいに刺さってる《折れた剣グラム》と似たようなものですわ」

「そうか、玉野から霊れい力りよくを吸い取ってるのか」

「ブッブ～外れですわ。ちょっと違ちがいますのよ」

　ニヤリとキュールが笑みを浮うかべる。

「《リジル》には、ちょっと細工をしておきましたの。刺さった魂をまるで特異者のように見せる細工ですわ。ま、しっかり調べればすぐに分かっちゃう程度のものだけど、大して霊力が使えない今のお姉様には、あの程度の偽ぎ装そうでも平気なはずですから」

「もしかして今のリサラには、玉野先せん輩ぱいが特異者に見えているってことですか？」

　美菜が目をぱちぱちと瞬まばたかせる。

「ピンポーン。その通りですわ。ふふ、面白いでしょう。ただの凡人と専属契けい約やくを結んじゃうのよ、お姉様は。死神界始まって以来の大恥ですわ、大恥っ。間違いなく、レストール家から勘かん当どうされちゃいますわね。嗚あ呼あ、おかわいそうなお姉様」

　本当に楽しそうに、キュールが笑う。

「ふふふ、あの高こう慢まんちきなお姉様が追い出される姿、ああぁ、見たいわ。そのとき、キュールどうしましょ。そうだわ、餞せん別べつにトイレットペーパー一年分押おしつけようかしら。あはっ、どーせ保管する場所もないでしょうけどっ。そうね、土下座させてもスカッとするかも。ふふふ、なんて楽しい未来なんでしょう」

　ひとしきり恍こう惚こつの顔で喋しやべると、キュールはわざとらしく「エヘ、いけない」と舌を出し、テレビのスイッチを入れた。

「そろそろ契約が終わってる頃ころのはずだけど……」

　リサラと玉野が画面に映し出される。
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『さっきからニヤニヤ笑ってるけど、結局私になにをさせたいわけ？』

　リサラが組んだ左ひだり腕うでを指先で何度も叩たたきながら、苛いら立だたしげに吐き捨てた。

『公園に来てもう五分よ、五分。いい加減に何か喋ったらどうなの？』

『じゅるっ……って、ああ、すまない。楽しい未来予想図に思いをはせていたものでね』

　玉野が手の甲こうで口元を拭ぬぐった。

「あのバカっ、まだ契約を済ませてないんですの！」

　キュールが夜空を仰あおいだ。一方、画面の中ではリサラが呆あきれ顔がおだ。

『私が専属になってからの生活を、かしら』

『ああ、そうさ』

　にやけた面で玉野が大きく頷く。

『ふぅ～。ったく、良介といい男ってのはみんなそうなのかしら。やらしい顔しちゃって、エッチな妄もう想そうしてるのが丸わかりなんだけど』

『ま、そう言わないでくれないかな。英えい雄ゆう色を好むって言うだろ』

『自分のことを英雄って言うのも、どうかと思うわ』

『はは、自分に自信があるからこその英雄さ』

　微み塵じんも揺ゆらがずに受け答えて、玉野はにこりと笑って地面を指差した。

『地面がどうしたって言うのよ』

『土下座をしてもらおうか』

『なんですってぇっ！』

『キミは、この英雄たる僕をボコボコにしたんだよ。まずはそのことを詫わびるのが筋ってものじゃないかな。そうすれば、キミとの専属契約を考えてあげよう』

　自分の前の地面を指差したまま、玉野は胸を反り返らせた。しかもその姿勢のまま、器用に髪を掻かき上げる。

「うわぁ、最低な男ね」

　画面を見ながら、キュールが呟いた。

「俺にはお前とお似合いだと思うぞ」

「失礼しちゃいますわ。キュールはあんな嫌いやみったらしい性格じゃありませんわよ」

「リサラに土下座させるって、お前も言ってたじゃねぇか」

「うぐっ……ほ、ほほほほ、ささ、続き続き」

　汗あせを一筋流したキュールだった。

　一方、玉野に土下座を強いられたリサラは、

『土下座、この私が、こんなヤツに土下座ですって……』

　思いっきり屈くつ辱じよくに顔をゆがめながら、悩なやんでいた。組んでいた腕はおろされて、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり震ふるえている。歯も食いしばり、眉み間けんに皺しわを寄せ、苦しそうに呻うめく。

　そんな姿を眺ながめながら、玉野は至福の表情だ。

『むふぅ～。強気な女を屈服させてチョメチョメってのは、やっぱり男の浪ロ漫マンだよな』

　うっとりと目をつむりながら、もの凄すごくダメな言葉が出てきた。

『あれだな僕のことは、にーにぃとか呼ばせようか。朝は添そい寝ねしながらほっぺにキスだ。うん、そうだ、そうだよ、それで朝の男の生理現象を見て、キャッとか声を上げちゃうわけだ。くぅっ、やばいな、このキツイ顔でそれは、ギャップが最高じゃないかっ』

「ゔわぁ～、キュールってばものすっごく最低な男を選んだのかしら」

「玉野先輩って、病んでたんだ……」

　キュールと美菜が、ゲッソリとした顔を浮かべた。

「え、そうか。俺は、男として玉野をちょっと見直してたんだけど」

「貴あ方なたって……」

「良介くん……」

「オン……」

「な、なんだよ」

　キュールに美菜、さらにカエサルまで冷たい視線だ。とってもいたたまれず、

「いやでもほら、男の子ってのは──」

　良介がそう言い訳を始めた時だ。玉野の妄想の続きが耳に飛び込んでくる。

『そうだ。赤い髪かみだし、やはり裸はだかＹシャツとかいいよな。ふむ、その際には是ぜ非ひとも黒タイツも穿はいて貰もらおうか』

「──っ！」

　その言葉に、良介は脳のう髄ずいが直接叩かれたようなショックを受けてしまった。

「さすがのキュールもちょっとお姉様に同情しちゃいますわね、この変態ぶりには」

「リサラ、可か哀わい想そう……」

「ダッ……」

　感情が高ぶり過ぎて、上う手まく口が動いてくれない。

「ダ？」

　キュールが、わなわなと唇を震わせる良介を不思議そうに見つめた。

「ダ、ダ……ダッ、ダメだっ、それは譲ゆずれねぇっ！」

　ようやく声になる。それは唸うなるような強い響ひびきだ。

「な、なに貴方、どうかしましたの？」

「その夢は、そのフェチは、俺が最初に気がついたんだ。俺とリサラの約束なんだっ」

「はい？」

「良介くん？」

　キュールに美菜、二人とも目が点。

「あれは、俺とリサラの約束なんだ。リサラの裸Ｙシャツｗｉｔｈ黒タイツを拝んでいいのは、俺、俺だけだ。間違っても玉野じゃない！」

　震える声で、良介が強く言う。

「おーい、何を勝手に燃え上がってますの？」

　ちょっと引いてしまうキュールだ。

「オンッ（ようやく、言い訳を見つけやがったぜ）」

「言い訳じゃないぞ、違うからな！」

「オンオン」

　呆れたようにカエサルが鳴く。

「良介くんとカエサル、会話してるみたい……」

　ちょっと呆ぼう然ぜんとしてから、美菜が頷うなずく。

「でも、うん。良介くんはそれでいいのかも」

　その言葉に励はげまされて、良介が吠ほえる。

「くっそぉぉぉぉぉぉぉ、俺のもんじゃないけど、横取りするんじゃねぇぇぇっ！」

「うわっ、なんだかもの凄すごく身勝手なこと言ってるんですけど、この男」

「うっせぇっ、お前の身勝手に比べたら、よっぽど純じゆん粋すいだっ。くそっ、動けっ！」

　前に進むと、良介は決めた。

　見えない力が身か体らだを激しく強く押さえ込んでくる。

　歯を食いしばり、脂あぶら汗あせを流し、必死に抵てい抗こうする。

　壊こわれたロボットのように、ギギギと震えながら微かすかに身体が動いていく。

「無む駄だな努力ですわよ、そ、そんなに頑がん張ばったって」

「良介くんっ、が、頑張ってっ」

「え、貴方、こんなもの凄く不純な動機で頑張ろうとする男を応おう援えんするんですの？」

「もちろんですっ。私は、良介くんの想おもいを不純だなんて思いません。ちょっと素直なだけだから」

「素直って、おバカにしか見えませんわ、キュールには」

　そのキュールの言葉を聞いて、良介は楽しくなってきた。

「いいね、素直でバカってのは」

「褒ほめてないんですけど」

「いいや、最大の褒め言葉だろ。何しろ俺のモテ師し匠しようのカエサルが、モテる男の条件は素直でバカだって言ったしな」

「オンッ（バカは男の勲くん章しようだぜ！）」

「い、犬が師匠って……」

　キュールが呆れ顔を浮かべた。そんな少女にカエサルが「ふっ」と渋しぶく笑った、気がした。それは良介だけではなくキュールも感じ取れたようで、

「なっ、この犬っ」

　怒ど気きをあらわにして睨にらみ付ける。それをカエサルは正面から睨み返し、

「ガルルルゥゥゥッ！」

　唸る。その犬歯をあらわにした獰どう猛もうな気配に、キュールに束つかの間ま怯おびえが走った。

　その瞬しゆん間かん、カエサルが真っ正面からキュールに飛び掛かかる。

「バウッ！」

「うそっ、呪じゆ縛ばくを振ふりほどきましたのっ！」

　慌あわてたキュールが手をかざし叫さけぶ。

「《盾アスタルツフ》」

　キュールが前面に、触ふれたものを傷つける光の膜まくを現出させる。

「ガウッ」

　吠えて、カエサルが左前足で光の膜を叩く。

　バチッと光が弾はじけて弾き飛ばされるが、それを予測してたかのように見事に身をよじって着地する。

「なっ、《盾アスタルツフ》を避さけましたの、この犬っ」

　キュールが目をみはった。彼女が作り出した《盾アスタルツフ》は、触れた箇か所しよにダメージを与あたえる。この犬は《盾アスタルツフ》に突つっ込こみ全身に傷を負うはず、だったのだ。

　なのに本能なのか知性なのか左足を僅わずかに引きずるだけに抑おさえて、闘とう志しを一切失わずにキュールを睨み付けている。

「ガルルルッ」

　何い時つでも飛び掛かれるように身を低くして、カエサルが唸る。

「カエサル、凄いっ」

　美菜がそっと背中をなでると、

「オンッ」

　カエサルは嬉うれしそうに尻しつ尾ぽを振った。

「え、貴方がなんで動いて……しまったっ、《盾アスタルツフ》使ったせいで《呪縛》が解除されましたのね。てことは、加賀良介はっ」

「良介くんなら、もう公園に走って行っちゃいましたよ。ふふ、リサラの所にね」

「くぅっ、こ、この犬っ、犬のくせになんて霊れい力りよくを持ってますのっ」

「カエサルは町内犬社会の若き英えい雄ゆうだもんね」

「オンッ」

「ちっ、畜ちく生しようぉぉっ。いいわ、貴方たちはここでまた仲良く固まってなさいっ。キュールは、キュールは絶対にレストール家を継ついでみせるんですから！」




　　　　※　※　※




「さ、もう決心がついたんじゃないかな」

　玉野の言葉を受けて、静かに瞳ひとみを閉じたリサラが小さく息を吸い吐はく。ゆっくりとゆっくりと息を吐きながら瞳を開けて玉野の顔を直視すると、

「ええ、ついたわ」

　きっぱりと言った。

「なら、土下座をするんだね。そのまま契けい約やくといこうじゃないか」

「そのままって、どういうことかしら？」

「当然、持っているんだろう。専属契約を行う誓ちかいの指輪を」

「どうしてそれをっ」

　リサラの上げた驚おどろきの声に、玉野は満足そうな笑みを作ると、喜々として話しだす。

「ふふ、英雄には色々な知識が集まるものさ。そうだね、土下座しながら恭うやうやしく差し出すんだ。僕はキミを見下ろしながら気分良く指輪を、そう僕とキミのエンゲージリングをはめてあげるよ」

　顔を歪ゆがめながらリサラは頷くと、その赤い髪の毛を二本抜ぬき取り、右手の平に置いた。そして呟つぶやく。

「《円コよルン》」

　ボウッと赤い髪が燃え上がる。だが燃え尽つきはしない。それどころか炎ほのおはますます強くなり、リサラの右手を包み込むほどになる。

「お、おい、平気なのか？」

　玉野の声に答えず、リサラは炎にそっと息を吹ふきかける。すると、それまでの勢いはあっけなく消え去った。

　残されたのは、赤く輝かがやく二つの指輪だ。

　そのうちの一つを、リサラは自分の左手薬指にそっとはめる。

「楽しかった、のかしらね。ありがとう」

　呟いていた。残ったもう一つの指輪を、我知らず強く握にぎりしめながらだ。

　リサラには、それが誰だれに向けたものかよく分からない。ただ言いたかった。

「さ、早く土下座を済ませて契約をするんだ」

　イライラと促うながす玉野にリサラは頷いて、ゆっくりと膝ひざを折った。手を地面に突いた時、体が震ふるえた。地面を握りしめる。そのままどうしても額を地面へと落とすことが出来ずに、一秒、二秒、三秒、固まる。

　それが、良介の目に飛び込んできた時のリサラの姿だった。

「エロ介っ、どうしてここに？」

　玉野が叫ぶ。

「良介、留守番しててって言ったじゃないっ」

　弾けるように顔を上げたリサラが、怒気を響かせる。

「あのな、普ふ通つうはお礼とか感激するシーンじゃないか？」

　苦笑しながら良介は、玉野を無視してリサラの前に跪ひざまずいた。

「あるわけないでしょ。私は……今から、専属契約を結ぶところなんだから」

　その顔は、待ち望んだことのはずなのに嬉しさが微み塵じんも感じられない。

　何よりこれは──

「あのな、リサラは騙だまされているんだよ」

　インチキなのだ。

「私が騙されている？」

　いぶかしげにリサラが眉まゆをひそめる。

「よく考えてみろ。そもそもこんなのが、特異者なんていう特別なヤツなわけないだろ」

　その言葉に、玉野が「ふっ」と笑う。

「凡ぼん人じんとして悔くやしい気持ちはわかるけどね。でも、僕は実際に選ばれた人間なんだよ。リサラくん自身が、そう認めているしね」

「だから、それが詐さ欺ぎだっての。てか、お前が選ばれたって、こまっしゃくれたクソ生意気なガキに選ばれただけじゃねぇか」

「なっ、何な故ぜそれをっ？」

　驚く玉野を放ほうっておき、良介はリサラの両りよう肩かたに手を置き、その顔をしっかりと見つめる。

「ちょっと、何のつもりよ」

　抗こう議ぎする声を無視して、良介は伝える。

「いいかリサラ。玉野が特異者に見えるように細工がしてあるんだよ。キュールだったか、あの生意気なガキのせいでな」

「キュールが……って、どうして良介が知ってるのよ、あの子のことを」

「今さっき会ったんだよ」

「あの子、こっちに来てるの？」

　信じられないとリサラが、数度瞬まばたく。

「ああ、お前にトドメを刺さしにな。似え非せ特異者と専属契約させて、大おお恥はじをかかせようって魂こん胆たんらしいぞ」

「あの子が私にそんな嘘うそを吐つくはずないわ。ええ、そんなわけ……」

　数度首を横に振り、リサラは俯うつむいてしまう。

「お前が死神界で赤っ恥をかいて、後こう継けい者しやから外れるようにだろ。あのキュールってガキ、レストール家を継ぎたいって言ってたしな」

「そんな、そんなの、はいそうですかって信じられるわけないでしょ。私はキュールのこと妹みたいで可か愛わいいって思ってるし、あの子だって慕したっていてくれてるわ」

　俯いたまま呟くリサラの両肩から手を離はなし、良介は立ち上がった。

「そこは知らないけどさ。まぁでも、すぐにはっきりすると思うぞ」

「どうしてよ」

「そろそろ本人がやって来てペラペラ喋しやべるはずだ。なんせ悪役としては凡人だからな、あいつ」

　良介は苦笑を浮うかべながら左手で軽く頭をかいた。そして右手を差し出す。リサラといえば、「そんなわけ」「でも」「本当だったら……」「感謝しなきゃ」と、ひとしきりぶつぶつ呟いてから、ゆっくりと差し出されたままの良介の手を取って立ち上がった。

「リサラくんっ、どういうことだい。この僕に、選ばれた英雄たる僕への土下座はしないっていうのかい？」

「それは……」

　リサラが、玉野の視線を避けるように顔を背そむけ、良介の手をぎゅっと強く握りしめた。霊力量を測られた時とは違ちがう、肌はだを合わせる握り方だ。

　それだけで、ドクンと心臓が高鳴ってしまう。

（リサラの手、暖かくて柔やわらけぇ～。女の子の肌って、こんな吸い付くみたいにもちもちしてるんだ）

　油断すると場違いににやけてしまいそうだ。

「良介？」

「い、いや、なんでもないぞ、うん」

　慌てて顔を引ひき締しめ直すと同時に、

「あらあら、お間ま抜ぬけなお姉様には、やっぱり間抜け顔の男がお似合いですのね」

　嫌いやみったらしい声が響ひびいた。

「キュールっ、本当にこっちに……」

　そう言いながら、リサラは不安げに良介の手をさらに強く握る。

「ふふ、数日ぶりですわね、リサラお姉様」

　スカートの端はしを持ち上げ、優ゆう雅がに、いや慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにキュールが頭を下げた。

「それにしても、ちょっとそこの凡人っ」

　ジロリとキュールが玉野を睨にらみつけ、ノシノシとその前まで歩く。

「え、僕のことかい？　いやいや、間違えちゃいけないよ、キュールくん。僕は英雄で、凡人はあっちさ」

「バカも休み休み言って下さる。貴あ方なたみたいな器が砂すな粒つぶよりちっさい男が、英雄なわけありませんわ。顔だって、よーく見ればそんなに大したことないですし、オツムもちょっとおだてればほいほい調子にのる程度の悪さ、あげくに人がチャンスを与あたえてやれば、妄もう想そうに夢中で契約の一つも結べない。しかもその妄想も、下品も下品な内容ですし。ホント、凡人って言うか、愚ぐ民みんですわね愚民」

　キュールが立て板に水を流すように、罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立てていく。可か哀わい想そうに玉野は、ポカンと口を開けて固まってしまった。同時にリサラも、それを聞きながらうつむきフルフルと肩かたをふるわせる。

「キュール、信じたくなかったわ。でも、今の言葉を聞いたら信じるしかないみたいね。本当に私のことを騙したのね。あんなに仲が良かったのに、私のことを」

「あら、聞かれちゃいました？　ふふ、お姉様、ごめんなさいね。でもでも、キュールはぁ、ゼリア家の人間としてぜーったいにレストール家の当主になりたかったんですもの」

　おねだりをするように微ほほ笑えむ。その姿が可愛いだけに、良介もリサラも逆に腹が立つ。

「ゼリア家って？」

「先々代の時に、レストール家が吸収した家よ。その後、私の叔お母ばさんがお嫁よめに行ったりして一族になったの。まさかまだ恨うらんでるなんて」

「ふふ、そんな関係ですの。だからお姉様、恨まないで下さいね」

「こんなことされて、恨まないわけないでしょう！」

「あら、違いますわ」

　まだ固まったままの玉野の胸に手をあてて、キュールがクスリと笑った。

「これから少々乱暴な手を使うことを、ですわ」

　ガクンと玉野が跳はねた。一いつ瞬しゆん、キュールの身か体らだを突つき飛とばそうとするが、すぐに腕うでは力を失ってぶらんと落ちる。良介には身に覚えのある光景だ。

「霊れい力りよくを吸い取ってるのかっ！」

「キュール、どういうつもりっ」

「このバカがあっさり契約してれば、こんな野や蛮ばんな手を使わずに済みましたのに、はぁ、凡人はやっぱり嫌ですわ」

　良介とリサラの言葉に耳を貸さず、膝を突いた玉野から更さらに吸い取っていく。

「無茶よっ。それ以上吸い取ったら廃はい人じんになっちゃう！」

「あら、構いませんわ。お姉様が自じ暴ぼう自じ棄きになって、吸い取ったって報告しますから」

　キュールが、冷たい目で玉野を見下ろしながら叫さけんだ。

「《装デイス束ラード》」

　びくびくと玉野の身体が震える。同時に、キュールの周りを黒い光が取り巻く。刹せつ那なにその光は消え失うせ、残ったのは二本の角を生やし、フリルのある可愛らしさの面おも影かげを残した黒い装束の、キュールだった。

「キュールッ、いい加減にしなさいよ！」

　手を掲かかげたリサラもまた、叫ぶ。

「《装デイス束ラード》」

　その言葉と共に、塵じん芥かいがリサラの身体を取り巻き、黒に身を包んだ角のある姿を形作っていく。

「目覚めなさい、《カルヌーンプラデュール》」

　掲げた手の先に炎ほのおが生まれる。その炎から二匹ひきの蛇へびが鎌かま首くびをもたげ、絡からみ合い、伸のびて死神の鎌を形作る。柄えを握りしめ腰こしを落とし、リサラは大きく鎌を振ふるった。

「覚かく悟ごはいいわね、キュール」

「《装デイス束ラード》だけでなく、《カルヌーンプラデュール》までなんて。ふふ、本気ですわね、お姉様」

「余よ裕ゆう見せてられるのも今のうちよ、キュール。まだ正式な死神になっていない貴方には、《カルヌーンプラデュール》のような武器は与えられていないでしょ！」

「あは、ホントにお姉様ったら素直なお間抜けさんなんだから」

「なんですって？」

「《カルヌーンソラス》、応こたえなさい」

　キュールが手を突き出した。その先に青白い炎が走り、鈍にぶく光る剣けんが後に残った。

「せっかく力のある家に生まれたんですもの。利用しなきゃ間抜けってものですわ。あは、ごめんなさい。お姉様はその間抜けでしたわね」

　クスクスと笑いながらキュールが、剣で前の空間を薙なぎ払はらった。

　青白い光が空間を裂さき、走る。

　その光を《カルヌーンプラデュール》であっさり切り捨て、リサラが大地を蹴けった。

「武器の一つや二つで、この私に勝てると思ってるわけ！」

　一気に間合いを詰つめたリサラが《カルヌーンプラデュール》を振り下ろす。が、刀身は突とつ如じよ現れた光の膜まくによって弾はじかれる。同時に、

「《カルヌーンソラス》、彼か方なたまで裂きなさい」

　キュールが剣を横に振り払う。

「なっ、術じゆつ式しきですって!?」

　リサラが慌あわてて柄から左手を離し、突き出す。

「《盾アスタルツフ》よ！」

　光の膜と切っ先がぶつかる。

　ギンッ──閃せん光こうと共に膜が弾け散った。

　同時に良介の左右で木々が数本、倒たおれていく。

「ふふ、間抜けなお姉様でも、もう分かったかしら。使える霊力が違いますのよ。キュールは、この玉野とかがどうなっても知りませんわ。だからどんどん吸い取れますの。でーも、お姉様が蓄たくわえている霊力はあまりありませんわよね」

「それは……」

「実力の半分も出せないお姉様なんて、敵じゃありませんわ！」

　叫ぶと同じく、キュールが横に飛ぶ。

「右っ？」

「バカ言わないで下さる？」

　リサラの背後だった。その気配に動けないでいるリサラに、楽しそうに話しかける。

「《装デイス束ラード》を着ていて、この程度のスピードを出せない方がおかしいんですわ。もちろん、パワーもですけどっ」

　足を上げ、リサラの臀でん部ぶを蹴る。咄とつ嗟さにその足を左手で受け止めるが、

「きゃぁっ」

　受け止めきれずに、地面をえぐりながらリサラは吹ふき飛んだ。

「あら、半はん端ぱな《装デイス束ラード》でも耐たい久きゆう力はあるんですのね」

「ぐっ……」

　リサラはなんとか立ち上がったが、左腕を痛々しく押おさえていた。まとった装束も所々、破けてしまっている。その姿に、良介は足が動いていた。リサラのもとに駆かけていた。

　そんな良介をキュールはチラリと見ると、ニヤニヤと笑い玉野の胸にまた手を当てた。

「ま、何をするかは知りませんけど。その間にキュールは好きなだけ、吸い取らせてもらいますわ」

　うめき声一つも漏もらせずに、玉野は震ふるえ続ける。

「リサラっ！」

　良介が駆け寄ると、リサラは問題ないと左腕を上げてみせる。

「良介、へ、平気よ、このくらい……つぅ」

　が、その痛みに顔をしかめてしまう。

「平気に見えないっての。やばいんだろ。だったら俺の霊力をまた吸えよ」

「本気で言ってるの？　まだ今日のダメージから回復しきってないのよ。それで今また吸ったら、魂たましいに深刻なダメージが残るかもしれないわ」

「おいおい、俺の決めたこと忘れたのか？」

「女の子は宝だから大切にするって、あれ？」

　強く頷うなずいた良介に、リサラが呆あきれ顔がおを作った。

「物には限度ってものがあるでしょ。お節せつ介かいして自分が廃人になったら、どうしようもないじゃない」

「そこがまた、カッコイイだろ。惚ほれるだろ？」

「正直、感心するわ。でもこればっかりはダメ。私がイヤなの」

「手ならあるさ。俺は便利に一気に回復出来るんだろ」

「もしかして、今ここで回復させろって言うわけ？」

　良介の提案に、リサラが苦笑した。

「なんだよ、悪くない手だろうが」

「無理よ。幾いくら良介がエッチでエロ介でも、こんな状じよう況きようでスケベ心が満たされるわけないじゃない」

「そんなの、やってみなきゃ分からないだろ！」

「そうね、ならこれはどう？」

　チラリと、リサラが破けた装束の布をめくった。そこから見えたのは、色気も何もないスポーツブラ。脇わきの下からのラインが見えているのに、ほとんど盛り上がりが感じられない。とっても残念な部分だ。

「いや、お前のそこを見せられてもなぁ」

「あんですってぇっ！」

「せめて、こっちを」

　ピラッと股こ間かん部分の布をめくってみる。

　レースのパンツが出てきた。

「おまっ、何い時つの間にこんなパンツ手に入れてるんだよっ。もしかして、また、また俺からっ」

「あ、あはは、昨日、学校で最近のファッション誌見せてもらって、欲しくなっちゃって……さっき吸った分で作っちゃった。だから尚なお更さら、ダメージあるのよ」

　ポリポリと頬ほおをかきながら、リサラが罰ばつが悪そうに答えた。

「む、無む駄だ遣づかいをするなよなぁ……」

「失礼ね、女の子にとってパンツが無駄遣いなわけないでしょ！」

「今の状況じゃ、無駄としか言いようがないだろ！」

「ま、それはそうなんだけどね」

　苦笑してリサラが良介を押し返す。

「お、おい」

「良介。貴あ方なた、霊力回復しなかったでしょ。私のパンツを見て」

　その通りだった。身体に、力がみなぎる感覚は全くない。ただ余分に霊力を吸い取ったリサラを注意する気持ちだけで、レースのパンツに何か感じるものはない。

（そんな馬ば鹿かなっ）

　また見てみる。より余計に布をめくりじっと見つめる。

「こ、こらっ」

　恥はずかしそうにリサラが隠かくそうとするが、容よう赦しやなくめくり、見る。リサラが隠そうと太ももをもぞもぞとすり合わせる。その様子はたまらない光景のはずだ。

　なのに、何も来るものがないのだ。もどかしい。何かが足りない。

　キュールのことなんて忘れて、もっと集中したい。なのに、どうしても雑念が入って、エッチに心が染まってくれない。

「いい加減にしなさい」

　ポコンと良介の頭を叩たたき、リサラは苦笑した。

「これで分かったでしょ。こんな異常な状況じゃ、興奮するものも興奮しないってことよ。それが普ふ通つう。だから良介は何も気に病むことはないわ。貴方の大切にしたいってのは、普通の女の子……美菜みたいな子にしてあげて」

「でもよっ」

「ありがとう、その気持ちだけ貰もらっておくわ」

　ニコリと、痛みのせいで少し引きつりながらリサラは笑うと、良介を残したままキュールに向かって歩き出した。

「リサラ……」

　キュールはようやく玉野から手を離はなし、よろよろと歩くリサラに振り返った。玉野はもうピクリとも動かない。見るからに衰すい弱じやくして、ぐったりと横たわっているだけだ。

「ふふ、麗うるわしいお間ま抜ぬけ同士の別れはすみましたの？」

　キュールの言葉に、リサラが薄うすく笑った。自分自身をあざ笑うようにだ。

「ええ、間抜けね。本当に自分のことが嫌いやになるわ。キュール、貴方みたいな根性の曲がった子を可か愛わいいだなんて思ってた私をね」

「酷ひどい、ちょっと向上心に溢あふれているだけですのに。クスン」

　スンスンとキュールが泣き出した。誰だれがどう見ても嘘うそ泣なきなのに、堂々と続ける。

「で、キュール。貴方は私をどうする気なわけ。この場で殺すの？」

「あは、それも悪くはないんですけど」

　キュールが、涙なみだの跡あとなど欠かけ片らもない顔を上げて、残念そうにリサラを見た。

「そこまですると、キュールの可愛い印象が壊こわれてしまいますでしょ。それに、お姉様のみすぼらしい姿は必見だと思いますし、ふふ、だから、やっぱりお姉様には力ちから尽つきて死神界に帰って貰わないと。そのためには……」

　そこまで言って言葉を切り、キュールはチラリと良介を見た。

「え、俺？」

「霊れい力りよくを供給している、あの凡ぼん人じんはやっぱり邪じや魔まですわね」

「良介をどうするつもりっ」

　リサラが慌てた様子で、キュールと良介の視線の間に身体を割り込ませる。

「お姉様が玉野のバカと素直に契けい約やくを結んでいれば、こんなことしないで済んだんですけどね。ま、仕方がありませんわ。あの凡人に刺ささっている《グラム》を、無理矢理引っこ抜きますわね。そうすればお姉様は、人間界に存在出来ずに強制的に帰るしかありませんもの」

　目をつむり、沈ちん痛つうそうな表情でキュールは夜空を仰あおぐと、頭を振ふった。

　そんなキュールをリサラは、鋭するどく噛かみつくように睨にらみ付ける。

「そんなことしたら、良介の魂がどうなると思ってるのっ。契約解除もしないで引き抜けば、魂がボロボロになるわ」

「ええ、本当に可か哀わい想そうな凡人さんですわ。生きる気力の欠かけ片らもない、凡人から廃はい人じんになっちゃうなんて」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、リサラが腰こしを沈しずめる。

「そんなこと、させるわけないでしょっ」

《カルヌーンプラデュール》を両手で強く握にぎりしめ、振り上げた。

「あら、勝てないってまだ分かりませんの？」

　一歩も動かず、リサラが振り絞しぼるような雄お叫たけびをあげた。

「ああぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　その気合いに呼応するように、鎌かまの刀身が強く輝かがやき出した。リサラの身を覆おおっていた黒が薄れて生身の肌はだが露ろ出しゆつし始める。

　残ったのは、胸と腰回り、そして脚きやく部ぶを覆うだけだ。

「なっ、《装デイス束ラード》の力を《プラデュール》に集中させたっ？」

　それまでの余よ裕ゆうの顔をかき消し、キュールが慌あわてて剣けんを構える。

「行くわよっ、キュール！」

　地面を蹴けり、リサラが疾しつ走そうする。砂すな埃ぼこりを巻き上げ、一気にキュールに迫せまる。

「脚あしは強化したままかっ、ちぃっ《盾アスタルツフ》よっ」

　光の膜まくが現れ、即そく座ざに《カルヌーンプラデュール》によって切きり裂さかれる。だがキュールは次々と《盾アスタルツフ》を、リサラの前に作り出していく。その都つ度ど、リサラは切り裂く。

　そして、リサラがキュールを間合いに入れようとした瞬しゆん間かん、逆にキュールが身を投げ出すように前へ飛び、一気に距きよ離りを縮めた。

　二人が同時に、得え物ものを振るう。

「刈かり取とれ《カルヌーンプラデュール》」

「切り裂け《カルヌーンソラス》」

　鼓こ膜まくをつんざくような高い音と共に、光が乱らん舞ぶした。

「やるようになったわねっ」

　リサラが振り下ろした鎌の刃はを、下から切り上げたキュールの《カルヌーンソラス》が受け止めていた。ギチギチと音が響ひびくだけで、二人の間で組み合った鎌と剣はピクリとも動かない。

　と、キュールが得物から手を離して、後ろに飛び退のいた。

「さすがね、お姉様」

　地面に落ちた《カルヌーンソラス》が、一度揺ゆらめくと、存在を維い持じ出来なくなり陽炎かげろうのように消え去っていく。

「でもね」

《カルヌーンプラデュール》の刀身が、折れる。

「相打ちってわけ……」

　リサラが一歩距離を取り、悔くやしそうに呻うめいた。その仕草をキュールが鼻で笑う。

「ふふ、お姉様ったらホントにお間抜けさんね」

「なんですって！」

「《リジル》よ！」

　キュールが呼ぶと、玉野の胸から剣の柄つかが姿を現した。

　ズルズルと刀身まで全すべて現れると、その剣は宙に浮ういた。それは《グラム》よりやや長い刀身を持っていた。

　両刃には竜りゆうの彫ほり物ものが施されて、柄もまた黄金の装そう飾しよくに彩いろどられている。

　一見して宝刀と言える姿形をした剣だった。

「戻もどってらっしゃい」

　その言葉に、《リジル》は軽く身み震ぶるいすると、一直線にキュールの手元に飛ぶ。キュールは《リジル》を掴つかむと、愛いとおしそうに頬ほおずりをした。

「どういうこと、契約解除の同意もなしなんて……キュール、貴方もしかして無理矢理引き抜いたのっ!?」

　リサラの非難に、キュールは悪びれもせずに肩かたをすくめる。

「うふふ、どーせあの男はお姉様のせいになるんですもの」

「なんてことを」

「あら、玉野の心配なんてしてていいんですの？　今からそこのお間抜けさんも、同じになりますのに」

「そんなことっ」

「今のお姉様に、キュールを止められますの？　《グラム》を取り出したところで、使う霊力も残っていないくせに」

　キュールが必死に笑みを湛たたえながら、《リジル》の切っ先をリサラに突つきつけた。

「さっきの攻こう撃げきでお姉様の霊力はすっからかんでしょう。だって《装デイス束ラード》まで削けずっちゃってるんですものね」

　数歩下がってリサラが片手を突き出す。

「悪あがきって言うんですのよ、それっ」

　キュールの気合いと共に《リジル》の切っ先から炎ほのおが吐はき出され、リサラに襲おそいかかる。

　それを予想していたのか、リサラは腰を据すえて手の先に《盾アスタルツフ》を作り出した。だがそれは、薄うすい、あまりに薄く力弱い光の膜だった。

「くぅっ！」

《盾アスタルツフ》が弾はじけてリサラは後ろに飛ばされると、なんとか膝ひざをついて着地した。

「あはははははは、一級死神がみっともない姿ですわねっ！」

　次々と炎が襲いかかってくる。

「こ、こんなにっ。玉野からどれだけ吸い取ったのよっ！」

　必死に《盾アスタルツフ》を作り、リサラがなんとか衝しよう撃げきを和やわらげる。

「さあ。もしかしたら、もう全部吸い取ったかもしれませんわね！」

　これまでで最も大きな炎が《リジル》から吐き出される。

　リサラは一瞬それを避さけるべく動こうとして、立ち止まった。

　チラリと後ろ──良介を見て、そのまま両手を突き出す。

「あはははは、バカじゃないんですの。まっすぐ立ち向かうなんてっ」

　リサラの装束が、最後の欠片まで消え失うせていく。

　その代わり、両手の先に幾いく分ぶんそれまでよりは厚い《盾アスタルツフ》が作り出された。

　だがそれでも、大きな炎の前にはあまりにも頼たよりない。

　そのまま炎は《盾アスタルツフ》と衝しよう突とつし、

「きゃぁぁっ！」

　リサラは吹ふき飛とんだ。爆ばく風ふうをもろに受けて、背後に激しく飛ばされる。

「くそっ」

　良介は、左足を後ろにして右足を少し前に出した。さらに腰を落として、砂じや利りや木片が飛んでくる中で、しっかりと顔を上げて前を見た。

　リサラが、良介を守るために動かなかったのが分かったから。

　逃にげたい。もう色々なものが当たって痛い。何よりすっごい怖こわい。

　でも、ここで逃げてしまえば、

（一生、女の子にモテなくなるっ。モテたいって思う資格がなくなる！）

　そう思えた。カエサル師し匠しようも心の中で、

（追いかけるなら、受け止められないとな）

　言ってくれている。

「今日から俺を、貧弱な坊ぼうやとは呼ばせねぇっ！」

　叫さけび声ごえと同時にリサラが飛ばされて来た。それはほとんど衝突と言っていい衝撃だ。

　それでもリサラの身か体らだが傷つかないように、必死に両りよう腕うでと胸で抱だき留とめる。腕が折れそうだ。衝撃で肺の空気も全て押おし出されてしまいそうだ。

　支えるはずの脚も腰も、悲鳴をあげる。それでも良介は必死に持ち上げた。

　後はもう記き憶おくにない。

　気が付いた時には、立っていたはずの場所から数メートル後方に、尻しり餅もちをついていた。

　ただ、リサラの身体はしっかりと腕の中にある。

「良介……」

　信じられない、そんな顔でリサラが良介の顔を見つめていた。

　ここは何か格好のいいことを、言うべきなのだろう。

　でも、良介は何も言えなかった。ただその代わり、

「ぶぶっ」

　鼻血が出た。

「な、なに、気持ち悪いんですけどっ。もしかして、変な病気ですの？」

　キュールが、気持ち悪いものを見るような顔で思いっきり後ずさる。

「りょ、良介？」

　リサラも場ば違ちがいな素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　でも、そんなことはどうでもいい。良介が抱きしめているリサラは、

　──裸はだか。

　すっぽんぽんだった。

《盾アスタルツフ》に全てを注ぎ込んだ結果、装束まで全て消え失せていたのだ。

　要するに、良介は今、裸の女の子を両腕で抱きしめているのだ。

「くっ、くぅっ、そうだよっ、これだよ、これなんだっ」

　良介の歓かん喜きの叫びに、リサラが小首を傾かしげた。

　考えること数秒。

「キャァァァァァァ─────────────！」

　およそリサラらしくない、清せい楚そ可か憐れんな乙おと女めみたいな声が上がった。

「こ、こらっ、暴れるなっ」

「無茶言わないでよねぇぇっ、放せっ、放しなさいよ性犯罪者ぁっ！」

「うわっ、たっ」

　むにゅり。暴れるリサラを押さえようとして、良介の右手の中に、何か柔やわらかい丘おかがすっぽり収まった。

「──っ」

　リサラがビクッと身体を跳はねさせる。

「え、ええと……」

　特とく徴ちようその一、柔らかい。

　特徴その二、暖かい。

　特徴その三、なんか手の平の中心にぽつんと突とつ起きがある。

「う、うおぉっ、うおおおおおおおおぉっ!!」

　それは男の咆ほう哮こうだ。

「俺は、俺は今っ、生なま乳ちちっ、生おっぱいを触さわっているぞおぉぉっ！」

　ドクンと何かが脈打った。

「い──や───────っ！」

　パチンパチンと何度も頬ほおを叩たたかれた。それでも、でも、この右手の感かん触しよくが、良介を強く揺さぶる。叩かれた痛みなんて感じない。

　ただ、頭の中、心の中、いや魂たましい全てがおっぱいに埋うめ尽つくされていく。

　男の浪ロ漫マンが、夢が、そして力があふれ出ていく。

　ドクンと、脈打つのが止まらない。

「キャァァァァァンッ、せ、背中にっ、何かが盛り上がってきてる、当たり始めてる────っ！」

　リサラが暴れると、右手の中でおっぱいが震ふるえる。

「も、もうっ、辛しん抱ぼうたまらねぇぇっ！」

　燃え上がる。活火山のように、噴ふき出るように、良介はいきり立ち始める。

「なっ、なんでっ、そんな、そんな突き立ちますのっ!?」

　キュールが悲鳴のように声を上げる。

「キュールっ、女の子がそんなの見ちゃだめよっ！」

「ち、違うっ、違いますの、お姉様……なんでっ？」

「違うって、今の良介が立つったら他には……ええぇっ？」

　リサラが良介の腕の中から抜ぬけ出し、驚おどろきの声を上げる。

「なんで、そんなに長くなってる……の」

「ふっ、恥はずかしいことを言うなよな、リサラ。ま、比べたことはないけど、息むす子こさんは凡ぼん人じんじゃなかったってわけか、俺」

「アホ」

「あ、アホって」

「胸よ、胸を見てみなさいよ」

「え、さっきからずっと見てるけど？」

　パチンッ。

「いったぁぁぁ」

「私のじゃないっ、自分のよ！」

　自分のなんか見ても楽しくない、良介はそう心の中で呟つぶやきながら見てみると、

「何じゃこりゃぁぁぁ」

　自分の胸に剣けんの柄つかが突つき立っていた。それもぐんぐん伸のびて、刀身まで見えてきている。

「《グラム》が覚かく醒せいしてるのよ。《折れた剣グラム》が本来の《戦いくさ神がみの剣グラム》に！」

「そんなことってあるのかよっ」

「私の方が聞きたいわよっ。なんなのアンタは。そりゃエッチなことで霊れい力りよく回復が早くなるのは知っていたけど、なんで覚醒させちゃうのよっ。しかも、きっかけがおっぱいって何よソレっ、ねぇ、なんて恥ずかしい男なわけ！」

「あ、あはははは、照れるなぁ。お前が来る前日は宿題で泣いて出来なかったし、三日間溜たまってたから、ギンギンになったんじゃ」

「話が違うからっ！」

　リサラがカァッと耳まで赤くなる。

　その様子にキュールが「あっ」と小声を上げてから、首を左右に振ふった。

「いけませんわ。キュールとしたことが、間ま抜ぬけ連中のペースに乗るところでしたわ。お姉様っ、伸びたところでもう何も出来ませんでしょ。そろそろ覚かく悟ごしてもらいますわ！」

　キュールが《リジル》を突き出した。

「ふふ、手加減に失敗して死んじゃったら、ごめんなさいね」

　特大の炎が吐き出される。

「良介っ、逃げてっ！」

　リサラが叫んだ。同時に良介は動く。

　本能だった。それは、スケベ心と同じく男に備わっている原初の本能、闘とう争そうだ。

　おっぱいから躊ちゆう躇ちよなく手を離はなし、《グラム》の柄を握にぎる。

　不思議と、その柄は良介の手にしっくりと馴な染じんだ。

「抜いちゃだめよっ！」

　リサラの声が遠くで聞こえた。そして、どうでもいい忠告に思える。

「おらぁっ！」

　一気に引き抜く。

　不快な感覚は何もなかった。それが当然のように、剣は良介の中から抜け出ていく。

　長い、長く太くたくましい刀身の剣だった。《リジル》のように小こ賢ざかしい装そう飾しよくは何一つない。ただ、グリップを強くするための柄の彫ほり込みと、長く硬かたい刀身があるだけだ。

《グラム》は、抜き放った勢いただそれだけで歓喜のうなり声を上げ、《リジル》の放った炎ほのおを跡あと形かたもなく消し去る。

　ふと良介が目を落とすと、《グラム》の柄から鎖くさりが胸の中に伸びていた。

　その鎖が血管のように脈打つ。そのたびに、良介の興奮が《グラム》へと注がれ、《グラム》の兇きよう暴ぼうさが良介に流れ込んでくる。

　良介と《グラム》、共にみなぎっていく。

　それは酷ひどく猛たけ々だけしい気分だった。身体中が力で満ちる。
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　良介は、片手で軽々とリサラを抱かかえたまま立ち上がった。

「嘘うそ、なんて力……」

　呆ぼう然ぜんとしたリサラの声。今は、それも気にならない。《グラム》と良介にとって問題なのは、腕の中の女ではなく目の前の敵だった。

「そんな、そんな馬ば鹿かなことって。人間が《グラム》を扱あつかえるわけありませんわ、偶ぐう然ぜんですわ、何かの間ま違ちがいに決まってますわっ!!」

　叫びながらキュールが何度も何度も剣を突き出す。そのたびに炎が切っ先からはき出されていく。だが、今の《グラム》と良介には、気にもならなかった。

　全すべて、切り裂さくでもなくただ《グラム》が触ふれるだけで消える小細工だ。

「そんなぁぁぁっ」

　悲鳴を上げるキュールの前まで歩き、《グラム》はゆっくりと横に薙なぎ、《リジル》を叩く。

　それだけでキュールの手から《リジル》が弾はじけ飛とび、さらに《グラム》の圧力を受けたキュールの《装デイス束ラード》までもがほぼ塵ちりと消えた。

「やっ、やだ、来ないでっ、助けてお姉様ぁっ」

　半はん裸らとなったキュールがここまで来て泣き声を上げた。それは、《グラム》にとって闘争に対する侮ぶ辱じよくに思えた。

「つまらねぇ」

「ちょ、ちょっとキュールをどうするつもりなのっ」

「斬きる」

《グラム》は言い切り、振り下ろす。

　キュールの脇わきに、切っ先がめり込んだ。

「チッ、力が溢あふれすぎてる。久々だからな」

「ふぎゃぁぁっ」

　四よつん這ばいになって逃にげようとしたキュールが、剣圧で転がった。

「逃のがすかよっ」

「良介っ、ねぇ良介ってばっ。ああもう、《グラム》に支配されてるのね！」

　リサラの声に全く反応せずに《グラム》が、再び振り上がる。

　観念したのか恐きよう怖ふで動けないのか、キュールは目をぎゅっと閉じて縮こまった。

「仕方ない。キュール、一つ貸しだからね」

「お、お姉様？」

　リサラが、そっと良介の耳元に顔を近づけた。そして囁ささやく。

「良介、起きなさい」

　温かい吐と息いきが耳をくすぐる。柔らかいおっぱいが腕うでに押しつけられる。

　それらを微かすかに感じ、さらに強く感じたい、そう素直に良介は思う。

「起きたら……は、裸はだかＹシャツに黒タイツ姿を見せてあげるわよ」

「──っ！」

　声にならない声とは、まさに今の声だった。

　魂たましいの奥おく底そこからはっきりと、シャウトした。

　声帯が震えまいが何だろうが、関係ない。包み込んでいる、良介にとって本来最も大切なものではない猛々しい気持ちを、魂の底に眠ねむっている良介の第一の本能が雄お叫たけびを上げて切り裂く。

《グラム》が震えた。

　良介と繋つながる鎖が、苦しむように激しくのたうち回る。

「お、おおおおぉぉぉぉっ！」

　声が出た。《グラム》を貫つらぬいて、良介が咆哮を上げる。同時に《グラム》の切っ先が短くなっていく。

「嘘っ、自力で《グラム》の支配を打ち破ってますわ……」

　崩くずれるように、キュールがへなへなと尻しり餅もちをついた。

　ボロボロになったドレスで、大事な部分を隠かくしている幼い姿は、そういった趣しゆ味みの人には垂すい涎ぜんの的かもしれない。だが、良介には元々その趣味は薄うすいし、何よりも今は、

「ほっ、本当っ、本当なんだなっ！」

　リサラだった。すがるようにその姿を見る。

「こっちを見るなぁっ！」

　地面に降りて両手で各所を隠したリサラが、真っ赤な顔で怒ど鳴なった。

「ご、ごめんなさいっ」

　慌あわててリサラに背を向けつつも、すぐさまチラリチラリと後ろを見ようとしたが、

「死にたい？」

　地じ獄ごくから響ひびくような声によって、良介の心はぽっきりと折られてしまった。

「まったく、もう」

「うう、嘘なんだ。黒タイツｗｉｔｈ裸Ｙシャツ、嘘なんだ、夢マボロシなんだ」

「う、嘘じゃ……ないわよ」

　小さく小さく、蚊かの鳴くようにリサラが呟いた。

「騙だまされたぁっ。ちくしょぉっ、幸薄い青春送ってる男をたぶらかして楽しいのかよぉ」

「だからぁっ」

「鬼おにっ、悪あく魔まっ、極悪人っ、ペテン師っ──いたっ、いたいっ、いたたたたっ」

　ガシリと後頭部を掴つかまれた。ミシミシと音を立てるくらい、強くだ。

「良介ぇ、人の話、聞く気が、ある、わけ？」

　リサラが一つ一つ良介の耳にすり込むように、低くゆっくりと怖こわい顔で言った。

「え、ええと、はい、是ぜ非ひとも、いたっ、痛いっ、は、拝はい聴ちよう致いたしたく思います」

「ったく。次はないから、耳の穴かっぽじってよく聞きなさいよ」

「了りよう解かいでありますっ」

「や、約束は……い、家に帰ったら、その、ね、分かるでしょ」

「さっぱりであります！」

「ああもうっ、だからっ、家に帰ったら着て見せてやるってのよっ、このエロ介っ」

　キ─────ンと耳元で思いっきり叫さけばれた。一いつ瞬しゆん、何を言われたか理解出来ない。

　でも、鼓こ膜まくの中の残ざん響きようで、ゆっくりと理解出来ていく。

「まじっ、マジでっ！」

「だから振り向くなぁっ」

「ごめんなさーいっ！」

「はぁっ、はぁはぁ、とにかく、家に帰る前にやることがあるわよ」

「て、言うと？」

「まず、服をよこしなさい」

「俺の？」

「この際、贅ぜい沢たくは言えないわ。家に帰ったらお風ふ呂ろに入ればいいんだし」

「あのぉ、パンツは……」

「Ｔシャツだけでいいわよっ！」




　　　　※　※　※




「さてと、次は玉野とキュールね」

　情なさけ容よう赦しやなく良介のＴシャツの裾すそをビローンと伸のばし、太もも半ばまでを隠したなんともワイルドな格好のリサラが、キュールと玉野に視線を投げた。キュールにはジロリ、玉野にはため息混じりにだ。

　その後ろ姿を見ているだけで、良介は鼻血が出そう。だってよく引き締まったお尻しりが、リサラが動く度にプリプリと揺ゆれるのだ。

「な、なんだか、嫌いやな視線ね」

「気のせいじゃないか？」

「そ、そうかしら……」

「で、実際問題どうするんだよ。玉野なんか、さっきからピクリとも動かないし」

「玉野先せん輩ぱいに関しては、良介のおかげで簡単な解決策があるわ」

　クルリとリサラが振ふり返り、良介と視線が合う。

「ど、こ、を、見てたのかしら」

　危険な響きに、即そく座ざに良介はリサラの斜ななめ前へと移動し、足を肩かた幅はばに開いて斜め上を見上げ、一兵卒が上官にするように叫んだ。

「自分は何も見ていません！」

「ったく。良介、そのまま玉野先輩の所まで行きなさい」

「了解であります！」

「《グラム》をしっかりと握にぎって」

「了解であります！」

「そうそう、そのまま玉野先輩の胸に《グラム》を突つき立てて」

「え、で、でも」

「平気よ」

　軽い足取りでリサラが良介の真後ろに立ち、背中に手を乗せる。

「いい、今から良介の霊れい力りよくを玉野先輩に送り込むわ」

　玉野の顔色は、その言葉通り《グラム》を突き立てられて土色から変わっていく。

　と、数分で《グラム》は勝手に玉野から抜ぬけ出て、良介の中へと消えていった。

「《グラム》は、覚かく醒せいするくらい良介のスケベ心を霊力として蓄たくわえたから。まだまだ残りがあったのよ。それを玉野先輩の壊こわれた魂たましいの修復に利用したってわけ。これで一週間もすれば元に戻もどるでしょ」

「元に戻るのか。それはそれで面めん倒どうそうだけどさ」

「それより面倒なのは、この子よ」

　リサラが腕を組みなおし、薄うす目めでキュールを見下ろした。

「あ、あはははは、ど、どーもですわ、お姉様」

「そうね。まずは特異者の話、あれは本当に嘘うそなの？　これは勘かんだけど、私にはどうにも完全な嘘には思えないのよ。気に掛かかることもあるし」

「どうしてですの？」

「メルローがわざわざ下級とは言え死神を講師として送り込んでるのよ。普ふ通つうの街じゃないわ」

「死神をわざわざ。なら、少なくともメルローは本気なんですわね……」

　キュールが神しん妙みような面おも持もちで呟つぶやいた。

「元々、メルローに送り込んだ工作員からの報告をキュールは耳にしましたの。それが冗じよう談だんにしか聞こえない報告だったので、お父様も誤情報と断定してたんですけど」

「どんな報告だったの？」

「特異者が現れては消えるって報告ですわ。そんな事例は聞いたことがない、メルローの探査力も落ちたものだってお父様は笑ってましたけど」

「なるほどね……そう言うことなら、諦あきらめるのは早そうね」

　リサラが満足そうに言った。

「どういうことだよ？」

　良介の疑問の声に、リサラがクスッと笑い答えた。

「まだ、この街で特異者を捜さがす必要がありそうってことよ。つ・ま・り」

「つまり？」

「もう暫しばらく、居候よろしくね」

　嬉うれしそうに、リサラはそう言うのだった。

「うへぇ……」

「あら、もしかして不満ってことはないでしょうね？」

「わぁったよ、わぁった。でも、時々ＤＶＤを──」

「却きやつ下か」

　にべもなかった。

「さてと、キュール。足止めされてる美菜とカエサルを解放してもらえるかしら」

　その言葉にキュールが渋しぶ々しぶと頷うなずいてから一分後、さっそく荒あらい息づかいになっちゃっている美菜と、少し左足を引きずったものの元気いっぱいのカエサルがやって来た。

「これでいいでしょう、お姉様」

　唇くちびるを尖とがらせて、キュールがリサラを睨にらんだ。

「あら、そんな不満そうな顔をしないでよ。貴あ方なたのために来て貰もらったんだからね」

「どういうことですの？」

「キュール、そろそろ限界じゃないの？」

　リサラの言葉を聞いて、キュールが目を丸くして「いけない」と驚おどろきの声を上げた。

「勝手に人間界にやって来て、何の成果もなく帰ることになる。ふふ、このままじゃキュールこそ大おお恥はじよねぇ」

　一つ一つの言葉をゆっくりはっきりと、キュールに染み込むようにリサラは口にした。

「あうっ、え、で、でもあの」

「貴方のことだから、どーせ何か手は打ってあるんでしょう？」

「でもでもお姉様、今のキュールじゃ霊力がなくてっ」

「使い切っちゃったのね？」

　キュールがショボンと俯うつむく。

「そんなことだろうと思ったわ。だから私からのプレゼントよ。カエサルっ」

「オンッ」

　パタパタと尻しつ尾ぽを振りながら、カエサルがリサラの足下にすり寄る。もう完全に良介ではなく、リサラを主人と見ているような……。

（う、裏切り者め……）

「バウッ」

　モテ師し匠しように生意気言うな、良介にはそんな風に聞こえてしまった。

「その犬がなんだって言うんですの」

「カエサルの霊力の強さ、気が付いてないとは思えないけど？」

「そ、それは、ええ知ってますわ。キュールの呪じゆ縛ばくを破ったんですから。でも、だからどうだって言いますの？」

「簡単よ、はいコレ」

　リサラが、《リジル》を拾ってキュールに手て渡わたした。

「まさかっ」

「そ。そのまさかよ。さ、カエサルにお願いしなさい、媚こびなさい、頭を下げなさいっ。ふっふっふ、どーか《リジル》を受け入れて、その霊力を私に分けて下さいってね！」

「このゼリア家のキュールにお願いしろって言うんですの、お姉様っ。犬なんかにっ」

「あら、いいのよ。このまま死神界で大恥をかいても。ふふ、貴方こそゼリア家の地位を失うんじゃないかしら？」

「それはっ」

「あははははは、なーんて気持ち良いのかしらっ。仕返しって！」

　楽しげに、本当に楽しそうにリサラが高笑いを上げながら、キュールを見下ろした。

「うわぁ……リサラって、やっぱりキュールさんの従い姉と妹こかも」

「ああ、良い性格してるよな」

　良介と美菜の呟きに、ピタリと笑いを止やめて、

「や、やーね、演技よ、演技」

　言い訳にもならない言い訳をしたリサラだった。

「はうっ、うう、ううぅぅ」

　結局キュールは五分近く悩なやみ、ようやく決心してカエサルの前で土下座したのだった。

「オンッ」

　その頭に上下関係を分からせるようにポンッと、カエサルは前足を置いたのだった。









　終章　キュールの勝ち









　全すべてが終わり、美菜も自分の家に帰った夜よる遅おそく。

「りょ、良介、そこに居るわよね。貴方の希望通り、は、裸はだかにＹシャツでタイツ姿になったんだけど……どうすれば、いいの？　踊おどったり、そのあの、もしかして踏ふんだり？」

　カチャリと脱だつ衣い場の扉とびらが僅わずかに開いて、リサラの声が廊ろう下かに響ひびいてきた。どこか控ひかえめな、小さな声だ。

　良介は、何も答えられない。

「あ、でも、ダメよ。その、え、エッチなのは、専属でもない限り、た、タブーだから。私だって、お礼にって思わないでもないけど、ごめんねっ」

　良介にその声は聞こえていた。確かに聞こえていた。でも、どこか遠くに感じてしまう。

　それは《グラム》に支配された時とは、また異なる感覚。

　カァッと頭は熱い。でも、力は抜けていく。

　ドクドクと定量な何かが、失いすぎてはいけない何かが、抜け出していく……。

「って、おーい、良介……おっかしいわねぇ」

　ひょいとリサラが顔を出した。

「良介、うつぶせになって何やってるの？」

　廊下に突つっ伏ぷしてヒクヒクと震ふるえている良介を見て、首を捻ひねる。

「ま、お姉様ったら随ずい分ぶんと下品で扇せん情じよう的な服装ですわね」

　良介の向こうに、キュールが不ふ機き嫌げんそうに立っていた。

「キュールどうしてっ？」

「どうしても何も霊れい力りよく溜ためるまでは、カエサルのいる場所に住むしかありませんし」

「あ、それはそうね」

「お姉様ご依い頼らいの死神界の情報操作も、済ませておきましたわ。これで、当分はこちらでお姉様もキュールも活動出来ますわ。まったくもう、本当はお姉様を追い落とすために使う予定だったルートなのに……ううぅ」

「ご苦労様。ま、犬に土下座したってばらされたくなければ、暫くは言うことを聞きなさい。貸しだってあるんだから」

「分かってますわよっ。それにお姉様と特異者が契けい約やくできれば、キュールの功績にもなりますもの。がんばれキュール、やれるわ、やれる子、キュール！」

　ぐっとキュールがガッツポーズをしてから、ポンッと手を打った。

「って、そうそう。いいんですの、お姉様」

「何が？」

「このスケベ、妄もう想そうがたくまし過ぎて死にそうですわよ。ほら、もうこんなに血の海が」

　キュールが指さしたのは、良介の浸ひたった頭。

　何に浸っているって？　もちろん、鼻血の海に。

「きゃぁぁ─────────────────!?」

　リサラが、悲鳴を上げた。

「いやぁでも、お姉様ったら、こんなのにそこまで想おもい入れてるなんて、イッヒッヒ、予想外ですわぁ」

　肩かたを震わせ、キュールが意地悪くリサラを見上げた。その意味深な視線に、リサラは慌あわてて首を左右に振ふる。

「違ちがうの、そうじゃないのよ、えっと、そうそう凄すごく苦労したじゃない、コイツもっ」

「へーほーふーん、ま、死神界じゃ聞いたこともない言こと葉ば遣づかいをしてましたし、見たことのない乱暴さでしたからねぇ、あーいえいえ、別にコイツと一いつ緒しよのお姉様が楽しそうとか、ぜーんぜん思ってませんわよ」

「キュ────ルッ！」

「ヒッヒッヒッ、赤くなってますわ。あらあら、大だい胆たんに開けた胸元まで赤くなってますわよ。うーん、でもでも、相も変わらずあるかないか分からない谷間ですこと」

「なんですってぇ、見なさいっ。こんなにはっきりあるじゃない！」

「どこがですの。あるって言うのは……んしょ」

　キュールが胸元をはだけさせ、開いた。そこには確かに谷間があった。リサラの年上としてのプライドを打うち砕くだくような、しっかりとした乳ち房ぶさと乳房が密着した地帯。

「ほーれ、ほれほれ、これが胸の谷間って言うものですわよ。ま、お姉様のは谷間ってよりは整地済み平野ですわ」

「い、いつの間に貴方、そんなに育ったの、くぅっ」

「ほらほら、キュールのおっぱいはちゃーんと揉もめるんですよ。んっ、あっ……ふふ、自分で揉んでも柔やわらかいですわ～」

　完全に仕返しだ。リサラに見せつけるように胸を出して、大きさを強調している。リサラと言えば、自分の胸も露あらわにして……、

「な、ない。ううぅ、違うわっ、発展途と上じようなのよ！」

　涙なみだぐむのだった。

（ふっ、ふっふっふっふ、聞こえたぞ、はっきりと）

　聞こえていた。谷間、その言葉は三さん途ずの川かわでおじいちゃんに呼ばれていた良介に、雷らい鳴めいのごとく響いた。そしてそれから全ての会話が、はっきりと聞こえ続けていた。

（帰って来るのに時間がかかったが、このエルドラドタイムに立たずしてどうするっ。まして、気が付かなかったがキュールの胸がそんな──）

　力が湧わき上がる。鼻血と共に流れ出てしまった生命力に満ちあふれていく。

「そんな、おっきなおっぱいだったなんて──────────────────！」

　雄お々おしく立ち上がった。

「きゃぁぁっ！」

「ふぎゃぁっ！」

　リサラとキュールが驚き、へたり込んだ。そして抱だき合い、呆ぼう然ぜんと良介を見上げる。

「な、なんでまた大きくしてますの！」

「あらホント、ズボンが盛り上がってる」

「どこ見てますの、お姉様は！」

「ど、どこって、やーねぇキュール、花も恥はじらう乙おと女めにそんなこと言わせるわけ？」

「ちっが────うっ、《グラム》ですわよっ、《グラム》」

「え……あ、ホントだ、また出てきてる、嘘うそぉぉぉ」

《グラム》の柄つかがまた良介の胸部から姿を見せていた。それほどに、ああそれほどに、二人の谷間議論は良介の魂たましいの奥おく底そこを揺ゆさぶっていたのだ。

「ふっ、おっぱいと聞いて、俺が、俺のスケベ心が黙だまっていると思ったか！」

「自じ慢まんにならないから！」

「どこも格好良くないですわっ、むしろ呆あきれるんですけれど！」

　そう非難の声を上げる二人を、良介はゆっくりと見つめた。

　裸Ｙシャツｗｉｔｈタイツのリサラは、Ｙシャツのボタンを上から四つも外し、白い乳房の半ばまで見せてしまっていた。キュールはゴスロリ系の衣装を、まるで着き替がえ途と中ちゆうのようにはだけさせ、豊かな乳房を全く隠かくせていない。だが肝かん心じん要かなめの最さい先せん端たん部分は、二人が抱き合っているため、互たがいの乳房に押おしつけて隠してしまっている。

　もっとも、ふにゅっと乳房と乳房が柔らかそうにたわんでいるのは、それはそれで絶景ではあった。何より美少女が二人、半脱ぬぎ状態で抱き合っているのだ。とても、こう、何というか、興奮マックス、人生万ばん歳ざい、お願いだから録画したい！　状態だ。

「そうか、ここが天国かっ。くぅぅっ、神様も粋いきな計らいをするぜ。ではさっそく」

「さ、さっそくってなに───────！」

「お姉様から早速、どうぞっ」

「あっ、こらっ、押さないでよっ。こーいうのは、借りがあるキュールからでしょっ」

「あらやだ、キュールはまだ子供だから、未経験でぇさっぱり分かりませんもの」

「私だって未経験よっ！」

　そんな揉めている二人に、良介は爽さわやかに笑いかけた。

「はっはっはっ、やだあなぁ二人とも。そんなの同時に決まってるじゃないか」

　カチャリとベルトを外しつつ。

「「い────や──────────」」







[image: ]








　さすがは従姉妹同士、二人が見事に息のあった悲鳴を上げた時だった。

「オンッ！」

「え、お師し匠しよう様？」

　良介は確かに見た。カエサルの頭部が、猛もう然ぜんと吸い込まれるのを。

　そう、股こ間かんに。カキ───ン。そんな金属音が聞こえた気がした。

「バ、バカな、今の俺より速い、だ、と……。師匠の壁かべは、た、高すぎです……」

　良介は背中から大の字に倒たおれ、気を失ったのだった。下も上も大きくしたままで。

「危なかったぁ。助かったわ、カエサル」

　カエサルは得意げに「オンッ」と吠ほえた。

「お姉様、とんでもないことをしましたわね。こんな男に《グラム》を埋うめ込むなんて、世界中の女性の危機に思えるんですけれど」

「うっ、否定出来ないかも」

「はぁ、先が思いやられますわ」

　やれやれとため息を吐つきキュールは立ち上がると「紅茶飲んで一息吐つきますわ」と、食堂へと歩いて行った。その後をカエサルが付いて行く。

　取り残されたリサラは立ち上がり、

「ほら、貴あ方なたお望みの裸Ｙシャツｗｉｔｈタイツよ」

　クスリと笑い、Ｙシャツの裾すそを広げながらクルリと回った。

「さ、これで見せたわよ」

　そう言ってからリサラは、良介の顔をのぞき込むように屈かがんだ。

「どーしてコイツは、あそこで二人なんて。せめて」

　良介の頭を軽く小こ突づく。と、恥ずかしそうに笑い、リサラはまともな服に着替えるために脱衣場へと入っていった。

「って……何言ってるのかしら、私、あ、あはははは」

　良介は、再びおじいちゃんの声を聞きながら、なんだかもっと聞かなければいけない声を聞き逃のがした気がしていたのだった。








　あとがき




　はじめまして、橘たちばなぱんです。

　某月某日までにあとがきを出してね☆と言われて、その当日に書いております。よくよく考えたら、ほぼ全すべての作業を当日に上げている気がします。余よ裕ゆうとか、事前の準備とか、もういい年なので身につけたいと思っています。

　いえ、行き付けの飲み屋（池袋の軍しや鶏ものお店！）のカウンターで渋しぶく書こうかなぁとも考えたのですが、食べて呑のむと幸せな気分になって仕事なんて出来ませんでした。

　とここまで書いて、はじめましてなんだから作品内容とかお礼の言葉とかを、センシティブな感性であとがきにまとめるのが仕事だってことに、ようやく気が付きました。あれです、その方がモテると知り合いの作家先生達も仰おつしやっていました。




　さて今作ですが、担当のＫ女史に変態なんだから変態な物を書きなさいと罵ののしられ、ピンヒールで踏まれながらの打ち合わせが全ての始まりでした。その後も打ち合わせの度に、僕の性せい癖へきが徐じよ々じよに赤せき裸ら々らにされて、遂ついに何かに目覚めて書き上げたのが今作になります。

　おおきなおっぱいもイイけど、ちいさなおっぱいもイイよね。

　そんな僕のパトスを感じ取って頂ければ、非常に幸福です。

　あと、脚あし。

　嘘うそです。あのホントに、今のは全部嘘です。また踏ふまれてしまいます。

　そうではなくて、少年の熱い性欲……じゃないや、心を感じ取って頂ければと思います。

　どんな男の子の魂にも、熱い、熱く煮にえたぎる何かが眠ねむっているのです。その熱い心こそが、困難に打ち勝つ力になるのです。

　うん、すんごいカッコイイ。モテる。




　そして、お礼です。

　何よりもまず、手にとってくれた読者の皆みな様さま。感謝感かん涙るい、漏もらしちゃうくらいに感謝しております。

　次に、担当のＫ女史にまずはお礼を。いえ、踏んでくれたことではなく、ビシバシと叩たたいてくれた……ではなくて、一緒に色々と悩なやみサポートしてくれたことに感謝です。

　また、Ｓ沼さんにお礼を。貴あ方なたと飲み食いしたおかげで、ここにおります。

　可か愛わいくて凛りんとして、ちょっとエッチなステキ絵を描かいてくれるハンサムさん、桂かつら井いよしあきさん！

　気分転てん換かんに付き合ってくれるノミニケーション研究会のみんな！　肝かん臓ぞう大事にしような。

　大将自身が酔よって絡からんでくるお店、軍しや鶏も一いちさん。美お味いしい軍鶏料理は明日への活力です。

　愛犬のカンナ。寝ね坊ぼうすると大事な所を踏んで、脚の間に潜もぐり込むのはご勘かん弁べん。

　その他にも、帯お願いしてしまった賀が東とうさんや、モテ系クリエーターばっかりなクリ会の人達、ツイッターの人達、いっぱいいっぱい、感謝を述べたい人がいますが、もう面めん倒どうだからいいや。

　とても僕の優しい人柄が滲にじみ出る、よいお礼だったと思います。

　きっと軍鶏一はこれで、お酒の一杯ぱいでも奢おごってくれるに違いない。

　それでは次巻で──嘘みたいな話ですが出るみたいです──お会い出来れば～。




　そう言えば、小学校の夏休みの宿題。始業式当日までやってたなぁ……。





橘　ぱ　ん













だから僕ぼくは、Ｈができない。




死しに神がみと人じん生せい保ほ障しよう








橘ぱん
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